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Ⅰ．誹謗中傷等の違法・有害情報への対策に関するワーキンググループの
開催 

プラットフォームサービスに関する研究会（以下「本研究会」という。）で
は、2020 年９月に総務省が公表した、「インターネット上の誹謗中傷への
対応に関する政策パッケージ」に基づき、プラットフォーム事業者による誹謗
中傷を含めた違法・有害情報対策の取組に関する透明性やアカウンタビリ
ティの確保方策の取組状況について、自主的な取組の報告を求めること等
によりモニタリングを実施してきた。 

2022 年８月に本研究会が公表した「第２次とりまとめ」では、プラットフ
ォーム事業者からの取組状況に関する質問への回答状況について、一部で
前年（2021 年）より進展がみられるものの、プラットフォーム事業者による
削除等が過不足なく行われているかを判断するという観点からは、透明性・
アカウンタビリティの確保について不十分な点があったことから、透明性・アカウ
ンタビリティの確保方策に関する行動規範の策定及び遵守の求めや法的
枠組みの導入等の行政からの一定の関与について、速やかに具体化するこ
とが必要であると取りまとめられた。 

これを踏まえ、本研究会は、2022 年 12 月に、①プラットフォーム事業
者による削除等の透明性・アカウンタビリティ確保のあり方、②違法・有害情
報の流通を実効的に抑止する観点からのプラットフォーム事業者が果たすべ
き役割のあり方をはじめとした誹謗中傷等の違法・有害情報への対策を主
な論点とした上で、専門的な観点から集中的に議論するため、「誹謗中傷
等の違法・有害情報への対策に関するワーキンググループ」（以下「本Ｗ
Ｇ」という。）を新たに設置した。 

本ＷＧでは、本研究会における有識者からの発表や関係者からのヒアリ
ング、アンケート調査の結果等に加え、プラットフォーム事業者、誹謗中傷
等の被害者等、ユーザの声を幅広く集めながら検討するため、本 WG にお
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ける検討アジェンダに関する意見募集を実施した上で、検討アジェンダを決
定し、１．違法・有害情報の流通状況、２．プラットフォーム事業者の責
務、３．プラットフォーム事業者による削除等の透明性・アカウンタビリティ確
保のあり方、４．違法・有害情報の流通を実効的に抑止する観点からの
プラットフォーム事業者が果たすべき役割、５．その他について、有識者、
誹謗中傷等の被害者、プラットフォーム事業者及び業界団体などの幅広い
関係者からヒアリングを実施しつつ、検討を行った。 

本「今後の検討の方向性」は、本 WG において検討された内容について、
今後、引き続き議論を要するとされた項目も含む検討状況について、整理
を図るものである。  
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Ⅱ．本ＷＧの検討の背景 

誹謗中傷をはじめとするインターネット上の違法・有害情報の流通は引き
続き社会問題であり、その対策は急務である。総務省の違法・有害情報
相談センターに寄せられる相談件数は、令和 4 年度も 5,745 件 1となって
おり、依然として高止まりしていることから、違法・有害情報の流通は引き続
き深刻な状況であると考えられる。 

これまで、その対策として、総務省では、「インターネット上の誹謗中傷へ
の対応に関する政策パッケージ」に基づき、プロバイダ責任制限法の改正に
よる発信者情報開示請求に係る裁判手続の迅速化（令和４年 10 月
施行）や、ICT リテラシー教育の充実、相談対応の充実等に取り組んでき
た。また、法務省においては、刑法改正による侮辱罪の法定刑の引き上げ
（令和４年７月施行）等の取組を行ってきた。その後、発信者情報開
示の裁判の受付件数 2 や侮辱罪の検挙件数が増加しており、これらの取
組は、加害者に対する損害賠償請求や罰則の適用等を通じて、誹謗中
傷等の被害の救済や抑制に貢献していると考えられる。 

しかし、被害者からは、投稿の削除に関する相談が多く、相談件数全体
の約３分の２を占めている状況であり 3、被害者による投稿の削除を迅速
に行いたいという希望への対応の検討が必要である。 

投稿の削除のためには、①プラットフォーム事業者等を相手方とする裁判
手続（典型的には仮処分）による削除と、②プラットフォーム事業者が定
める利用規約等に基づく裁判外での削除の２つの手段が存在する。しかし

                                                        
1 参考資料４ 違法・有害情報相談センターにおける相談件数の推移 
2 発信者情報開示に関する本案訴訟によらない裁判の受付件数（東京地裁）は、2019 年 1 月か
ら 12 月までは 630 件（仮処分申立て）であったが、2022 年 10 月から 12 月までは 554 件（新
たな裁判手続）であった。また、侮辱罪の検挙件数は、2021 年に 38 件であったのに対して、2022
年は 52 件であり、増加している。 
3 参考資料４ 誹謗中傷等の被害経験、目撃経験に関するアンケート調査 
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ながら、①裁判手続による削除は、被害者にとって金銭的、時間的に利用
のハードルが高く、利用数が少ない状況となっている。一方、②事業者の利
用規約等に基づく裁判外での削除は、金銭的、時間的なコストも低く、一
般的に利用されている。 

このため、誹謗中傷等の情報の流通による被害の発生の低減や早期回
復を可能とするためには、事業者による判断が可能な情報であれば、裁判
上の法的な手続と比較して簡易・迅速な対応が期待できるという観点から
も、プラットフォーム事業者の利用規約に基づく自主的な削除が迅速かつ適
切に行われるようにすることが必要である。 

一方で、プラットフォーム事業者の利用規約に基づく削除については、利
用規約の内容が日本の法令や被害実態を十分には考慮していない、削除
の申請窓口が分かりにくいといった課題があり、必ずしも十分には機能してい
ない場合があると考えられる。 

本 WG においては、このようなプラットフォーム事業者の利用規約に基づく
迅速かつ適切な自主的な削除を実現するため、事業者の責務、削除等 4

の基準の策定・公表等の違法情報の流通低減のための枠組み、自主的
な削除を促す観点から送信防止措置請求権の明文化等について検討し
た。 

  

                                                        
4 「削除等」は、例えば、問題となる投稿の削除・表示順位の低下、そのような投稿を行ったアカウントの
凍結・停止、投稿に注意喚起を促すラベルの付与、当該サービスにおける検索結果からの排除・表示順
位の低下、特定の地域での表示制限といった、違法・有害情報の流通を抑止するために講じる措置を
指す。これには、投稿を行った利用者自身に通知されない形で実施される投稿の非表示又は表示順位
低下等の措置を含む。 
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Ⅲ．プラットフォーム事業者による誹謗中傷等の違法・有害情報の削除等
に関する具体的な検討の方向性 

1. プラットフォーム事業者の誹謗中傷等を含む情報の流通の低減に係る
責務 

不特定の者が情報を発信しこれを不特定の者が閲覧できるサービス
（以下、本「今後の検討の方向性」においては、このようなサービスを指して
「プラットフォーム」といい、このようなサービスを提供する者を「プラットフォーム
事業者」という。）については、情報交換や意見交換の交流の場として有
効であるものの、誰もが容易に発信し、拡散できるため、違法・有害情報の
流通が起きやすく、それによる被害及び悪影響は即時かつ際限なく拡大し、
甚大になりやすい。また、誹謗中傷等を含む情報の削除等に関する責務が
法的に明確に位置づけられていないため、プラットフォーム事業者の中には
削除対応等の取組が不十分である者もあるとの指摘もある。 

このようなプラットフォームを提供する事業者については、誹謗中傷等を
含む情報が現に流通している場を構築し広く一般にサービスを提供している
こと、投稿の削除等を大量・迅速に実施できる立場にあること、利用者から
の投稿を広く募り、それを閲覧しようとする利用者に広告を閲覧させることな
どによって収入を得ていることなどから、個別の情報の流通及びその違法性
を知ったときやその違法性を知るに足る相当の理由があるときは、表現の自
由を過度に制限することがないよう十分に配慮した上で、プラットフォーム事
業者は迅速かつ適切に削除を行うなどの責務を課すべきと考えられる。 

この責務の対象とする事業者の範囲については、全てのプラットフォーム
事業者とすること、違法・有害情報が流通した場合の被害の大きさ（拡散
の速度や到達する範囲、被害回復の困難さ等）、事業者の経済的活動
（特に新興サービスや中小サービスに生じる経済的負担の問題）や表現
の自由に与える影響、削除等の社会への影響等を踏まえ、一部の者に限
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定することなど、さらに検討することが適当である。 

なお、その際、内外無差別の観点から、海外事業者に対して国内事業
者と等しく責務が課されるようにすることが適当である。 

また、この責務の対象となる情報の範囲については、誹謗中傷等の権利
侵害情報とするか、個別の行政法規（医薬品、医療機器等の品質、有
効性及び安全性の確保等に関する法律、職業安定法等）に抵触する違
法情報も対象に含めるかなど、さらに検討することが適当である。 
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2. プラットフォーム事業者に対する規律 

プラットフォーム事業者による利用規約等に基づく削除等については、例
えば、削除等の基準について、利用規約違反の情報は削除できる旨の曖
昧な書き方となっており不透明、削除等の基準や体制が日本の法令や被
害実態に即していない、利用者にとって削除の申請の窓口や申請フォーム
が分かりにくく、申請が適切に対応されるか不透明といった課題が指摘され
ている。 

このような課題に対応し、１．で述べた責務の達成及びその実効性や
透明性を確保するための具体的な措置について、検討することが適当であ
る。 

（１） 対象とする事業者 

本項で検討する具体的な措置を求める事業者については、例えば、
利用者数、サービスの目的・性質を考慮した上で、１．で述べた責務を
負う事業者の検討を踏まえて、さらに検討することが必要である。 

また、内外無差別の原則を徹底する観点から、海外事業者に対して
も国内事業者と等しく規律が適用されるようにすることが適当である。 

（２）事業者による違法情報の削除等に関する枠組み 

 削除等に関する基準 

① 削除指針 

プラットフォーム事業者は、自ら利用規約及びポリシーを定めて削
除等を実施している。 

しかしながら、プラットフォーム事業者の利用規約等に基づく削除等
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に関する本研究会におけるヒアリング結果 5や被害者等からの指摘に
よれば、削除等の基準が必ずしも明らかではない事業者も存在すると
考えられる。特に、海外事業者については、ポリシーがグローバルに適
用される前提で作成されていることもあり、削除等の基準等が日本の
法令や被害実態に則していない、日本における削除等の基準等が
不透明であるとの指摘がある。 

このため、利用者にとっての透明性、実効性の観点から、削除等の
基準について、海外事業者、国内事業者を問わず、１．の責務を
踏まえた「削除指針」を策定し、公表させることとするべきである。その
際、海外事業者については、例えば、グローバルなポリシーとは別に、
日本の法令や被害実態に則した「削除指針」を策定、公表させること
を含めて、「削除指針」の形式や内容については、引き続き検討する
ことが必要である。 

「削除指針」の策定、公表に当たっては、日本語で、利用者にとっ
て、明確かつ分かりやすい表現が用いられるようにするとともに、日本
語の投稿に適切に対応できるものとすることが適当である。 

② 申請の手続等 

○ 措置申請窓口の明示 

プラットフォーム事業者は、現在、被害者等が削除等の申請等
を行うための窓口やフォームを設置し、申請等を受け付けている。 

しかしながら、これらの窓口については、被害者等から、所在がわ
かりにくいとの指摘や、日本語での申請が困難、十分な理由の説
明ができないなどの指摘がある。 

このため、プラットフォーム事業者に、削除申請の窓口や手続の
                                                        
5 参考資料６ プラットフォーム事業者等による対応のモニタリング結果  
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整備を求めるべきである。その際、被害者等が削除等の申請等を
行うにあたって、日本語で受け付けられるようにすること（申請等の
理由を十分に説明できるようにすることを含む。）や、申請等の窓
口の所在を明確かつ分かりやすく示すこと等を義務づけることについ
て検討することが必要である。 

○ 申請に対する対応状況の透明化 

プラットフォーム事業者は、削除等の実施に係る申請等を受けた
場合に、必ずしも、申請等を受け付けたか、その申請等に応じたか
といったことを当該申請等を行った者（以下「申請者」という。）に
対して通知していない。 

このため、申請者は、プラットフォーム事業者における認識の有無
が分からず、また、申請等に対する対応状況や削除等が実施され
なかった場合に、申請方法が悪かったのか、証拠が不十分だったの
か等を申請者において把握することが困難であり、異議申立等が
困難との指摘がある。 

このようなことから、プラットフォーム事業者が当該申請等の受付
に関する通知に対して返答を行うことやその全ての判断について理
由を説明させること等が考えられるが、申請件数が膨大となり得るこ
とも前提にさらに検討することが適当である。その際には、例えば、
一定の要件を満たす申請があった場合に限って、申請者に対してか
かる事項を通知する等の方策が実現可能かについても検討するこ
とが適当である。 

○ 標準処理期間 

現在、プラットフォーム事業者の中で申請に対する標準処理期
間を定めているものは確認されていないが、標準処理期間を定める
ことによって、迅速に審査し、対応を判断することが期待される。 
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しかしながら、プラットフォーム事業者が措置を実施に要する期間
をあらかじめ示すことについては、事業者が自ら定めた期間を遵守す
ることだけにとらわれ、的確な判断をしなくなること等といった問題が
生じるとの指摘がある。 

このため、標準処理期間を定めさせることについて、メリットやデメ
リットを十分に踏まえて慎重に検討することが適当である。 

 運用状況の公表 

プラットフォーム事業者においては、削除等の取組について、各社が独
自に透明性レポートを公表しているほか、本研究会における発表を行って
いる。 

しかしながら、プラットフォーム事業者の削除等の取組状況については、
昨年本研究会において実施したヒアリング結果や被害者等からの指摘に
よれば、その運用状況は必ずしも明らかではないと考えられる。 

このため、諸外国の取組も踏まえつつ、事業者の取組や削除指針に
基づく削除等の状況を含む運用状況の公表について検討することが適当
である。 

 運用結果に対する評価 

プラットフォーム事業者各社は、削除等の取組状況とその評価と改善
について、独自に透明性レポートを公表しているほか、本研究会において
も発表を行っている。 

しかしながら、プラットフォーム事業者の利用規約等に基づく削除等に
関する本研究会におけるヒアリング結果からは、必ずしも全ての事項が明
らかにされてはおらず、その評価と改善については、そもそもその運用状況
に関する公表事項が限定的であるため、外部の評価が困難であるとの課
題がある。 
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このため、運用結果に対する自己評価について、柔軟性と裁量を一定
程度保ったうえで、義務づけの可否や、義務づける場合の自己評価の客
観性や実効性を高める方法等について、検討することが適当である。 

検討に当たっては、外部からの検証可能性を確保することが必要であ
るものの、評価の結果に関する情報を前述の運用状況と併せて公表する
ことで利用者や被害者の利益を害さないようにすることが適当である。 

（３）取組状況の共有 

本研究会では、これまで、個別のプラットフォーム事業者や個別のサー
ビスのみならず、日本の利用者に関連する違法・有害情報の全体の流
通状況を俯瞰するとともに、プラットフォーム事業者をはじめとする各ステー
クホルダーにおける取組状況の共有を行ってきた。 

こうした違法・有害情報の全体の流通状況やプラットフォーム事業者を
はじめとする各ステークホルダーにおける取組状況については、継続的かつ
専門的に把握することが重要であり、そのための場の在り方を含め、具体
的な方策について検討することが適当である。 
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3. プラットフォーム事業者が果たすべき積極的な役割（監視、削除請求
権、削除要請等） 

（１）個別の違法・有害情報に関する罰則付の削除義務 

違法・有害情報の流通の低減のために、プラットフォーム事業者に対し
て、大量に流通する全ての情報について、包括的・一般的に監視をさせ、
個別の違法・有害情報について削除等の措置を講じなかったことを理由
に、罰則等を適用することを前提とする削除義務を設けることも考えられ
る。 

しかしながら、このような個別の情報に関する罰則付の削除義務を課
すことは、この義務を背景として、罰則を適用されることを回避しようとする
プラットフォーム事業者によって、実際には違法情報ではない疑わしい情
報が全て削除されるなど、投稿の過度な削除等が行われるおそれがある
ことや、行政がプラットフォーム事業者に対して検閲に近い行為を強いるこ
ととなり、利用者の表現の自由に対する制約をもたらすおそれがあること等
から、慎重であるべきと考えられる。 

（２）個別の違法・有害情報に関する行政庁からの削除要請 

現状、法務省の人権擁護機関や警察庁の委託事業であるインターネ
ット・ホットラインセンター等の行政庁から、プラットフォーム事業者に対して、
違法・有害情報の削除要請が行われており、また、かかる要請を受けたプ
ラットフォーム事業者は、自らが定めるポリシーの条項への該当性や違法
性の判断に基づき投稿の削除等の対応を行っており、これには一定の実
効性が認められると考えられる 6。 

しかしながら、この要請に応じて削除することをプラットフォーム事業者に

                                                        
6 これらの要請に際しては、違法性について専門的かつ慎重な判断が行われた上で、要件を満たす投
稿のみについて削除要請がされている。 
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義務付けることについては、行政からの要請があれば内容を確認せず自
動的・機械的に削除されることにより、利用者の表現の自由を実質的に
制約するおそれがあるため、慎重であるべきと考えられる。 

なお、プラットフォーム事業者が、法的な位置付けを伴わない自主的な
取組として、通報に実績のある機関からの違法・有害情報の削除要請や
通報を優先的に審査する手続等を設け、行政機関からの要請をこの手
続の中で取り扱うことは考えられる。その場合でも、違法・有害情報に関
する行政庁からの削除要請に関しては、その要請に強制力は伴わないと
しても、事後的に要請の適正性を検証可能とするために、その透明性を
確保することが求められる。 

（３）違法情報の流通の監視 

 違法情報の流通の網羅的な監視 

プラットフォーム事業者に対し、違法情報の流通に関する網羅的な監
視を法的に義務づけることは、違法情報の流通の低減を図るうえで有効
とも考えられる。 

しかしながら、行政がプラットフォーム事業者に対して検閲に近い行為を
強いることとなり、また、事業者によっては、実際には違法情報ではない疑
わしい情報も全て削除するなど、投稿の過度な削除等が行われ、利用
者の表現の自由に対する実質的な制約をもたらすおそれがあるため、慎
重であるべきと考えられる。 

なお、プラットフォーム事業者が、自主的に監視をすることは、妨げられ
ないと考えられる。 

 繰り返し多数の違法情報を投稿するアカウントの監視 

インターネット上の権利侵害は、スポット的な投稿によってなされるケー
スも多い一方で、そのような投稿を繰り返し行う者によってなされているケ
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ースも多く、違法情報の流通の低減のために有効との指摘がある。 

しかしながら、プラットフォーム事業者に対し、特定のアカウントを監視す
るよう法的に義務付けることは、「①違法情報の流通の網羅的な監視」と
同様の懸念があるため、慎重であるべきと考えられる。 

なお、プラットフォーム事業者が、自主的に監視をすることは、妨げられ
ないと考えられる。 

 繰り返し多数の違法情報を投稿するアカウントの停止・凍結等 

繰り返し多数の違法情報を投稿するアカウントへの対応として、アカウ
ントの停止・凍結等を行うことを法的に義務づけることも考えられるが、こ
のような義務付けは、ひとたびアカウントの停止・凍結等が行われると将来
にわたって表現の機会が奪われる表現の事前抑制の性質を有しているた
め、慎重であるべきと考えられる。 

なお、プラットフォーム事業者が、利用規約等に基づいて、自主的にア
カウントの停止・凍結等をすることは、妨げられないと考えられる。 

（４）権利侵害情報に係る送信防止措置請求権の明文化 

人格権を侵害する投稿の削除を求める権利は、判例法理によって認
められているため、一定の要件の下で、権利侵害情報の送信防止措置
を請求する権利を明文化することも考えられるが、被害者が送信防止措
置を求めることが可能であると広く認知される等のメリットがある一方、権
利の濫用や過度な削除が行われるおそれ等のデメリットも考慮して慎重
に検討を行う必要がある。 

（５）権利侵害性の有無の判断の支援 

 権利侵害性の有無の判断を伴わない削除（いわゆるノーティスアン
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ドテイクダウン） 

プラットフォーム事業者において権利侵害性の有無の判断が困難であ
ることを理由に、外形的な判断基準を満たしている場合、例えば、プラット
フォーム事業者において、被害を受けたとする者から申請があった場合に
は、原則として一旦削除する、いわゆるノーティスアンドテイクダウンを導入
することが考えられる。 

しかしながら、既に、プロバイダ責任制限法 3 条 2 項 2 号の規定によ
り発信者から 7 日以内に返答がないという外形的な基準で、権利侵害
性の有無の判断にかかわらず、責任を負うことなく送信防止措置を実施
できることや、内容にかかわらない自動的な削除が表現の自由に与える
影響等を踏まえれば、ノーティスアンドテイクダウンの導入については、慎重
であるべきと考えられる。 

 プラットフォーム事業者を支援する第三者機関 

プラットフォーム事業者の判断を支援するため、公平中立な立場からの
削除要請を行う機関やプラットフォーム事業者が違法性の判断に迷った
場合にその判断を支援するような第三者機関を法的に整備することが考
えられる 7。 

これらの機関が法的拘束力や強制力を持つ要請を行うとした場合、こ
れらの機関は慎重な判断を行うことが想定されることや、その判断につい
ては最終的に裁判上争うことが保障されていることを踏まえれば、必ずしも、
裁判手続（仮処分命令申立事件）と比べて迅速になるとも言いがたい
こと等から、上述のような第三者機関を法的に整備することについては、
慎重であるべきと考えられる。 

                                                        
7 事業者団体において、削除対応等の参考とするため、関連する法令、判例等を踏まえ、ガイドライン
を作成・公表している。 
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 裁判外紛争解決手続（ADR） 

裁判外紛争解決手続（ADR）については、憲法上保障される裁判
を受ける権利との関係や、裁判所以外の判断には従わない事業者も存
在することも踏まえれば、実効性や有効性が乏しいこと等から、ADR を法
的に整備することについては、慎重であるべきと考えられる。 

なお、プラットフォーム事業者が、自主的に ADR 機関を創設し利用す
ることは、妨げられないと考えられる。 
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4. その他 

（１）相談対応の充実 

インターネット上の違法・有害情報に関する相談対応の充実を図ること
は、突然被害に遭った被害者を支援する上で、極めて重要である。特に、
相談のたらい回しを防ぎ、速やかに迅速な相談を図る観点からは、違法・
有害情報相談機関連絡会（各種相談機関ないし削除要請機関が参
加している連絡会）等 8において、引き続き、関連する相談機関間の連
携を深め、相談機関間の相互理解による適切な案内を可能にすること
や知名度の向上を図ることが適当である。 

（２）DM による被害への対応 

プラットフォームサービスに付随する DM 機能においても、誹謗中傷等
の権利侵害をはじめとして多くの問題が発生しており、DM などの一対一
の通信についても発信者情報開示請求を可能とすべきとの意見があった。 

しかしながら、現行の発信者情報開示制度は、情報が拡散され被害
が際限なく拡大するおそれがあることに着目して不特定の者に受信される
ことを目的とする通信を対象とする規定となっているものであり、根本的な
見直しを必要とする事情等があるか否かについて、生じる被害の法的性
質も考慮しながら、引き続き状況の把握に努めることが適当である。 

（３）特に青少年にまつわる違法・有害情報の問題 

違法・有害情報が未成年者に与える影響を踏まえて、未成年者のデ
ジタルサービス利用の実態（未成年者におけるプラットフォームサービスの
利用実態、青少年保護のための削除等の実施状況や機能、サービス上

                                                        
8 違法・有害情報相談センター、一般社団法人セーファーインターネット協会、インターネット・ホットライン
センター、東京都、公益社団法人全国消費生活相談員協会が参加し、法務省人権擁護局、警察庁
サイバー警察局等がオブザーバーとなっている。 
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の工夫等）を把握したうえで、必要な政策を検討すべきとの指摘があっ
た。この点については、諸外国における取組のほか、我が国における関連
する機関や団体等における検討状況について、引き続き把握及びその対
策の検討に努めることが適当である。 

（４）その他炎上事案への対応 

個々の投稿に違法性はないものの全体として人格権を侵害している
投稿群の事案（いわゆる「炎上事案」）に対応するニーズも存在する。
このような投稿は被害に甚大な影響を与えており、こうした事案への対処
は、慎重に検討することが必要である。 

20



参考資料集 
 

参考資料１ 誹謗中傷等の違法・有害情報への対策に関するワーキンググループ 構成員名簿 
  
参考資料２ 誹謗中傷等の違法・有害情報への対策に関するワーキンググループ 審議経過 
  
参考資料３ 誹謗中傷等の違法・有害情報への対策に関するワーキンググループ 検討アジェンダ 
  
参考資料４ インターネット上の違法・有害情報に関する流通状況 

 
参考資料５ 申請の手続等に関するアンケート調査結果の概要 
  
参考資料６ プラットフォーム事業者等による対応のモニタリング結果 
  
参考資料７ プラットフォーム事業者が果たすべき積極的な役割（監視、削除請求権、削除要請等）

及びその他に関するアンケート調査及び関係者からのヒアリング結果等の概要 
  
参考資料８ 検討アジェンダに対する構成員等からのご意見 

 

21



 

誹謗中傷等の違法・有害情報への対策に関するワーキンググループ  
構成員等名簿 

 

（敬称略・五十音順） 

 

【構成員】 

生貝 直人 一橋大学大学院 法学研究科 教授 

伊藤 和真 株式会社 PoliPoli 代表取締役 

上沼 紫野 虎ノ門南法律事務所 弁護士 

宍戸 常寿 東京大学大学院 法学政治学研究科 教授 

清水 陽平 法律事務所アルシエン 弁護士 

藤原 総一郎 長島・大野・常松法律事務所 弁護士 

水谷 瑛嗣郎 関西大学 社会学部 准教授 

山口 いつ子 東京大学大学院 情報学環・学際情報学府 教授 

山根 香織 主婦連合会 常任幹事 

    

【オブザーバー】 

法務省人権擁護局、警察庁サイバー警察局 

（主査） 

（主査代理） 

参考資料１ 
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誹謗中傷等の違法・有害情報への対策に関するワーキンググループ 

審議経過 

 

会合 開催日 主な内容 

第１回 
令和４年 

12 月 26 日 

（１）今後の検討の進め方（事務局） 

（２）誹謗中傷等の違法有害情報に対するプラットフォーム事業者による

対応のあり方について（意見募集）（案）（事務局） 

第２回 
令和５年 

２月 21 日 

（１）意見募集結果及び検討アジェンダ（案）（事務局） 

（２）関係者ヒアリング（一般社団法人日本音楽事業者協会、一般社

団法人日本音楽制作者連盟、UUUM 株式会社、公益社団法

人日本プロサッカーリーグ） 

第３回 
令和５年 

３月３日 

（１）事業者等ヒアリング（ヤフー株式会社、LINE 株式会社、Google 

LLC、Meta Platforms, Inc.、一般社団法人セーファーインター

ネット協会、一般社団法人ソーシャルメディア利用環境整備機構、

Twitter, Inc.） 

第４回 
令和５年 

３月 28 日 

（１）有識者ヒアリング（竹内和雄 兵庫県立大学環境人間学部 教

授、橋本佳幸 京都大学大学院法学研究科 教授、森田宏樹 

東京大学大学院法学政治学研究科 教授） 

第５回 
令和５年 

４月７日 

（１）検討アジェンダ３－２（１）の「削除請求権」が必要とされる事情

について（事務局） 

（２）構成員発表（水谷瑛嗣郎 関西大学 社会学部 准教授、伊藤

和真 株式会社 PoliPoli 代表取締役） 

第６回 
令和５年 

４月 25 日 
（１）論点整理（案）（事務局） 

第７回 
令和５年 

６月１日 

（１）インターネット上の人権侵害情報に関する人権侵犯事件の処理に

ついて（法務省） 

（２）「インターネット上の誹謗中傷への対応に関する政策パッケージ」に

基づく取組（総務省） 

（３）今後の検討の方向性（案）（事務局） 

 

参考資料２ 
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誹謗中傷等の違法・有害情報への対策に関するワーキンググループ 

検討アジェンダ 

全体の検討を通じて留意すべき事項 

「誹謗中傷等の違法・有害情報への対策に関するワーキンググループ」（以下「本ＷＧ」

という。）においては、次の事項について十分留意しつつ、検討を進める。 

情報の流通によって権利が侵害された被害者の救済の観点と発信者の表現の自由の観点、

プラットフォームサービスを提供する事業者（以下「プラットフォーム事業者」という。）

が措置を講じることに伴って生じる言論空間への影響や経済的負担の観点に、それぞれ十

分留意する。 

誹謗中傷等の違法・有害情報への対策にあたっては、プラットフォーム事業者が自らのサ

ービスの特性に応じて、効果的な取組を自律的な創意工夫により実施することが原則であ

ることに十分留意する。 

情報の流通によって権利を侵害された被害者、こうした情報をプラットフォームサービ

ス上に流通せしめた発信者、及びプラットフォーム事業者の三者間の関係性について、それ

ぞれの主体の法的責任や、どのような場合に、どの主体がどの主体に対して何を請求するこ

とが可能かといったことや、どの主体間での問題解決が適切かといったことに十分留意す

る。 

ユーザ数や投稿数が多い大規模なサービスを提供するプラットフォーム事業者の多くが、

海外に拠点を置くプラットフォーム事業者であることを踏まえ、検討にあたっては、海外プ

ラットフォーム事業者を含めた業界全体の健全化を目指すスキームを作ること、国内での

法人登記義務の履行など、国内外の事業者が、法律上のみならず、実務面、執行面も含めて

等しく扱われることといった内外無差別の原則について、準拠法や国際裁判管轄権に関す

る一般的理解も踏まえつつ、十分留意する。 

プラットフォームサービス以外のインターネット上の情報流通に係るサービス（例えば、

Web 検索サービス、電子掲示板、まとめサイト等のサービスや、SMS、メール等の一般非公

開のサービス）の特性や、これらのサービスを提供する事業者の役割や責任にも十分留意す

る。 

具体的な検討事項 

１．プラットフォーム事業者の責務 

参考資料３
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プラットフォームサービスは、匿名で気軽に書き込みを行うことができる仕組みや、誰も

が容易に情報を拡散し得る仕組みを有しており、情報の閲覧者が多くなるほどより多くの

関心を集める機能を通じて、関心を得ることを目的とした刺激的な情報の発信を誘引する

仕組みなどを備えており、こうした仕組みを背景に、ひとたび被害を生じさせる情報の送信

や拡散が行われた場合には、被害が即時かつ際限なく拡大し、甚大になりやすく、プラット

フォームサービスがインターネット上の違法・有害情報の流通の主要な舞台の一つとなっ

ていると考えられるが、どうか。 

こうした点に加え、ユーザが投稿するコンテンツを流通させることを通じて収益を上げ

るというプラットフォーム事業者の収益構造、プラットフォーム事業者が自らのサービス

上の違法・有害情報の流通に最も実効的に関与し得る点を踏まえれば、プラットフォーム事

業者には、表現の自由を確保しつつ、違法・有害情報の流通に対応し、自らのプラットフォ

ームサービス上の情報流通の適正化を図る責務があると考えられるが、どうか。 

また、プラットフォーム事業者がこのような責務を果たすための環境整備として、以下の

２.から４.までに記載された事項が検討項目として考えられるが、どうか。

２．透明性・アカウンタビリティの確保方策の在り方 

違法・有害情報に対応するにあたり、表現の自由を確保しつつ情報流通の適正化を図るた

めには、プラットフォーム事業者による自主的な取組を促進することが重要と考えられる

が、どうか。具体的には、特定の要件を満たすプラットフォーム事業者に対し、予めコンテ

ンツモデレーション1に関する運用方針を策定・公表するとともに（Plan）、運用結果を公表

し（Do）、運用結果について自己評価を実施・公表し（Check）、必要に応じて運用方針を改

定する（Act）ことを求めることにより、プラットフォーム事業者による自主的な改善サイ

クル（PDCAサイクル）を確立することについて、どう考えるか。

また、個別のコンテンツモデレーションに関する手続の適正性を確保するために、特定の

プラットフォーム事業者に対して、コンテンツモデレーションに関する申請窓口等の透明

化や、コンテンツモデレーションの実施又は不実施の判断に係る理由の説明等の一定の措

置を求めることについて、どう考えるか。 

さらに、違法・有害情報に対する効果的かつ継続的な取組を確保する観点から、違法・有

1 本検討アジェンダにおいて、「コンテンツモデレーション」は、例えば、問題となる投稿

の削除・表示順位の低下、そのような投稿を行ったアカウントの凍結・停止、投稿に注

意喚起を促すラベルの付与、当該サービスにおける検索結果からの排除・表示順位の低

下、特定の地域での表示制限といった、違法・有害情報の流通を抑止するために講じる

措置を指す。これには、投稿を行ったユーザ自身に気づかれない形で実施される投稿の

非表示又は表示順位低下等の措置を含む。 
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害情報への対応に関する取組状況の共有等の継続的な実施について、どう考えるか。また、

こうした情報について、一般に公表することと、２－６において述べるような取組状況の共

有の場に限って報告することの違いについて、どう考えるか。 

２－１ 透明性・アカウンタビリティの確保が求められる事業者 

本来、なるべく多くのプラットフォーム事業者において、透明性・アカウンタビリティの

確保が図られることが望ましいと考えられる。一方で、透明性・アカウンタビリティの確保

には事業者に少なからず経済的負担が生じることや、ユーザ数や投稿数が多く、利用する時

間が長いサービスにおいて、違法・有害情報の流通とそれに触れる機会が多いと考えられる

こと等の諸点を踏まえて、まずは、違法・有害情報の流通の多い大規模なサービスから、サ

ービスの特性等を踏まえ、透明性・アカウンタビリティの確保を求めることについて、どう

考えるか。 

２－２ 運用方針及び運用結果の公表 

運用方針及び運用結果を公表することについて、次の項目を検討する。 

（１） コンテンツモデレーションの運用方針（実施基準、実施の手続）

 プラットフォーム事業者におけるコンテンツモデレーションの実施の基準となる運用方

針として、措置の対象となる情報や行為、取り得る措置の内容やその適用にあたっての判断

基準、措置の実施のために経ることを要する手続を公表することについて、どう考えるか。

また、公表する運用方針は、日本語で、明確かつ分かりやすい表現を用いることについて、

どう考えるか。 

（２） コンテンツモデレーションの運用結果

 上記（１）の運用方針に沿って、どのようにコンテンツモデレーションが運用されたかを

公表することについて、どう考えるか。例えば、削除2等のコンテンツモデレーションの実

施に係る端緒の件数、端緒ごとに措置が実施された又は実施されなかった件数、根拠となる

ポリシーや法的根拠ごとに行われた措置件数、苦情申立ての件数やそれに対する対応結果

ごとの件数、措置に要した時間の中央値等を公表することについて、どう考えるか。また、

これらの数値は、日本のユーザに関連する投稿等に関するものとすることについて、どう考

えるか。 

2 本検討アジェンダにおいて、「削除」は、サーバ内のデータの抹消ではなく、情報の送

信を防止する措置を念頭に置いている。 
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２－３ プラットフォーム事業者による評価、運用方針の改善 

プラットフォーム事業者が、コンテンツモデレーションの運用について、自ら評価を行い

その結果を公表することについて、どう考えるか。また、必要に応じて、プラットフォーム

事業者が、自己評価結果に基づいて運用方針を改定することについて、どう考えるか。その

際、自己評価には、ともすればいわゆるお手盛り評価となる可能性があり、評価の客観性や

実効性を高める工夫を行うことが考えられるが、具体的にどのような工夫が考えられるか。

プラットフォーム事業者によっては、コンテンツモデレーションの判断の際、助言・審査等

一定の関与を行う機関を設けるなど、判断の客観性向上に資する工夫を行っているところ、

こうした取組状況を公表することについてどう考えるか。 

このほか、自己評価の前提条件の把握のために、プラットフォーム事業者が、自らのサー

ビス上に流通している違法・有害情報とそれによって生じている被害の実態についても、把

握・公表することについて、どう考えるか。 

２－４ その他透明性・アカウンタビリティの確保が求められる事項（運用体制等） 

コンテンツモデレーションに従事する人員の数や監督者の有無など、実施に係る人的体

制の整備や育成状況について、プラットフォーム事業者に公表を求めることについて、どう

考えるか。また、これらの整備状況は、日本のユーザに関連する投稿等に関するものとする

ことについて、どう考えるか。 

また、プラットフォーム事業によっては、AI 等による自動処理といった、コンテンツモ

デレーションの迅速化に資する工夫を行っているところ、こうした取組状況を公表するこ

とについてどう考えるか。 

さらに、プラットフォーム事業者は、例えば投稿時に再考・再検討を促す機能といった、

アーキテクチャ上の工夫による違法・有害情報の被害低減に取り組んでいるところ、そうし

た取組状況について公表することについて、どう考えるか。 

その他、プラットフォーム事業者に、透明性・アカウンタビリティの確保が求められる事

項はあるか。 
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２－５ 手続の適正性確保のために透明性・アカウンタビリティの確保が求められる事項 

（１） コンテンツモデレーションの措置申請窓口

プラットフォーム事業者による適切な対応につなげるため、被害者等がプラットフォ

ーム事業者のポリシーに基づくコンテンツモデレーションの申請や法的な削除請求（以

下「コンテンツモデレーションの申請等」という。）を行うにあたって、申請や請求の理

由を容易かつ十分に説明できるよう手続を整備することについて、どう考えるか。 

例えば、コンテンツモデレーションの申請等の窓口の所在を分かりやすく公表するこ

とについて、どう考えるか。また、コンテンツモデレーションの申請等を受けた場合に、

プラットフォーム事業者が当該申請等を行った者に申請等の受付に関する通知を行うこ

とについて、どう考えるか。プラットフォーム事業者が当該申請等の受付に関する通知を

行ったときには、申請等に係る情報の流通についてプラットフォーム事業者に認識があ

ったものとみなすことについて、どう考えるか。 

また、プラットフォーム事業者が措置を実施するか否かの判断に必要な期間をあらか

じめ明らかにすることについて、どう考えるか。 

（２） 個別のコンテンツモデレーションの実施又は不実施に関する理由

プラットフォーム事業者がコンテンツモデレーションの申請等に対して措置を実施し

なかった場合に、申請等を行った者に対して、措置を実施しなかった事実及びその理由を

説明することについて、どう考えるか。 

プラットフォーム事業者がコンテンツモデレーションを実施した場合に、発信者に対

して、コンテンツモデレーションを実施した事実及びその理由を説明することについて、

どう考えるか。とりわけ、アカウントの停止・凍結やアカウントの再作成の制限等につい

ては、コンテンツモデレーションの中でも特に将来の投稿を制限する点で影響が大きい

と考えられるが、これらの措置の実施にあたって発信者に対する手続的保障について、ど

う考えるか。 

（３） コンテンツモデレーションに関する苦情処理

コンテンツモデレーションの申請等が認められなかった被害者等や、コンテンツモデ

レーションが行われた投稿の発信者に対して、苦情申出の機会を設けるため、処理手続や

窓口について開示するとともに、こうした苦情への誠実な対応をプラットフォーム事業

者に求めることについて、どう考えるか。 

その他、個別具体の措置申請や措置に関する手続の適正性を確保する観点から、透明性・

アカウンタビリティの確保が必要な事項として、何があるか。
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２－６ 取組状況の共有等の継続的な実施 

プラットフォームサービスに関する研究会では、これまで、個別のプラットフォーム事業

者や個別のサービスのみならず、日本のユーザに関連する違法・有害情報の全体の流通状況

を俯瞰するとともに、プラットフォーム事業者をはじめとする各ステークホルダーにおけ

る取組状況の共有を行ってきたところ、こうした取組について、引き続き、産官学民が協力

して、継続的に実施することについて、どう考えるか。 

３．プラットフォーム事業者が果たすべき積極的な役割 

プラットフォームサービス上では、ひとたび被害を生じさせる情報の送信や拡散が行わ

れた場合、被害が即時かつ際限なく拡大し、甚大になりやすく、現に、誹謗中傷等の被害が

発生し続けている。こうした点を踏まえ、表現の自由を確保しつつ、プラットフォーム事業

者のより積極的な役割を検討する。具体的には、問題となる投稿の検知、削除の要請・請求、

削除の実施といった各フェーズに応じて、以下のとおり検討を行う。 

３－１ 投稿のモニタリングのフェーズ 

（１）権利侵害情報の流通の網羅的なモニタリング

プラットフォーム事業者に対し権利侵害情報の流通を網羅的にモニタリングすることを

法的に義務づける場合、検閲に近い行為を強いることとなり、表現の自由や検閲の禁止の観

点から問題が生じうると考えられ、また、事業者によっては、実際には権利侵害情報ではな

い疑わしい情報を全て削除することにつながりかねず、表現の自由に著しい萎縮効果をも

たらす可能性があることについて、どう考えるか。 

（２）繰り返し多数の権利侵害情報を投稿するアカウントのモニタリング

インターネット上の権利侵害は、スポット的な投稿によってなされるケースも多い一方

で、そのような投稿を繰り返し行う者によってなされているケースも多いとの指摘がある。

権利侵害情報の流通を網羅的にモニタリングすることをプラットフォーム事業者に対し法

的に義務づけることには前述した問題があるとしても、繰り返し多数の権利侵害情報を投

稿するアカウントに対象を限定した上でこれを継続的にモニタリングすることは、権利侵

害情報の流通を効果的に抑制する上で有効と考えられるか。その際、そうしたアカウントに

よる投稿については、プロバイダ責任制限法第３条が定める責任制限の要件に関して、プラ 

ットフォーム事業者に情報流通の認識があったとみなすことで、プラットフォーム事業者
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自身による適切な投稿の削除の促進に資すると考えられるか。その一方で、限定されたアカ

ウントを対象とする場合であっても、プラットフォーム事業者に対し個別の権利侵害情報

の流通をモニタリングすることを法的に義務づけた場合、表現の自由に萎縮効果をもたら

す可能性があることについて、対象となる発信者のプライバシーへの影響も踏まえつつ、ど

う考えるか。さらに、悪質な侵害者は次々にアカウントを作成することでモニタリングを逃

れることが可能であり、また、モニタリングの対象とするアカウントの範囲を法律で明確に

規定することも困難であることを踏まえて、どう考えるか。 

その他、繰り返し多数の権利侵害情報を投稿するアカウントへの対応として、アカウント

の停止・凍結等を行うことは、将来の権利侵害の抑止に有効と考えられるか。このようなケ

ースでは、同一人が複数のアカウントを用いて権利侵害情報の投稿を行う場合も考えられ

ることから、繰り返し多数の権利侵害情報を投稿するアカウントの保有者が新たなアカウ

ントを作成することや別のアカウントを用いた投稿をすることを制限する措置をとること

は有効と考えられるか。一方で、アカウントの停止・凍結やアカウントの再作成の制限等に

ついては、将来の投稿を制限する点においてその影響が非常に大きく、繰り返し多数の権利

侵害情報を投稿するアカウントへの対応であっても、公法上義務付けることについては極

めて慎重であるべきとも考えられるが、どうか。 

３－２ 要請・請求のフェーズ 

（１） 削除請求権

人格権を侵害する投稿の削除をプラットフォーム事業者に求める権利は、判例法理によ

って認められているところ、かかる権利を明文化することは、一定の要件において被害者が

プラットフォーム事業者に対して差止請求を行うことが可能であるという事実を明確化し、

被害者による削除請求に基づく権利侵害情報の削除の促進に資すると考えられるがどうか。

一方で、判例法理を明文化するだけでは、現状とあまり変わらず、必ずしも被害者による削

除請求に基づく権利侵害情報の削除の促進に資さない可能性もあることについて、どう考

えるか。 

また、営業権などの排他性を有しない財産上の権利を侵害する投稿も見受けられるとの

指摘があり、こうした権利を侵害する情報について、削除を求める権利を創設することは有

効と考えられるか。その一方で、こうした投稿の削除を求める権利が一般に認められるかに

ついては、実務上あるいは学説上も明らかではなく、こうした権利の創設には慎重な検討を

要すると考えられることについて、どう考えるか。 

さらに、個々の投稿に違法性はないものの全体として人格権を侵害している投稿群の事

案（いわゆる「炎上事案」）があるところ、このような事案について、現行法では削除請求
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できるか必ずしも明らかではないため、炎上事案においても削除請求を可能とする規定を

定めることは有効と考えられるか。その一方で、削除できる投稿の範囲、個別には違法性が

ない投稿の削除の可否について、このような投稿を行った者の被害拡大への甚大な影響を

考慮しつつも表現の自由との関係を検討する必要があると考えられ、検討すべき課題は多

く慎重な検討を要すると考えられることについて、どう考えるか。 

（２） プラットフォーム事業者による権利侵害性の有無の判断の支援

プラットフォーム事業者は、被害者から投稿の削除の請求を受けた際に、投稿内容の権利

侵害性について一定の判断を行うことが求められるものの、プラットフォーム事業者は、特

定の情報が真実かどうか、ひいては権利侵害性があるかどうかを判断することに困難を伴

うことが多いことについて、どう考えるか。これに関して、削除の判断の迅速化を図るため、

例えば、プラットフォーム事業者において、削除請求や苦情があった場合は、外形的な判断

基準を満たしているときは、いたずらや嫌がらせと判断できるものでない限り、可及的速や

かに削除の処置を行うこととし、発信者に削除の対象になったことを通知し、発信者から異

議の申立てなどを受け付けた場合には再表示する環境を整備することについて、どう考え

るか。 

また、プラットフォーム事業者による権利侵害性の有無の判断を支援するための環境を

整備することについて、どう考えるか。例えば、プラットフォーム事業者の判断を支援する

ための環境整備として、公平中立な立場からの削除要請等の法的位置づけや、要請を受けた

プラットフォーム事業者に求められる対応を明確化することについて、どう考えるか。 

そのほか、かかる公平中立な立場からの要請に対して、その実効性を高めるため、例えば、

応答義務を課すことや、要請された投稿を削除した場合の免責を定めることについて、どう

考えるか。一方で、要請の実効性を担保する仕組み、要請をする者の判断の確からしさや中

立性を担保するための要件や仕組み、要請をする者の運営に関する事項、要請に法的効果を

与える場合の根拠など、検討すべき課題は多く慎重な検討を要すると考えられることにつ

いて、どう考えるか。 

さらに、削除の仮処分手続について、申立てから発令まで数ヶ月を要することが通例であ

り、その間に被害が拡大してしまうとの課題が考えられるところ、民事保全手続よりも簡

易・迅速な、削除に特化した手続（裁判外紛争解決手続（ＡＤＲ）等）を創設することにつ

いて、どう考えるか。一方で、ＡＤＲの制度設計によっては、プラットフォーム事業者が手

続に参加しなければ実効性が伴わないとの課題が考えられるが、ＡＤＲの有効性について、

どう考えるか。 

（３） 行政庁からの削除要請を受けたプラットフォーム事業者の対応の明確化

現状、法務省の人権擁護機関や警察庁の委託事業であるインターネット・ホットラインセ
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ンター等の行政庁からプラットフォーム事業者に対して、違法・有害情報の削除要請が行わ

れており、一定の実効性が認められるところ、かかる削除要請を受けたプラットフォーム事

業者が取ることが求められる対応を明確化することは、更なる実効性の向上を図る上で有

効と考えられるか3。 

一方、この要請に応じることをプラットフォーム事業者に義務付けることは、検閲の禁止

の規定の趣旨や表現の自由への影響を踏まえると困難であると考えられるが、どうか。さら

に、行政庁からの削除要請については、その要請に強制力は伴わないとしても、プラットフ

ォーム事業者に対し何らかの対応を求めるのであれば、さらなる透明性の確保が求められ

ると考えられるが、どうか。そのためには、どのような制度的対応が考えられるか。 

３－３ 削除等の判断・実施のフェーズ 

（１） プラットフォーム事業者による削除等の義務付け

プラットフォーム事業者に対して、権利侵害など一定の条件を満たす投稿について削除

等の措置を行うことを公法上義務付けることは、この義務を背景として、当該プラットフォ

ーム事業者によって、実際には権利侵害情報ではない疑わしい情報を全て削除するなど投

稿の過度な削除等が行われ表現の自由への著しい萎縮効果をもたらすおそれがあることか

ら、極めて慎重であるべきと考えられるが、どうか。 

（２） 裁判外の請求への誠実な対応

プラットフォーム事業者によっては、裁判外での投稿の法的な削除請求に応じないケー

スもあるところ、裁判外の削除請求や削除要請に関して権利侵害性の有無の真摯な検討な

どの誠実な対応を行うことをプラットフォーム事業者に求めることは有効と考えられるか。 

４． その他 

４－１ 検討対象となる情報の範囲 

受信者の属性や文脈によって評価が変化し、法律上の定義が一義的に定まらない有害情

報については、プラットフォーム事業者や発信者、受信者との間の権利義務関係の変動をと

もなう措置や行政庁からの強制力を伴う削除要請等によって対応することには極めて慎重

であるべきであり、まずは、プラットフォーム事業者によるポリシーの策定及びその運用と、

3 例えば、警察庁によれば、一部のプラットフォーム事業者における、当該プラットフォ 
ーム事業者が自主的に用意した一定の要件を満たした団体等からの通報について優先的

にポリシー違反や違法性の有無の審査を行うなどの仕組みにおいて、警察やインターネ 

ット・ホットラインセンターからの要請について対応してもらうという考え方がある。 
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それらの透明性・アカウンタビリティの確保を通じた対応の適正性を担保する仕組みによ

って対応されることが必要と考えられるが、どうか。 

４－２ 行政の体制や手続 

２.や３.に記載された事項についてプラットフォーム事業者に対応を求めるに当たって、

行政の体制や手続について留意すべき点があるか。 

４－３ 相談対応の充実 

インターネット上の違法・有害情報による被害の救済に関して、インターネット上の違

法・有害情報に関する相談対応の充実を図ることが重要であると考えられるが、どうか。相

談対応の充実を図るにあたって、改善すべき現状の課題や留意すべき点はあるか。 

４－４ 発信者情報開示請求 

DM（ダイレクトメッセージ）など一対一の通信における侮辱、差別表現、暴力的表現、脅

迫により権利侵害が生じた際に、こうした情報の発信者が不明であることを踏まえ、これら

の対象についても発信者情報開示請求を可能とすることについて、どう考えるか。一方で、

現行の発信者情報開示制度は、情報が拡散され被害が際限なく拡大するおそれがあること

に着目して不特定の者に受信されることを目的とする通信を対象としていることや、仮に

そのようにした場合に、開示請求を受けた事業者において、開示の可否を判断するために、

公になっていない一対一の通信の内容について確認することとなることについて、どう考

えるか。また、DM などの機能については、プラットフォーム事業者の中には、受信する側

のアカウントにおいて、受信する範囲を選択することができる機能（例：友達の友達以外の

者からの DMは受け取らないように設定可能とする等）を設けるなどの工夫を講じているこ

とについて、どう考えるか。 

以上 
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インターネット上の違法・有害情報の流通状況等 

総務省が運営を委託している違法・有害情報相談センターで受け付けて
いる相談件数は高止まり傾向にあり、令和４年度の相談件数は、5,745
件であった。令和４年度において相談件数が多い事業者/サービス上位５
者は、Twitter、Google、Meta、5 ちゃんねる、爆サイであった。また、相談
者からの相談内容は「削除方法を知りたい」が 67.0％であり、「発信者の特
定方法を知りたい」（16.1％）を大きく上回っている。 

法務省が相談等を通じて調査救済手続を開始したインターネット上の人
権侵害情報に関する人権侵犯事件は、引き続き高水準で推移している。
令和４年に法務省人権擁護機関により把握されたインターネット上の人権
侵害情報に関する人権侵犯事件の件数は、新規開始件数が 1,721 件、
処理件数が 1,600 件となっており、平成 2５年と比べて令和４年は２倍
近い件数となっている。また、令和４年の新規開始件数のうち、プライバシー
侵害事案が 665 件、識別情報の摘示が 414 件、名誉毀損事案が 346
件となっており、これらの事案が大きな割合を占めている。 

違法・有害情報相談センターへの相談件数の推移

 
出典︓本ワーキンググループ（第７回）資料２「「インターネット上の誹謗

中傷への対応に関する政策パッケージ」に基づく取組」 

  

参考資料４ 
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違法・有害情報相談センターの相談（作業）件数の事業者別の内訳 

 
出典︓本ワーキンググループ（第７回）資料２「「インターネット上の誹謗

中傷への対応に関する政策パッケージ」に基づく取組」 

違法・有害情報相談センターの相談（作業）件数の対応手段別の内訳 

 
出典︓本ワーキンググループ（第７回）資料２「「インターネット上の誹謗

中傷への対応に関する政策パッケージ」に基づく取組」 
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法務省の人権擁護機関により把握された人権侵犯事件の件数 

 
出典︓「令和４年における「人権侵犯事件」の状況について（概要）～

法務省の人権擁護機関の取組～」
（https://www.moj.go.jp/content/001393246.pdf）より抜粋 

また、三菱総合研究所が総務省の委託を受けて実施した SNS 等ユーザ
を対象としたアンケート調査結果 12（以下「アンケート調査結果」という。）で
は、「他人を傷つけるような投稿（誹謗中傷）」について、約半数
（50.9%）が目撃しており、投稿を目撃したサービスとしては、Twitter
（55.5％）が最も多く、匿名掲示板（34.9％）3、Yahoo!コメント（ニュ
ース）（32.4％）、YouTube（29.9％）がこれに続いている。また、過
去 1 年間に SNS等を利用した人の 1割弱（8.0%）が「他人を傷つける
ような投稿（誹謗中傷）」の被害に遭っており、年代別にみると 20 代

                                                        
1 三菱総合研究所発表（本ワーキンググループ（第１回）参考資料３「インターネット上の違法・有害
情報に関する流通実態アンケート調査」） 

2 調査実施期間︓2022年 10月 31日（月）～11月１日（火）、調査方法︓インターネットアン
ケート調査、調査対象︓日本国内の 15歳から 99歳までの男女（以下の条件に該当する人が対象。
調査群①条件なし、調査群②SNSなどのインターネットのサービス上で、サービス提供事業者へ違反申
告や報告をしたことがある人、調査群③SNSなどのインターネットのサービスを利用するなかで、サービス提
供事業者から投稿の削除などの対応をされたことがある人）、回答者数︓調査群①2,000名、調査群
②508名、調査群③442名（※）、回答割付︓調査群①住民基本台帳人口（2022年 1月 1
日付）の性別・年齢階級別人口に、通信利用動向調査（令和３年度）のインターネット利用率を掛
け合わせることで、インターネット利用人口を算出。回収総数を 2,000人とし、算出したインターネット利
用人口の構成比に基づいて、性別・年代別の割付を実施）調査群②及び調査群③割付なし。 

3 複数サービス（２ちゃんねる（14.2％）、５ちゃんねる（15.0％）、爆サイ（5.7%））を合計して
いる。 
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（12.5%）及び 30代（12.2％）の被害経験が相対的に多かった。 

SNS等ユーザを対象としたアンケート調査結果（目撃経験） 

 
出典︓本ワーキンググループ（第１回）資料３「インターネット上の違

法・有害情報に関する流通状況等について」 

SNS ユーザを対象としたアンケート調査結果（被害経験） 

 
出典︓本ワーキンググループ（第１回）資料３「インターネット上の違

法・有害情報に関する流通状況等について」 
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申請の手続等に関するアンケート調査結果の概要 

措置申請窓口に関し、アンケート調査結果においては、違反申告や報告

について、「わからなかった」・「知らなかった」という人が半数弱（47.9％）で

あった。また、違反申告・報告方法、連絡先の見つけやすさについて、「簡単

だった」・「やや簡単だった」という人が 65％を占めている。加えて、申告フォー

ムについて、「完全に当てはまる項目があった」・「完全に当てはまる項目がな

かったので、近しい内容を選んだ」という人は半数強（56.1％）であった。 

さらに、申請フォームの文章記入欄に「主張を十分に記入することができた」

と回答したのは34.8％であり、残りの65.2％は、「文字数制限等があり、主

張を十分に記入することができなかった」又は「文章記入欄がなかった」と回答

した。また、申請フォームからの違反申告や報告の際に証拠添付ができたと

回答したのは、28.7％だった。また、違反申告や報告への対応がなされなか

った場合の理由について、半数以上が「何も通知がなかった」と回答している。 

違反申告・報告の認知度/違反申告・報告方法、連絡先の見つけやすさ 

申告フォームの適切さ 

 

出典：本ワーキンググループ（第１回）資料３「インターネット上の違

法・有害情報に関する流通状況等について」 

 

参考資料５ 
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通報フォームへの主張の記入及び証拠添付の可否 

 

出典：本ワーキンググループ（第１回）資料３「インターネット上の違

法・有害情報に関する流通状況等について」 

違反申告・報告への対応結果に関する理由通知の有無及び理由の納得

度 

 

出典：本ワーキンググループ（第１回）資料３「インターネット上の違

法・有害情報に関する流通状況等について」 
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また、アンケート調査結果においては、違反申告・報告時の受領連

絡及び対応の有無に関し、違反申告や報告を行った際に、受領連絡

があったと回答したのは、33.9％だった。また、違反申告や報告を行っ

た際に、サービス提供事業者により投稿の削除等の対応をされたことが

あると回答したのは、26.2％だった。 

違反申告・報告時の受領連絡及び対応の有無 

 

出典：本ワーキンググループ（第１回）資料３「インターネット上の違

法・有害情報に関する流通状況等について」 
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プラットフォーム事業者等による対応のモニタリング結果 

プラットフォームサービスに関する研究会（以下「本研究会」という。）では、
2020 年９月に総務省が公表した、「インターネット上の誹謗中傷への対応
に関する政策パッケージ」に基づき、プラットフォーム事業者による誹謗中傷を
含めた違法・有害情報対策の取組に関する透明性やアカウンタビリティの確
保方策の取組状況について、自主的な取組の報告を求めること等によりモニ
タリングを実施し、2021年 9 月に「中間とりまとめ」、2022年 8 月に「第 2
次とりまとめ」として公表した。 

1. モニタリングの概要 

主要なプラットフォーム事業者（ヤフー株式会社、Google LLC、LINE
株式会社、Meta Platforms, Inc.、Twitter, Inc.）に対して、誹謗中傷
等への対策状況について、ヒアリングシートに基づく任意での回答を求め、モニ
タリングを行った。第 2 次とりまとめに向けたモニタリングにおける主な論点は次
のとおり。 

項目１ サービス概要とポリシー 

誹謗中傷等に関する利用規約・ポリシーについて、適切に設定されてい
るか。 

項目２ 削除申告等の受付・審査のプロセス 

誹謗中傷等に適切に対応するための態勢は適切か。特に、日本国内
における態勢が適切か。ポリシーに違反し得る投稿等について適切にユー
ザ申告の受付又は事業者による検知が行われているか。申告受付又は
検知された投稿について、適切に審査されているか。審査結果等に関する
発信者や申立者に対する異議申立ての受付態勢が適切か。 

項目３ 削除等の対応の実施状況及び機能上の工夫 

参考資料６ 
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利用規約・ポリシー等について、適切にポリシー等に基づいて削除等の
対応がなされているか。 

項目４ 発信者情報開示請求への対応 

発信者情報開示請求について、適切に対応されているか。 

項目５ 情報分析・公開 

透明性レポートや取組の効果分析は適切に公開されているか。特に、
日本国内において公開されているか。 

項目６ その他の取組 

上記の各項目に係るプラットフォーム事業者による誹謗中傷対策に関
する透明性・アカウンタビリティについて、次の観点から検証を行った。 

・ 利用者が安心・信頼してサービスを利用できるよう、透明性・アカウンタ
ビリティ確保が十分に図られているか 

・ 定量的な数値等を用いて、客観的に透明性・アカウンタビリティの確保
が十分に図られているか 

・ グローバルな取組だけでなく、我が国における透明性・アカウンタビリティの
確保が十分に図られているか 

・ 中間とりまとめに向けて実施した 2021 年２月 25 日時点のヒアリング
（以下、「前回ヒアリング」という。）と比較して、事業者による透明性・
アカウンタビリティ確保のための取組に進展はみられるか 
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プラットフォーム事業者等による対応のモニタリング 

 

出典︓「プラットフォームサービスに関する研究会第二次とりまとめ」より抜粋 

プラットフォーム事業者に対するヒアリングの質問項目 

 

43



 

出典︓本研究会第 37回会合 資料１ 『プラットフォームサービスに係る違
法・有害情報（誹謗中傷、偽情報）への対策に関する主な論点
（案）』より抜粋 

2022 年には、ヒアリングシートに基づき、本研究会において次のとおりプラ
ットフォーム事業者に対してモニタリングを行い、事業者団体（一般社団法
人セーファーインターネット協会、一般社団法人ソーシャルメディア利用環境
整備機構）からも取組状況についてヒアリングを実施した。 

・2022 年２月 21 日 本研究会（第 32 回） 
対象事業者団体︓SIA、SMAJ 

・2022 年３月７日 本研究会（第 33 回） 
対象事業者︓ヤフー、Google、LINE、Meta、Twitter 

プラットフォーム事業者に対するヒアリングに対する回答（一部抜粋） 

 

出典︓本研究会第 37回会合 資料１ 「プラットフォームサービスに係る違
法・有害情報（誹謗中傷、偽情報）への対策に関する主な論点
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（案）」より抜粋 

2. モニタリング結果 

プラットフォーム事業者の誹謗中傷への対応に関する透明性・アカウンタビ
リティ確保状況は、前回ヒアリングの状況から一部進展がみられるものの、一
部項目において、依然、透明性・アカウンタビリティの確保が十分とは言えな
い状況であった。 

ヤフー及び LINE は、我が国における誹謗中傷への対応について、具体
的な取組や定量的な数値を公表しており、透明性・アカウンタビリティ確保に
向けた施策が進められている。特に、ヤフーでは透明性レポートが新たに公表
された。 

Google は、我が国における定量的な削除件数等が一部新たに示され
ており、透明性・アカウンタビリティ確保に向けた施策に進展が見られた。 

また、Meta は、我が国における定量的な削除件数等が事後的に一部
示され、透明性・アカウンタビリティ確保に向けた施策に一定の進展が見られ
た。Twitter は、我が国における定量的な削除件数等を事後的にポリシー
別に詳細に示し、透明性・アカウンタビリティ確保に向けた施策に進展が見ら
れた。 

一方で、我が国における誹謗中傷等の投稿の削除やアカウント停止など
の対応について、具体的には、我が国における誹謗中傷対策に十分なリソー
スが投入されているかという点や削除要請等に対する審査のプロセス、発信
者情報開示請求に関する対応状況、サービス上の取組に関する効果分析、
透明性レポートの公表状況等について、Google、Meta、Twitter による
透明性・アカウンタビリティの確保状況には、事業者ごとの状況には差異があ
るものの、不十分な点があり、誹謗中傷等違法・有害情報への対応のため
に、我が国において十分なリソースが投入され、文化的、社会的、政治的背
景を踏まえた措置が行われているか、十分に明らかではなかった。 
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その他、各社の回答において、回答対象とするサービスや回答に用いる指
標、期間等には、差異が見られた。 

プラットフォーム事業者等による対応のモニタリング結果（誹謗中傷への対
応に関する透明性・アカウンタビリティ確保状況に対する評価の概要） 

 

出典︓「プラットフォームサービスに関する研究会第二次とりまとめ」より抜粋 
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プラットフォーム事業者が果たすべき積極的な役割 
（監視、削除請求権、削除要請等）及びその他 

に関するアンケート調査及び関係者からのヒアリング結果等の概要 

１．個別の違法・有害情報に関する行政庁からの削除要請 

法務省が相談等を通じて調査救済手続を開始したインターネット上の
人権侵害情報に関する人権侵犯事件は、引き続き高水準で推移して
いる。法務省は、インターネット上の人権侵害情報について、法務省の人
権擁護機関による削除要請件数と削除対応率のサイト別の数値を公
表しており、2020 年１月～2022 年 12 月の期間内に、人権侵犯事
件として処理されたのは 5,105 件であり、そのうち、法務局において、当
該情報の違法性を判断した上で、実際に削除要請を実施した件数の合
計は 1,376 件、削除対応率は 69.26%であった。さらに、投稿の類型
別（私事性的画像情報、プライバシー侵害、名誉毀損、識別情報の摘
示）の削除要請件数及び削除対応率についても公表した。 

警察庁が運営を委託しているインターネットホットラインセンター（以下
「IHC」という。）においては、令和３年度における違法情報の削除要請
が 2,206 件であった。また、削除要請が行われたうち、削除件数は
1,846件、削除率は 83.7％となっている。  

参考資料７ 
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法務省の人権擁護機関による削除要請と削除対応率 

 

 
出典︓本ワーキンググループ（第７回）資料１「インターネット上の人権

侵犯事件の処理について」 
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インターネットホットラインセンターにおける違法情報の削除要請 

 

 
出典︓本ワーキンググループ（第１回）資料３「インターネット上の違

法・有害情報に関する流通状況等について」 
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２．違法情報の流通の監視 

繰り返し不適切な投稿を行うアカウントに関し、特定の者から繰り返し
多数の誹謗中傷を受けて傷つく方が多いという声（音事協、音制連、J
リーグ）や過去に違反と認定された同一の投稿の場合には投稿の時点
で制限するべきという声（音制連）、アンケート調査結果において、「特
定の人物に粘着する目的のアカウント」による誹謗中傷等が行われている
ことを半数近い（47.5％）ユーザが数回に 1 回以上目撃していた。ま
た、違法・有害情報に関する投稿を「されたことがある」という人のうち、3
割以上の人は「特定の人が繰り返し不適切な投稿をしてきた」と回答して
いる。 

繰り返し不適切な投稿を行うアカウント 

 
出典︓本ワーキンググループ（第１回）資料３「インターネット上の違

法・有害情報に関する流通状況等について」 

３．権利侵害情報に係る送信防止措置請求権の明文化 

アンケート調査結果において、違反申告や報告に対して、サービス提
供事業者に対応されたことがあると回答したのは 26.2％だった。また、判
例上、人格権に基づく削除請求が認められているものの、アンケート調査
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によると、削除請求権があることを知っていた人は 3 割程度（33.7％）
であった。 

違反申告・報告時のサービス提供事業者の対応の有無 

 

削除請求権の認知度 

 
出典︓本ワーキンググループ（第１回）資料３「インターネット上の違

法・有害情報に関する流通状況等について」 
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４．権利侵害性の有無の判断の困難性の支援 

一般社団法人セーファーインターネット協会（以下「SIA」という。）が
運営する誹謗中傷ホットラインについては、2022年１月１日から 12月
31 日までの受領件数が 2,152 件（1,382 名）であった。また、各社
の利用規約に基づいた削除等の対応を促す通知を行った 861URL のう
ち、削除が行われたのは 573URL、削除率は 67%であった。なお、SNS
における削除率は 60％未満であった。 

民間団体による削除要請 
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出典︓本ワーキンググループ（第３回）資料５「誹謗中傷対策（一般
社団法人セーファーインターネット協会）」 

５．その他炎上事案への対応

アンケート調査結果によると、2割以上の人が数日に 1回以上の頻
度で、特定の人物を誹謗中傷するような投稿が複数回繰り返されてい
る状況（いわゆる炎上事案）を目撃している。 

炎上事案の目撃状況 

出典︓本ワーキンググループ（第１回）資料３「インターネット上の違
法・有害情報に関する流通状況等について」 
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N
o.

検
討
ア
ジ
ェン
ダ

第
２
回
及
び
第
３
回
W
G
で
の
ご
発
表
者
に
よ
る
ご
意
見

構
成
員
か
ら
の
ご
意
見

1
１

．
プ

ラッ
トフ

ォー
ム

事
業

者
の

責
務

プ
ラッ

トフ
ォー

ム
サ

ー
ビス

は
、匿

名
で

気
軽

に
書

き
込

み
を

行
うこ

とが
で

き
る

仕
組

み
や

、誰
も

が
容

易
に

情
報

を
拡

散
し得

る
仕

組
み

を
有

して
お

り、
情

報
の

閲
覧

者
が

多
くな

る
ほ

どよ
り多

くの
関

心
を

集
め

る
機

能
を

通
じて

、関
心

を
得

る
こと

を
目

的
とし

た
刺

激
的

な
情

報
の

発
信

を
誘

引
す

る
仕

組
み

な
どを

備
え

て
お

り、
こう

した
仕

組
み

を
背

景
に

、ひ
とた

び
被

害
を

生
じさ

せ
る

情
報

の
送

信
や

拡
散

が
行

わ
れ

た
場

合
に

は
、被

害
が

即
時

か
つ

際
限

な
く拡

大
し、

甚
大

に
な

りや
す

く、
プ

ラッ
トフ

ォー
ム

サ
ー

ビス
が

イン
ター

ネ
ット

上
の

違
法

・有
害

情
報

の
流

通
の

主
要

な
舞

台
の

一
つ

とな
って

い
る

と考
え

られ
る

が
、ど

うか
。

・掲
示

板
や

ま
とめ

サ
イト

等
に

も
同

様
の

課
題

が
あ

る
た

め
、プ

ラッ
トフ

ォー
ム

サ
ー

ビス
に

限
定

せ
ず

に
検

討
して

い
た

だ
き

た
い

（
UU

UM
)

・既
に

指
摘

が
あ

った
よ

うに
、「

プ
ラッ

トフ
ォー

ム
サ

ー
ビス

」を
検

討
の

中
心

に
据

え
な

が
らも

、そ
れ

以
外

の
掲

示
板

や
ま

とめ
サ

イト
等

に
関

して
も

、
念

頭
に

置
く責

務
の

度
合

い
や

ハ
ー

ドロ
ー

・ソ
フト

ロー
の

区
分

を
考

慮
しつ

つ
、検

討
の

視
野

に
入

れ
る

こと
が

望
ま

しい
の

で
は

な
い

か
。（

生
貝

構
成

員
）

・実
効

性
を

考
え

る
な

らば
個

々
人

に
よ

る
情

報
発

信
の

中
心

的
場

で
あ

る
プ

ラッ
トフ

ォー
ム

を
中

心
に

検
討

す
る

こと
が

効
果

的
で

あ
る

。（
上

沼
主

査
代

理
）

・ま
とめ

サ
イト

等
で

拡
散

被
害

を
受

け
る

側
面

が
あ

り、
ま

とめ
サ

イト
等

は
も

っぱ
らレ

ン
タル

サ
ー

バ
会

社
を

利
用

して
い

る
。レ

ン
タル

サ
ー

バ
の

利
用

に
お

い
て

は
本

人
確

認
が

厳
格

に
され

な
い

こと
か

ら、
加

害
者

に
辿

り着
け

な
い

例
が

あ
り、

一
定

の
規

制
が

必
要

と考
え

る
。（

清
水

構
成

員
）

2
こう

した
点

に
加

え
、ユ

ー
ザ

が
投

稿
す

る
コン

テ
ン

ツ
を

流
通

させ
る

こと
を

通
じて

収
益

を
上

げ
る

とい
うプ

ラッ
トフ

ォー
ム

事
業

者
の

収
益

構
造

、プ
ラッ

トフ
ォー

ム
事

業
者

が
自

らの
サ

ー
ビス

上
の

違
法

・有
害

情
報

の
流

通
に

最
も

実
効

的
に

関
与

し得
る

点
を

踏
ま

え
れ

ば
、プ

ラッ
トフ

ォー
ム

事
業

者
に

は
、表

現
の

自
由

を
確

保
しつ

つ
、違

法
・有

害
情

報
の

流
通

に
対

応
し、

自
らの

プ
ラッ

トフ
ォー

ム
サ

ー
ビス

上
の

情
報

流
通

の
適

正
化

を
図

る
責

務
が

あ
る

と考
え

られ
る

が
、ど

うか
。

・一
般

論
とし

て
は

プ
ラッ

トフ
ォー

ム
事

業
者

側
に

対
す

る
規

制
強

化
を

希
望

す
る

（
音

制
連

)
・プ

ラッ
トフ

ォー
ム

事
業

者
は

、そ
の

社
会

的
責

任
とし

て
、誹

謗
中

傷
等

に
対

し積
極

的
な

役
割

を
果

た
す

べ
き

で
あ

る
（

LI
N

E)
・削

除
され

る
べ

き
問

題
投

稿
の

多
くが

一
部

の
海

外
事

業
者

の
サ

ー
ビス

に
残

存
して

い
る

事
実

か
らす

る
と、

仮
に

何
か

しら
の

新
制

度
を

設
け

る
と

した
場

合
は

、確
実

に
執

行
ベ

ー
ス

で
当

該
海

外
事

業
者

に
有

効
に

働
く 仕

掛
け

に
す

る
こと

が
必

要
（

SI
A)

・本
W

Gの
親

会
で

これ
ま

で
議

論
され

て
き

た
よ

うに
、も

し、
特

に
海

外
を

拠
点

とし
て

日
本

市
場

で
プ

ラッ
トフ

ォー
ム

サ
ー

ビス
を

提
供

す
る

民
間

事
業

者
が

、日
本

法
の

下
で

の
法

的
義

務
を

果
た

して
い

な
い

とい
う状

況
が

あ
る

とす
れ

ば
、そ

の
事

実
を

確
認

した
上

で
、当

該
義

務
が

果
た

され
る

よ
うに

、法
的

措
置

を
含

む
諸

対
策

に
つ

い
て

、速
や

か
な

検
討

が
求

め
られ

る
。（

山
口

構
成

員
）

・た
だ

、こ
こに

い
う「

情
報

流
通

の
適

正
化

を
図

る
責

務
」に

つ
い

て
、特

に
憲

法
上

の
表

現
の

自
由

との
関

係
で

、情
報

の
内

容
に

か
か

わ
る

場
合

に
は

、何
が

「適
正

」か
は

曖
昧

さが
あ

る
と言

え
る

。（
山

口
構

成
員

）
・そ

こで
、今

後
の

対
策

の
在

り方
とし

て
、法

的
措

置
の

可
能

性
を

検
討

す
る

際
に

は
、そ

の
対

象
・範

囲
を

で
き

る
限

り明
確

化
す

る
必

要
が

あ
る

。
（

山
口

構
成

員
）

・そ
の

対
象

・範
囲

の
明

確
化

に
あ

た
って

は
、本

Ｗ
Ｇ

の
名

称
に

掲
げ

られ
て

い
る

、「
違

法
」情

報
に

関
す

る
責

務
と、

「有
害

」情
報

に
関

す
る

責
務

との
間

に
は

、少
な

か
らぬ

差
異

が
あ

る
こと

に
、注

意
を

要
す

る
。（

山
口

構
成

員
）

・と
りわ

け
、日

本
法

の
下

で
明

らか
に

「違
法

」な
情

報
に

つ
い

て
は

、そ
の

対
策

の
現

状
に

関
す

る
事

実
の

確
認

を
、早

急
に

行
う必

要
が

あ
る

。
（

山
口

構
成

員
）

・そ
の

上
で

、ま
ず

は
、日

本
法

の
下

で
明

らか
に

「違
法

」な
情

報
へ

の
対

策
に

関
して

、こ
こに

い
う「

適
正

化
を

図
る

責
務

」が
何

を
意

味
す

る
か

に
つ

い
て

、以
下

の
２

．
か

ら４
．

ま
で

の
そ

れ
ぞ

れ
の

事
項

ご
とに

、及
び

、こ
れ

らを
全

体
的

に
見

渡
す

視
野

を
も

って
、議

論
を

詰
め

て
お

くこ
とが

求
め

られ
る

。（
山

口
構

成
員

）

3
ま

た
、プ

ラッ
トフ

ォー
ム

事
業

者
が

この
よ

うな
責

務
を

果
た

す
た

め
の

環
境

整
備

とし
て

、以
下

の
２

.か
ら４

.ま
で

に
記

載
され

た
事

項
が

検
討

項
目

とし
て

考
え

られ
る

が
、ど

うか
。

・被
害

者
救

済
の

観
点

、発
信

者
の

表
現

の
自

由
の

観
点

、プ
ラッ

トフ
ォー

ム
事

業
者

の
リソ

ー
ス

、経
済

的
負

担
の

観
点

等
を

踏
ま

え
て

、全
て

の
違

法
・有

害
情

報
とい

うの
を

一
くく

りに
全

て
対

処
、対

応
す

る
とい

うこ
とで

は
な

く、
被

害
が

即
時

に
拡

大
しや

す
か

った
り、

悪
質

な
も

の
に

あ
る

程
度

的
を

絞
って

検
討

した
りす

る
必

要
が

あ
る

（
UU

UM
)

・被
害

者
を

含
む

個
人

とプ
ラッ

トフ
ォー

ム
、海

外
事

業
者

と国
内

事
業

者
な

どの
利

害
が

必
ず

しも
一

致
しな

い
こと

や
、事

業
や

ユ
ー

ザ
ー

体
験

、
サ

ー
ビス

形
態

な
どに

も
求

め
る

こと
に

も
違

うが
あ

る
よ

うに
感

じる
。バ

ラン
ス

の
取

れ
た

ル
ー

ル
整

備
、ル

ー
ル

メイ
キ

ン
グ

を
慎

重
に

進
め

る
必

要
が

あ
る

と感
じま

す
。（

伊
藤

構
成

員
）

5
ま

た
、個

別
の

コン
テ

ン
ツ

モ
デ

レ
ー

シ
ョン

に
関

す
る

手
続

の
適

正
性

を
確

保
す

る
た

め
に

、特
定

の
プ

ラッ
トフ

ォー
ム

事
業

者
に

対
して

、コ
ン

テ
ン

ツ
モ

デ
レ

ー
シ

ョン
に

関
す

る
申

請
窓

口
等

の
透

明
化

や
、コ

ン
テ

ン
ツ

モ
デ

レ
ー

シ
ョン

の
実

施
又

は
不

実
施

の
判

断
に

係
る

理
由

の
説

明
等

の
一

定
の

措
置

を
求

め
る

こと
に

つ
い

て
、ど

う考
え

る
か

。

・窓
口

が
分

か
りに

くい
こと

に
つ

い
て

は
合

理
的

理
由

が
な

い
の

で
明

確
に

す
べ

き
で

あ
る

。一
方

、様
々

な
申

立
が

あ
り得

る
こと

や
抜

け
穴

探
しの

可
能

性
が

あ
る

こと
な

どに
鑑

み
る

と全
て

の
判

断
に

理
由

を
開

示
す

る
必

要
は

な
い

が
、重

大
な

利
害

関
係

が
あ

る
よ

うな
内

容
に

つ
い

て
は

適
正

手
続

き
の

面
か

らも
あ

る
程

度
の

説
明

を
求

め
られ

る
仕

組
み

は
必

要
で

は
な

い
か

と思
う（

事
実

上
意

見
発

表
の

場
が

特
定

の
プ

ラッ
トフ

ォー
ム

に
限

定
され

て
い

る
現

状
に

お
い

て
、ア

カウ
ン

トバ
ン

な
どは

意
見

表
明

の
場

か
らの

閉
め

出
しを

意
味

す
る

こと
に

な
る

）
。（

上
沼

主
査

代
理

）
・申

請
窓

口
の

透
明

化
は

望
ま

れ
る

。コ
ン

テ
ン

ツ
モ

デ
レ

ー
シ

ョン
の

実
施

・不
実

施
の

判
断

理
由

に
つ

い
て

も
、開

示
され

る
こと

が
望

ま
しい

。（
山

根
構

成
員

）

6
さら

に
、違

法
・有

害
情

報
に

対
す

る
効

果
的

か
つ

継
続

的
な

取
組

を
確

保
す

る
観

点
か

ら、
違

法
・有

害
情

報
へ

の
対

応
に

関
す

る
取

組
状

況
の

共
有

等
の

継
続

的
な

実
施

に
つ

い
て

、ど
う考

え
る

か
。ま

た
、こ

うし
た

情
報

に
つ

い
て

、一
般

に
公

表
す

る
こと

と、
２

－
６

に
お

い
て

述
べ

る
よ

うな
取

組
状

況
の

共
有

の
場

に
限

って
報

告
す

る
こと

の
違

い
に

つ
い

て
、ど

う考
え

る
か

。

・政
府

や
一

部
の

関
係

者
だ

け
で

は
な

く、
広

く社
会

に
お

い
て

社
会

イン
フラ

た
る

プ
ラッ

トフ
ォー

ム
の

コン
テ

ン
ツ

モ
デ

レ
ー

シ
ョン

に
つ

い
て

議
論

を
行

う
前

提
とな

る
ファ

クト
で

あ
る

た
め

、例
外

的
に

公
表

が
困

難
な

事
項

を
除

き
、原

則
とし

て
一

般
に

公
表

され
る

こと
が

望
ま

しい
。（

生
貝

構
成

員
）

・上
記

の
とお

りユ
ー

ザ
ー

の
選

択
権

の
確

保
とい

う点
か

らは
継

続
的

な
実

施
は

必
須

で
あ

る
と考

え
る

。（
上

沼
主

査
代

理
）

・継
続

的
な

実
施

を
促

す
た

め
に

も
必

要
な

措
置

と考
え

る
（

清
水

構
成

員
）

7
２

－
１

　透
明

性
・ア

カウ
ン

タビ
リテ

ィの
確

保
が

求
め

られ
る

事
業

者
本

来
、な

る
べ

く多
くの

プ
ラッ

トフ
ォー

ム
事

業
者

に
お

い
て

、透
明

性
・ア

カウ
ン

タビ
リテ

ィの
確

保
が

図
られ

る
こと

が
望

ま
しい

と考
え

られ
る

。一
方

で
、透

明
性

・ア
カウ

ン
タビ

リテ
ィの

確
保

に
は

事
業

者
に

少
な

か
らず

経
済

的
負

担
が

生
じる

こと
や

、ユ
ー

ザ
数

や
投

稿
数

が
多

く、
利

用
す

る
時

間
が

長
い

サ
ー

ビス
に

お
い

て
、違

法
・有

害
情

報
の

流
通

とそ
れ

に
触

れ
る

機
会

が
多

い
と考

え
られ

る
こと

等
の

諸
点

を
踏

ま
え

て
、ま

ず
は

、違
法

・有
害

情
報

の
流

通
の

多
い

大
規

模
な

サ
ー

ビス
か

ら、
サ

ー
ビス

の
特

性
等

を
踏

ま
え

、透
明

性
・ア

カウ
ン

タビ
リテ

ィの
確

保
を

求
め

る
こと

に
つ

い
て

、ど
う

考
え

る
か

。

・単
一

の
サ

ー
ビス

の
規

模
の

み
に

着
目

す
る

と、
リン

クの
貼

付
等

に
よ

り複
数

の
サ

イト
に

拡
散

して
流

通
す

る
ケ

ー
ス

を
とら

え
き

れ
な

い
お

そ
れ

が
あ

る
。ま

た
、比

較
的

小
規

模
な

サ
ー

ビス
で

あ
って

も
、運

営
方

針
や

モ
ニ

タリ
ン

グ
の

程
度

に
よ

って
違

法
・有

害
投

稿
の

出
現

・流
通

リス
クは

高
ま

る
。段

階
的

で
あ

って
も

何
らか

の
規

律
を

設
け

る
方

向
で

検
討

す
べ

き
（

ヤ
フー

)
・単

に
ユ

ー
ザ

ー
数

の
多

寡
に

よ
って

指
定

す
る

の
で

は
な

く、
違

法
・有

害
情

報
の

流
通

が
多

い
サ

ー
ビス

、か
つ

、透
明

性
・ア

カウ
ン

タビ
リテ

ィの
確

保
に

係
る

対
応

が
十

分
に

行
わ

れ
て

い
な

い
プ

ラッ
トフ

ォー
ム

事
業

者
を

ま
ず

は
対

象
とす

べ
き

で
あ

る
（

LI
N

E)
・メ

ッセ
ー

ジ
ン

グ
サ

ー
ビス

に
つ

い
て

は
、通

信
の

秘
密

の
確

保
を

保
障

す
る

た
め

、プ
ラッ

トフ
ォー

ム
事

業
者

は
、原

則
とし

て
ユ

ー
ザ

ー
間

の
や

り取
り

の
内

容
を

確
認

等
す

る
こと

が
で

き
な

い
（

暗
号

化
して

い
る

場
合

も
あ

る
。）

性
質

の
サ

ー
ビス

で
あ

り、
除

外
され

る
べ

き
で

あ
る

（
LI

N
E)

・交
換

され
る

メッ
セ

ー
ジ

数
が

一
定

数
を

超
え

る
と問

題
発

生
が

急
激

に
高

ま
る

とい
う状

況
を

考
慮

す
る

な
らば

実
効

性
の

観
点

か
ら、

ま
ず

は
大

規
模

サ
ー

ビス
に

対
して

取
組

を
求

め
る

べ
き

と考
え

る
。（

上
沼

主
査

代
理

）
・メ

ッセ
ー

ジ
に

つ
い

て
は

通
信

の
秘

密
とい

う観
点

も
あ

る
も

の
の

、プ
ラッ

トフ
ォー

ム
に

付
随

す
る

メッ
セ

ー
ジ

に
お

い
て

多
くの

問
題

が
発

生
して

い
る

と
い

う事
実

に
鑑

み
る

な
らば

、こ
れ

を
全

て
除

外
す

る
とい

う点
に

は
同

意
で

き
な

い
。（

上
沼

主
査

代
理

）
・プ

ラッ
トフ

ォー
ム

の
規

模
に

つ
い

て
、S

N
Sと

い
うの

は
、い

わ
ゆ

る
ネ

ット
ワ

ー
ク・

エ
フェ

クト
が

発
生

しや
す

い
よ

うな
事

業
体

に
な

って
い

て
、全

て
の

サ
ー

ビス
形

態
で

当
て

は
ま

る
とは

言
え

ま
せ

ん
が

、ユ
ー

ザ
数

が
増

え
た

ら、
指

数
関

数
的

に
ユ

ー
ザ

数
、経

済
的

な
利

益
も

増
え

る
とい

う特
性

が
一

定
は

あ
る

と思
い

ま
す

。中
小

の
サ

ー
ビス

全
て

を
同

じ規
制

で
当

て
は

め
る

とい
うの

は
現

実
的

で
は

な
い

と思
って

い
ま

して
、国

の
ス

ター
トア

ップ
政

策
を

鑑
み

て
新

しい
サ

ー
ビス

が
生

ま
れ

づ
らく

な
る

リス
クも

考
慮

し、
規

模
な

どは
慎

重
に

配
慮

され
る

べ
き

か
と思

って
い

ま
す

。た
だ

、特
定

の
事

業
者

を
狙

い
撃

ち
す

る
とい

うこ
とも

不
公

平
感

が
あ

る
こと

思
い

ま
す

の
で

、事
業

者
を

含
め

て
公

平
な

基
準

な
どを

つ
くる

べ
き

と思
い

ま
す

。（
伊

藤
構

成
員

）
・ま

ず
は

大
規

模
な

サ
ー

ビス
か

らス
ター

トす
る

とし
て

も
、全

体
へ

波
及

効
果

を
目

指
して

ほ
しい

。小
規

模
事

業
者

の
不

適
切

対
応

が
見

逃
され

な
い

よ
うに

。（
山

根
構

成
員

）

8
２

－
２

　運
用

方
針

及
び

運
用

結
果

の
公

表
運

用
方

針
及

び
運

用
結

果
を

公
表

す
る

こと
に

つ
い

て
、次

の
項

目
を

検
討

す
る

。
・フ

ォー
マ

ット
が

別
々

だ
った

り、
事

業
者

の
取

組
内

容
が

そ
れ

ぞ
れ

異
な

る
と、

国
や

ユ
ー

ザ
に

とっ
て

も
分

か
りづ

らく
な

る
と思

い
ま

す
の

で
、国

や
第

三
者

機
関

が
ガ

イド
ライ

ン
を

作
成

す
る

な
ども

検
討

して
い

た
だ

き
つ

つ
、事

業
者

へ
の

過
度

な
負

担
に

な
らな

い
とみ

な
され

る
範

囲
で

サ
ー

ビス
形

態
や

ビジ
ネ

ス
モ

デ
ル

も
考

慮
に

入
れ

つ
つ

、一
定

の
基

準
や

必
要

な
事

項
は

最
低

限
そ

ろ
え

た
方

が
好

ま
しい

と考
え

て
い

ま
す

。（
伊

藤
構

成
員

）

・プ
ラッ

トフ
ォー

ム
事

業
者

に
お

け
る

対
応

の
透

明
性

が
必

要
で

あ
る

（
Jリ

ー
グ

)
・透

明
性

・ア
カウ

ン
タビ

リテ
ィの

確
保

とい
う方

向
性

に
は

賛
成

（
ヤ

フー
・G

oo
gl

e)
・い

か
な

る
内

容
が

国
に

よ
る

過
剰

介
入

で
あ

る
の

か
を

明
確

化
した

上
で

、そ
の

防
止

を
担

保
す

る
枠

組
が

必
要

で
あ

る
（

ヤ
フー

)
・有

害
コン

テ
ン

ツ
や

誹
謗

中
傷

の
定

義
が

明
確

で
な

け
れ

ば
、ど

の
よ

うな
デ

ー
タを

開
示

す
れ

ば
い

い
の

か
分

か
らな

い
（

Go
og

le
)

・デ
ー

タの
種

類
に

よ
って

は
収

集
が

難
しい

、あ
る

い
は

そ
の

よ
うな

特
定

の
デ

ー
タを

要
求

して
しま

った
が

た
め

に
、逆

に
事

業
者

が
事

を
急

い
で

、よ
く

考
え

ず
に

削
除

に
走

って
しま

うこ
とも

あ
る

（
Go

og
le

)
・透

明
性

の
詳

細
な

実
現

方
法

は
事

業
者

に
任

され
る

べ
き

で
あ

る
（

Go
og

le
)

・透
明

性
の

確
保

に
際

して
は

、プ
ロセ

ス
で

は
な

く、
表

示
頻

度
の

よ
うな

成
果

に
注

力
を

す
べ

き
で

あ
る

（
M

et
a)

・透
明

性
は

ア
カウ

ン
タビ

リテ
ィの

確
保

の
第

一
歩

で
あ

る
が

、絶
対

善
と捉

え
られ

て
は

な
らな

い
（

M
et

a)
・透

明
性

や
説

明
責

任
を

確
保

す
る

上
で

は
、協

力
して

自
分

た
ち

で
ソ

リュ
ー

シ
ョン

を
見

つ
け

られ
る

とい
うこ

とを
見

つ
け

て
い

くこ
とが

重
要

で
あ

り、
で

き
る

限
り協

力
す

る
（

Tw
itt

er
)

・本
来

、透
明

性
レ

ポ
ー

トと
い

うも
の

は
、ユ

ー
ザ

ー
や

社
会

に
対

して
、自

らの
サ

ー
ビス

で
生

じて
い

る
こと

や
自

らの
施

策
に

つ
い

て
説

明
し、

安
心

して
利

用
して

も
らう

た
め

に
公

開
す

る
も

の
で

あ
る

。不
⾜

して
い

る
指

摘
が

あ
れ

ば
、真

摯
に

受
け

止
め

て
改

善
して

い
くこ

とが
自

然
（

SI
A)

・先
行

して
い

る
企

業
らの

そ
れ

を
参

考
に

して
推

進
す

る
⼯

夫
は

あ
って

も
よ

い
。項

目
に

つ
い

て
は

先
行

事
業

者
の

意
見

を
十

分
に

ヒア
リン

グ
す

る
こ

とが
有

用
（

SI
A)

・業
界

団
体

の
提

供
す

る
枠

組
み

な
どに

よ
りプ

ラッ
トフ

ォー
ム

事
業

者
が

自
主

的
な

取
組

を
実

施
して

い
る

場
合

に
は

、そ
れ

らの
取

組
を

尊
重

して
い

た
だ

き
た

い
（

SM
AJ

)

２
．

透
明

性
・ア

カウ
ン

タビ
リテ

ィの
確

保
方

策
の

在
り方

違
法

・有
害

情
報

に
対

応
す

る
に

あ
た

り、
表

現
の

自
由

を
確

保
しつ

つ
情

報
流

通
の

適
正

化
を

図
る

た
め

に
は

、プ
ラッ

トフ
ォー

ム
事

業
者

に
よ

る
自

主
的

な
取

組
を

促
進

す
る

こと
が

重
要

と考
え

られ
る

が
、ど

うか
。具

体
的

に
は

、特
定

の
要

件
を

満
た

す
プ

ラッ
トフ

ォー
ム

事
業

者
に

対
し、

予
め

コ
ン

テ
ン

ツ
モ

デ
レ

ー
シ

ョン
 に

関
す

る
運

用
方

針
を

策
定

・公
表

す
る

とと
も

に
（

Pl
an

）
、運

用
結

果
を

公
表

し（
D

o）
、運

用
結

果
に

つ
い

て
自

己
評

価
を

実
施

・公
表

し（
Ch

ec
k）

、必
要

に
応

じて
運

用
方

針
を

改
定

す
る

（
Ac

t）
こと

を
求

め
る

こと
に

よ
り、

プ
ラッ

トフ
ォー

ム
事

業
者

に
よ

る
自

主
的

な
改

善
サ

イク
ル

（
PD

CA
サ

イク
ル

）
を

確
立

す
る

こと
に

つ
い

て
、ど

う考
え

る
か

。

・各
プ

ラッ
トフ

ォー
ム

事
業

者
は

自
らの

PF
上

で
流

通
す

る
情

報
等

を
規

約
に

よ
って

あ
る

程
度

コン
トロ

ー
ル

す
る

こと
が

で
き

る
。ユ

ー
ザ

ー
に

よ
る

プ
ラッ

トフ
ォー

ム
選

択
の

観
点

も
考

え
れ

ば
、当

該
事

業
者

の
コン

テ
ン

ツ
に

対
す

る
方

針
（

権
利

侵
害

情
報

、そ
の

他
違

法
情

報
へ

の
対

応
、当

該
事

業
者

が
考

え
る

有
害

情
報

・青
少

年
有

害
情

報
の

内
容

や
そ

の
対

応
な

どを
含

む
）

や
運

営
状

況
を

明
らか

に
す

る
こと

は
必

要
で

あ
る

（
寧

ろ
、

ユ
ー

ザ
ー

に
選

択
の

た
め

の
情

報
を

与
え

な
い

の
で

あ
れ

ば
、ユ

ー
ザ

ー
に

よ
る

選
択

に
つ

い
て

そ
の

責
任

は
問

うこ
とは

で
き

な
くな

る
）

。（
上

沼
主

査
代

理
）

・特
定

の
要

件
を

満
た

す
プ

ラッ
トフ

ォー
ム

事
業

者
は

対
応

す
べ

き
」と

い
う部

分
に

つ
い

て
、特

定
の

要
件

とい
うの

は
慎

重
に

決
め

る
べ

き
と思

って
お

りま
す

。ユ
ー

ザ
ー

数
な

の
か

、誹
謗

中
傷

な
どが

考
え

られ
る

と思
い

ま
す

が
、慎

重
に

決
め

る
べ

き
だ

と考
え

て
お

りま
す

。（
伊

藤
構

成
員

）
・消

費
者

に
とっ

て
わ

か
りや

す
い

運
用

方
針

を
策

定
し、

多
くの

人
の

目
に

映
る

形
で

公
表

す
る

こと
。そ

して
そ

の
方

針
に

基
づ

く取
り組

み
状

況
と、

自
ら改

善
した

点
を

示
す

こと
で

、信
頼

と安
心

を
届

け
る

よ
う努

め
て

ほ
しい

。（
山

根
構

成
員

）

4

検
討
ア
ジ
ェン
ダに
対
す
る
構
成
員
等
か
らの
ご
意
見

参
考
資
料
８
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N
o.

検
討
ア
ジ
ェン
ダ

第
２
回
及
び
第
３
回
W
G
で
の
ご
発
表
者
に
よ
る
ご
意
見

構
成
員
か
ら
の
ご
意
見

9
（

１
）

コン
テ

ン
ツ

モ
デ

レ
ー

シ
ョン

の
運

用
方

針
（

実
施

基
準

、実
施

の
手

続
）

プ
ラッ

トフ
ォー

ム
事

業
者

に
お

け
る

コン
テ

ン
ツ

モ
デ

レ
ー

シ
ョン

の
実

施
の

基
準

とな
る

運
用

方
針

とし
て

、措
置

の
対

象
とな

る
情

報
や

行
為

、取
り得

る
措

置
の

内
容

や
そ

の
適

用
に

あ
た

って
の

判
断

基
準

、措
置

の
実

施
の

た
め

に
経

る
こと

を
要

す
る

手
続

を
公

表
す

る
こと

に
つ

い
て

、ど
う考

え
る

か
。

ま
た

、公
表

す
る

運
用

方
針

は
、日

本
語

で
、明

確
か

つ
分

か
りや

す
い

表
現

を
用

い
る

こと
に

つ
い

て
、ど

う考
え

る
か

。

・公
表

され
る

べ
き

（
音

事
協

)
・ア

カウ
ン

ト停
止

を
求

め
た

場
合

に
措

置
を

す
る

か
しな

い
か

、実
施

基
準

が
不

明
確

（
Jリ

ー
グ

）
・削

除
対

象
に

な
る

事
例

集
の

よ
うな

も
の

が
あ

る
とよ

い
の

で
は

な
い

か
（

Jリ
ー

グ
）

・コ
ン

テ
ン

ツ
モ

デ
レ

ー
シ

ョン
を

実
施

す
る

場
合

の
理

由
の

通
知

を
して

ほ
しい

（
理

由
が

よ
く分

か
らな

い
ま

ま
、ア

カウ
ン

トが
停

止
され

る
ケ

ー
ス

も
あ

る
た

め
）

（
Jリ

ー
グ

）
・判

断
基

準
を

公
表

す
る

こと
とす

る
と、

公
表

情
報

の
悪

用
（

判
断

基
準

の
す

り抜
け

、判
断

基
準

に
定

義
され

て
い

な
い

違
法

・有
害

情
報

に
関

す
る

投
稿

等
）

の
懸

念
が

あ
る

。な
お

、当
社

で
は

、誹
謗

中
傷

に
該

当
す

る
可

能
性

の
あ

る
行

為
や

、誹
謗

中
傷

に
当

た
る

と判
断

した
場

合
の

措
置

等
を

定
め

、ユ
ー

ザ
ー

に
周

知
して

い
る

。（
LI

N
E)

・当
該

事
業

者
が

どの
よ

うな
ポ

リシ
ー

で
自

らの
プ

ラッ
トフ

ォー
ム

を
運

用
して

い
る

の
か

は
上

記
ユ

ー
ザ

ー
の

選
択

とい
う観

点
か

らも
必

要
で

あ
る

し、
ま

た
、か

か
る

プ
ラッ

トフ
ォー

ム
が

意
見

表
明

の
場

に
つ

い
て

の
寡

占
状

況
とな

って
い

る
こと

を
考

え
れ

ば
、異

議
申

立
の

方
法

な
どを

公
表

す
る

こと
も

必
要

と考
え

る
。（

上
沼

主
査

代
理

）
・ほ

とん
どの

事
業

者
に

お
い

て
日

本
語

で
の

運
用

方
針

の
概

要
が

記
載

され
て

は
い

る
が

、極
め

て
概

括
的

で
どの

よ
うに

運
用

され
て

い
る

の
か

の
実

態
が

分
か

らな
い

。他
方

で
、詳

しく
書

き
す

ぎ
る

と、
そ

れ
に

該
当

しな
い

形
で

の
中

傷
等

が
され

る
お

そ
れ

も
あ

る
た

め
、あ

る
程

度
詳

しく
書

き
つ

つ
、

そ
れ

に
とど

ま
る

も
の

で
は

な
い

とい
うこ

とを
明

示
して

い
た

だ
き

た
い

。（
清

水
構

成
員

）
・ア

ル
ゴ

リズ
ム

に
よ

る
自

動
化

が
モ

デ
レ

ー
シ

ョン
に

お
い

て
重

要
な

役
割

を
果

た
して

い
る

こと
を

前
提

に
、モ

デ
レ

ー
シ

ョン
の

手
続

き
上

、ア
ル

ゴ
リズ

ム
が

どの
部

分
に

介
在

して
い

る
か

（
例

え
ば

、ア
ル

ゴ
リズ

ム
に

よ
る

フラ
グ

立
て

が
行

わ
れ

て
い

る
か

。人
間

が
ま

った
く関

与
を

しな
い

手
続

き
が

あ
る

の
か

等
）

を
明

確
に

す
べ

き
で

あ
る

。（
水

谷
構

成
員

）
10

（
２

）
コン

テ
ン

ツ
モ

デ
レ

ー
シ

ョン
の

運
用

結
果

上
記

（
１

）
の

運
用

方
針

に
沿

って
、ど

の
よ

うに
コン

テ
ン

ツ
モ

デ
レ

ー
シ

ョン
が

運
用

され
た

か
を

公
表

す
る

こと
に

つ
い

て
、ど

う考
え

る
か

。例
え

ば
、

削
除

 等
の

コン
テ

ン
ツ

モ
デ

レ
ー

シ
ョン

の
実

施
に

係
る

端
緒

の
件

数
、端

緒
ご

とに
措

置
が

実
施

され
た

又
は

実
施

され
な

か
った

件
数

、根
拠

とな
る

ポ
リシ

ー
や

法
的

根
拠

ご
とに

行
わ

れ
た

措
置

件
数

、苦
情

申
立

て
の

件
数

や
そ

れ
に

対
す

る
対

応
結

果
ご

との
件

数
、措

置
に

要
した

時
間

の
中

央
値

等
を

公
表

す
る

こと
に

つ
い

て
、ど

う考
え

る
か

。ま
た

、こ
れ

らの
数

値
は

、日
本

の
ユ

ー
ザ

に
関

連
す

る
投

稿
等

に
関

す
る

も
の

とす
る

こと
に

つ
い

て
、

どう
考

え
る

か
。

・公
表

され
る

べ
き

（
音

事
協

)
・サ

ー
ビス

の
特

性
や

措
置

の
手

段
に

よ
り数

値
の

持
つ

意
味

が
異

な
る

。ま
た

、事
業

者
の

イン
セ

ン
テ

ィブ
に

意
図

せ
ざ

る
影

響
が

生
じる

お
そ

れ
も

あ
る

。し
た

が
って

、ど
の

デ
ー

タを
用

い
る

か
は

事
業

者
の

自
律

的
な

選
択

に
委

ね
、当

該
選

択
を

含
め

た
説

明
内

容
を

総
合

的
に

評
価

して
い

くべ
き

（
ヤ

フー
)

・違
反

内
容

や
削

除
手

段
（

AI
か

人
的

か
）

に
よ

り措
置

時
間

は
異

な
り、

中
央

値
の

含
意

が
必

ず
しも

明
確

で
な

い
。ま

た
、対

応
の

迅
速

性
に

イン
セ

ン
テ

ィブ
が

偏
り、

熟
慮

の
回

避
・過

剰
削

除
に

つ
な

が
る

お
そ

れ
が

あ
る

（
ヤ

フー
)

・国
際

的
な

比
較

に
基

づ
く評

価
・政

策
議

論
の

基
礎

とな
る

ファ
クト

デ
ー

タと
す

る
た

め
に

も
、E

Uデ
ジ

タル
サ

ー
ビス

法
に

規
定

され
る

透
明

性
レ

ポ
ー

トな
ど、

諸
外

国
の

同
様

の
取

り組
み

とで
き

る
限

り公
表

項
目

を
合

わ
せ

る
こと

が
望

ま
しい

。運
用

結
果

の
数

値
は

日
本

の
ユ

ー
ザ

ー
に

関
す

る
投

稿
等

に
関

す
る

も
の

で
あ

る
こと

が
望

ま
しい

。（
生

貝
構

成
員

）
・公

表
に

伴
う事

業
者

の
負

担
や

そ
れ

に
よ

る
実

効
性

の
観

点
も

あ
る

の
で

、あ
ま

りに
細

か
い

も
の

ま
で

は
不

要
だ

とは
思

うが
、ユ

ー
ザ

ー
の

選
択

の
た

め
に

必
要

な
程

度
の

開
示

は
して

ほ
しい

。特
に

、日
本

の
ユ

ー
ザ

ー
に

つ
い

て
どの

よ
うな

対
応

が
され

て
い

る
か

は
、日

本
の

ユ
ー

ザ
ー

が
自

ら利
用

す
る

プ
ラッ

トフ
ォー

ム
を

どう
選

択
す

る
か

とい
う観

点
か

ら必
要

で
あ

る
（

他
の

地
域

と同
様

に
対

応
が

され
て

い
る

か
、他

の
地

域
よ

り対
応

が
お

ざ
な

り
で

な
い

か
、な

どの
点

は
、ユ

ー
ザ

ー
は

気
に

す
る

と考
え

る
）

。（
上

沼
主

査
代

理
）

11
２
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　プ
ラッ

トフ
ォー

ム
事

業
者

に
よ

る
評

価
、運

用
方

針
の

改
善

プ
ラッ

トフ
ォー

ム
事

業
者

が
、コ

ン
テ

ン
ツ

モ
デ

レ
ー

シ
ョン

の
運

用
に

つ
い

て
、自

ら評
価

を
行

い
そ

の
結

果
を

公
表

す
る

こと
に

つ
い

て
、ど

う考
え

る
か

。
ま

た
、必

要
に

応
じて

、プ
ラッ

トフ
ォー

ム
事

業
者

が
、自

己
評

価
結

果
に

基
づ

い
て

運
用

方
針

を
改

定
す

る
こと

に
つ

い
て

、ど
う考

え
る

か
。そ

の
際

、
自

己
評

価
に

は
、と

も
す

れ
ば

い
わ

ゆ
る

お
手

盛
り評

価
とな

る
可

能
性

が
あ

り、
評

価
の

客
観

性
や

実
効

性
を

高
め

る
⼯

夫
を

行
うこ

とが
考

え
られ

る
が

、具
体

的
に

どの
よ

うな
⼯

夫
が

考
え

られ
る

か
。プ

ラッ
トフ

ォー
ム

事
業

者
に

よ
って

は
、コ

ン
テ

ン
ツ

モ
デ

レ
ー

シ
ョン

の
判

断
の

際
、助

言
・審

査
等

一
定

の
関

与
を

行
う機

関
を

設
け

る
な

ど、
判

断
の

客
観

性
向

上
に

資
す

る
⼯

夫
を

行
って

い
る

とこ
ろ

、こ
うし

た
取

組
状

況
を

公
表

す
る

こと
に

つ
い

て
どう

考
え

る
か

。

ブ
ラッ

クボ
ック

ス
の

中
で

処
理

され
る

の
を

防
ぐた

め
に

、独
立

した
機

関
を

設
け

て
実

効
性

の
あ

る
評

価
を

し、
そ

れ
を

公
表

す
る

べ
き

（
音

事
協

)
・単

な
る

デ
ー

タの
公

表
の

有
無

に
とど

ま
らな

い
評

価
の

在
り方

に
つ

い
て

議
論

が
必

要
で

あ
る

（
ヤ

フー
)

・評
価

に
つ

い
て

は
、マ

クロ
要

因
の

影
響

も
大

き
く、

因
果

関
係

の
解

明
に

は
限

界
が

あ
る

。社
会

的
な

研
究

が
必

要
（

ヤ
フー

)
・評

価
基

準
に

つ
い

て
は

、他
の

プ
ラッ

トフ
ォー

ム
事

業
者

の
数

値
と比

較
可

能
な

も
の

とす
る

こと
が

適
当

で
あ

り、
そ

の
時

々
の

違
法

・有
害

情
報

の
流

行
、シ

ス
テ

ム
の

ユ
ー

ザ
ー

に
よ

る
通

報
等

の
閾

値
の

変
化

、シ
ス

テ
ム

の
検

知
精

度
な

ど、
様

々
な

要
素

が
影

響
す

る
こと

を
踏

ま
え

つ
つ

、実
効

性
の

あ
る

評
価

ス
キ

ー
ム

の
確

立
が

必
要

で
あ

る
（

LI
N

E)
・自

社
の

成
績

を
自

分
た

ち
で

つ
け

る
わ

け
に

は
い

か
ず

、第
三

者
に

評
価

を
して

い
た

だ
か

な
くて

は
な

らな
い

（
M

et
a)

・数
値

だ
け

を
公

表
され

て
も

ユ
ー

ザ
ー

とし
て

は
判

断
が

難
しい

た
め

そ
の

評
価

を
公

表
す

る
こと

に
は

賛
成

で
あ

る
。評

価
方

法
に

つ
い

て
第

三
者

機
関

に
よ

る
評

価
は

客
観

性
や

事
業

者
間

の
比

較
の

容
易

性
な

どの
点

が
期

待
で

き
る

が
、費

用
や

運
営

方
法

な
ど検

討
を

要
す

る
面

も
あ

る
の

で
、

望
ま

しい
とい

うレ
ベ

ル
で

は
な

い
か

と考
え

る
。自

己
評

価
で

あ
って

も
そ

の
よ

うな
評

価
とな

った
理

由
な

どを
公

表
す

る
こと

で
一

定
の

客
観

性
は

保
た

れ
る

と期
待

す
る

。（
上

沼
主

査
代

理
）

・い
ず

れ
に

して
も

「自
分

た
ち

は
しっ

か
りや

って
い

る
」と

い
う方

向
で

の
公

表
に

しか
な

らな
い

と思
わ

れ
る

が
、自

主
的

に
公

表
させ

、検
証

を
受

け
る

可
能

性
が

あ
る

こと
を

意
識

させ
る

こと
自

体
を

否
定

す
る

理
由

は
な

い
と考

え
る

。（
清

水
構

成
員

）
・外

部
者

に
よ

る
評

価
が

な
され

る
ほ

うが
望

ま
しい

と思
い

ま
す

の
で

、有
識

者
な

どの
外

部
者

に
よ

る
評

価
委

員
会

の
よ

うな
も

の
を

設
置

して
い

る
の

で
あ

れ
ば

そ
の

旨
を

公
表

す
る

な
どす

る
こと

が
考

え
られ

る
と思

い
ま

す
。（

藤
原

構
成

員
）

・判
断

の
際

、並
び

に
自

ら評
価

を
す

る
際

に
、第

三
者

の
助

言
・審

査
等

の
関

与
を

受
け

る
こと

は
望

ま
しい

と考
え

る
。（

山
根

構
成

員
）

12
この

ほ
か

、自
己

評
価

の
前

提
条

件
の

把
握

の
た

め
に

、プ
ラッ

トフ
ォー

ム
事

業
者

が
、自

らの
サ

ー
ビス

上
に

流
通

して
い

る
違

法
・有

害
情

報
とそ

れ
に

よ
って

生
じて

い
る

被
害

の
実

態
に

つ
い

て
も

、把
握

・公
表

す
る

こと
に

つ
い

て
、ど

う考
え

る
か

。
・自

らの
事

業
に

つ
い

て
の

実
態

の
把

握
は

、必
要

な
も

の
で

は
な

い
か

？
（

上
沼

主
査

代
理

）
・把

握
・公

表
を

す
る

こと
が

で
き

る
の

で
あ

れ
ば

、是
非

して
い

た
だ

き
た

い
が

、実
際

上
どこ

ま
で

の
こと

が
把

握
で

き
る

の
か

に
は

疑
義

が
あ

る
。暗

数
が

あ
り得

る
も

の
に

つ
い

て
、公

表
され

た
数

字
の

み
が

一
人

歩
き

す
る

リス
クは

な
い

か
。（

清
水

構
成

員
）

・自
社

プ
ラッ

トフ
ォー

ム
上

で
生

じて
い

る
違

法
情

報
の

流
通

に
よ

る
被

害
状

況
の

把
握

に
加

え
て

、偽
情

報
や

ヘ
イト

ス
ピ

ー
チ

、選
挙

に
対

す
る

介
入

⼯
作

な
どの

有
害

情
報

に
関

して
は

、そ
れ

らが
どの

程
度

の
リス

クを
生

じさ
せ

て
い

る
の

か
を

把
握

す
る

必
要

が
あ

る
。そ

の
際

、特
に

重
要

で
あ

る
と思

わ
れ

る
の

は
、自

社
プ

ラッ
トフ

ォー
ム

の
UI

／
UX

を
は

じめ
とし

た
ア

ー
キ

テ
クチ

ャ、
パ

ー
ソ

ナ
ライ

ズ
・フ

ィル
ター

を
は

じめ
とし

た
ア

ル
ゴ

リズ
ム

が
上

記
の

被
害

状
況

や
リス

クに
どの

程
度

、関
与

して
い

る
の

か
に

つ
い

て
、外

部
の

研
究

者
も

参
加

して
研

究
・把

握
す

る
こと

に
努

め
、結

果
を

公
表

す
る

こと
を

検
討

す
べ

き
で

あ
る

。（
水

谷
構

成
員

）

13
２

－
４

　そ
の

他
透

明
性

・ア
カウ

ン
タビ

リテ
ィの

確
保

が
求

め
られ

る
事

項
（

運
用

体
制

等
）

コン
テ

ン
ツ

モ
デ

レ
ー

シ
ョン

に
従

事
す

る
人

員
の

数
や

監
督

者
の

有
無

な
ど、

実
施

に
係

る
人

的
体

制
の

整
備

や
育

成
状

況
に

つ
い

て
、プ

ラッ
トフ

ォー
ム

事
業

者
に

公
表

を
求

め
る

こと
に

つ
い

て
、ど

う考
え

る
か

。ま
た

、こ
れ

らの
整

備
状

況
は

、日
本

の
ユ

ー
ザ

に
関

連
す

る
投

稿
等

に
関

す
る

も
の

とす
る

こと
に

つ
い

て
、ど

う考
え

る
か

。

・事
業

とし
て

の
裁

量
に

関
わ

る
部

分
ま

で
は

公
表

は
不

要
と思

う。
（

上
沼

主
査

代
理

）
・か

か
る

情
報

の
公

表
が

され
る

こと
に

よ
り、

日
本

に
お

け
る

コン
テ

ン
ツ

モ
デ

レ
ー

シ
ョン

が
どの

くら
い

き
ち

ん
と行

わ
れ

て
い

る
か

を
検

討
す

る
こと

が
で

き
る

た
め

、公
表

す
る

べ
き

。（
清

水
構

成
員

）
・こ

れ
らに

つ
い

て
は

、特
に

日
本

の
ユ

ー
ザ

に
関

連
して

対
応

して
い

る
仕

組
み

（
ロー

カラ
イゼ

ー
シ

ョン
）

を
公

表
す

べ
き

で
あ

る
。例

え
ば

、人
間

の
モ

デ
レ

ー
ター

全
体

の
うち

、日
本

の
ユ

ー
ザ

ー
対

応
を

して
い

る
人

員
が

どれ
くら

い
の

規
模

な
の

か
とい

った
点

で
あ

る
。（

水
谷

構
成

員
）

・運
用

体
制

の
公

表
は

（
項

目
等

は
別

途
議

論
す

る
とし

て
）

、体
制

整
備

の
充

実
や

向
上

に
資

す
る

と思
わ

れ
る

の
で

望
ま

しい
の

で
は

な
い

か
。

（
山

根
構

成
員

）

14
ま

た
、プ

ラッ
トフ

ォー
ム

事
業

に
よ

って
は

、A
I等

に
よ

る
自

動
処

理
とい

った
、コ

ン
テ

ン
ツ

モ
デ

レ
ー

シ
ョン

の
迅

速
化

に
資

す
る

⼯
夫

を
行

って
い

る
とこ

ろ
、こ

うし
た

取
組

状
況

を
公

表
す

る
こと

に
つ

い
て

どう
考

え
る

か
。

・グ
ッド

プ
ラク

テ
ィス

の
共

有
とし

て
は

望
ま

しい
（

コン
テ

ン
ツ

モ
デ

レ
ー

シ
ョン

の
効

果
的

な
対

応
は

、非
競

争
領

域
で

い
い

の
で

は
な

な
い

か
と思

うの
で

）
。（

上
沼

主
査

代
理

）
・公

表
す

る
こと

は
構

わ
な

い
と考

え
る

が
、義

務
づ

け
る

必
要

は
な

い
と考

え
る

。（
清

水
構

成
員

）
・自

動
化

に
伴

うエ
ラー

に
よ

り大
規

模
な

事
故

（
例

え
ば

、明
らか

に
通

常
時

と比
べ

て
大

量
に

削
除

や
ア

カウ
ン

ト停
止

が
発

生
す

る
とい

った
状

況
な

ど）
が

発
生

した
場

合
、そ

の
原

因
に

対
す

る
ア

カウ
ン

タビ
リテ

ィは
確

保
され

る
べ

き
で

あ
る

。も
っと

も
この

場
合

、個
別

の
ユ

ー
ザ

ー
に

対
す

る
ア

カ
ウ

ン
タビ

リテ
ィを

確
保

す
べ

き
とい

うよ
りも

、よ
り広

く、
利

用
者

全
体

・社
会

全
体

に
対

す
る

ア
カウ

ン
タビ

リテ
ィを

確
保

す
べ

き
で

あ
る

。（
水

谷
構

成
員

）

15
さら

に
、プ

ラッ
トフ

ォー
ム

事
業

者
は

、例
え

ば
投

稿
時

に
再

考
・再

検
討

を
促

す
機

能
とい

った
、ア

ー
キ

テ
クチ

ャ上
の

⼯
夫

に
よ

る
違

法
・有

害
情

報
の

被
害

低
減

に
取

り組
ん

で
い

る
とこ

ろ
、そ

うし
た

取
組

状
況

に
つ

い
て

公
表

す
る

こと
に

つ
い

て
、ど

う考
え

る
か

。
・グ

ッド
プ

ラク
テ

ィス
の

共
有

とし
て

は
望

ま
しい

（
コン

テ
ン

ツ
モ

デ
レ

ー
シ

ョン
の

効
果

的
な

対
応

は
、非

競
争

領
域

で
い

い
の

で
は

な
な

い
か

と思
うの

で
）

。（
上

沼
主

査
代

理
）

・そ
れ

に
よ

って
投

稿
が

どの
くら

い
思

い
とど

ま
られ

る
の

か
とい

った
情

報
が

あ
る

の
で

あ
れ

ば
、効

果
検

証
の

た
め

に
も

公
表

して
い

た
だ

き
た

い
。（

清
水

構
成

員
）

・単
に

、現
在

実
装

して
い

る
ア

ー
キ

テ
クチ

ャの
公

表
の

み
な

らず
、そ

れ
らが

どの
程

度
、有

効
に

機
能

して
い

る
の

か
（

違
法

・有
害

情
報

の
投

稿
な

どが
有

意
に

減
少

して
い

る
か

等
）

、逆
に

新
た

な
リス

クは
生

じて
い

な
い

か
（

表
現

活
動

に
対

す
る

萎
縮

が
生

じて
い

な
い

か
等

）
とい

った
実

効
的

な
内

容
に

よ
りア

カウ
ン

タビ
リテ

ィが
満

た
され

る
こと

を
目

指
す

べ
き

で
あ

る
。（

水
谷

構
成

員
）

16
そ

の
他

、プ
ラッ

トフ
ォー

ム
事

業
者

に
、透

明
性

・ア
カウ

ン
タビ

リテ
ィの

確
保

が
求

め
られ

る
事

項
は

あ
る

か
。

・特
定

コン
テ

ン
ツ

の
削

除
や

可
視

性
の

低
下

に
主

眼
を

置
く「

モ
デ

レ
ー

シ
ョン

」に
加

え
、そ

れ
と表

裏
一

体
で

あ
る

特
定

コン
テ

ン
ツ

の
可

視
性

を
上

昇
させ

る
「レ

コメ
ン

デ
ー

シ
ョン

」や
行

動
ター

ゲ
テ

ィン
グ

広
告

等
に

関
して

も
、検

討
の

視
野

に
入

れ
る

こと
が

望
ま

しい
。（

生
貝

構
成

員
）

55



N
o.

検
討
ア
ジ
ェン
ダ

第
２
回
及
び
第
３
回
W
G
で
の
ご
発
表
者
に
よ
る
ご
意
見

構
成
員
か
ら
の
ご
意
見

17
２

－
５

　手
続

の
適

正
性

確
保

の
た

め
に

透
明

性
・ア

カウ
ン

タビ
リテ

ィの
確

保
が

求
め

られ
る

事
項

・ユ
ー

ザ
ー

か
らの

削
除

要
求

の
数

は
非

常
に

膨
大

で
あ

り、
不

完
全

な
請

求
内

容
や

、お
互

い
に

矛
盾

した
りす

る
リク

エ
ス

トも
存

在
す

る
（

Go
og

le
)

19
ま

た
、プ

ラッ
トフ

ォー
ム

事
業

者
が

措
置

を
実

施
す

る
か

否
か

の
判

断
に

必
要

な
期

間
を

あ
らか

じめ
明

らか
に

す
る

こと
に

つ
い

て
、ど

う考
え

る
か

。
・標

準
処

理
期

間
の

明
示

が
行

わ
れ

る
必

要
が

あ
る

。コ
ン

テ
ン

ツ
モ

デ
レ

ー
シ

ョン
が

実
施

され
な

か
った

とき
に

次
の

手
が

打
ち

や
す

くな
る

（
UU

UM
)

・「
被

害
者

」の
側

か
らす

る
と一

刻
も

早
くと

い
う気

持
ち

に
は

な
って

しま
うの

で
、「

放
置

され
て

い
る

わ
け

で
は

な
い

」と
い

う安
心

感
の

た
め

に
も

、目
安

等
は

あ
った

方
が

お
互

い
の

た
め

で
は

な
い

か
、と

は
思

う。
（

上
沼

主
査

代
理

）
・最

終
的

な
判

断
ま

で
の

期
間

は
ケ

ー
ス

バ
イケ

ー
ス

と思
わ

れ
る

が
、少

な
くと

も
審

査
開

始
ま

で
の

時
間

くら
い

は
明

示
して

い
た

だ
き

た
い

。（
清

水
構

成
員

）

20
（

２
）

個
別

の
コン

テ
ン

ツ
モ

デ
レ

ー
シ

ョン
の

実
施

又
は

不
実

施
に

関
す

る
理

由
プ

ラッ
トフ

ォー
ム

事
業

者
が

コン
テ

ン
ツ

モ
デ

レ
ー

シ
ョン

の
申

請
等

に
対

して
措

置
を

実
施

しな
か

った
場

合
に

、申
請

等
を

行
った

者
に

対
して

、措
置

を
実

施
しな

か
った

事
実

及
び

そ
の

理
由

を
説

明
す

る
こと

に
つ

い
て

、ど
う考

え
る

か
。

・プ
ラッ

トフ
ォー

ム
事

業
者

に
は

削
除

に
つ

い
て

不
可

解
な

裁
量

が
あ

る
（

音
制

連
)

・個
々

の
事

案
に

お
け

る
コン

テ
ン

ツ
モ

デ
レ

ー
シ

ョン
の

実
施

や
不

実
施

の
判

断
の

理
由

が
明

らか
で

な
い

と、
申

請
方

法
が

悪
か

った
の

か
、証

拠
が

不
十

分
だ

った
の

か
等

が
分

か
らず

、動
き

づ
らい

の
で

、理
由

は
絶

対
に

明
らか

に
され

る
べ

き
で

あ
る

（
音

事
協

、音
制

連
)

・違
反

申
告

に
は

、①
違

反
投

稿
の

検
知

手
段

、②
被

害
救

済
の

申
出

とい
う２

つ
の

機
能

が
あ

り、
①

に
つ

い
て

は
極

力
間

口
を

広
くす

る
必

要
が

あ
る

が
、申

告
内

容
の

粒
度

は
様

々
で

あ
り、

一
律

の
フィ

ー
ドバ

ック
は

困
難

で
あ

る
。ま

た
、必

ず
しも

す
べ

て
の

申
告

者
が

フィ
ー

ドバ
ック

を
求

め
て

い
る

とは
限

らな
い

（
ヤ

フー
)

・発
信

者
に

対
して

、コ
ン

テ
ン

ツ
モ

デ
レ

ー
シ

ョン
を

実
施

した
事

実
及

び
そ

の
理

由
を

説
明

す
る

こと
に

つ
い

て
は

、サ
ー

ビス
上

の
情

報
流

通
量

が
年

々
増

加
して

い
る

た
め

実
効

的
な

対
応

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
り、

コン
テ

ン
ツ

モ
デ

レ
ー

シ
ョン

の
考

え
方

を
あ

らか
じめ

ガ
イド

ライ
ン

の
形

で
公

表
す

る
対

応
と、

個
別

の
事

案
に

応
じて

理
由

を
説

明
等

す
る

対
応

とを
組

み
合

わ
せ

て
対

応
す

る
こと

が
望

ま
しい

（
LI

N
E)

・理
由

の
通

知
は

（
フィ

ー
ドバ

ック
が

不
要

と明
示

した
申

告
以

外
は

）
適

切
な

申
告

や
プ

ラッ
トフ

ォー
ム

の
判

断
へ

の
異

議
申

し立
て

の
前

提
とな

る
た

め
、行

わ
れ

る
こと

が
望

ま
しい

。（
生

貝
構

成
員

）
・個

別
の

理
由

を
全

て
説

明
す

る
こと

は
事

業
者

に
過

度
の

負
担

で
あ

る
と考

え
る

一
方

、上
記

の
とお

り、
プ

ラッ
トフ

ォー
ム

上
で

の
発

言
の

可
否

は
、

利
用

者
に

重
大

な
影

響
を

与
え

る
点

に
鑑

み
、異

議
申

立
な

どの
手

続
き

を
設

け
、そ

の
中

で
一

定
の

説
明

を
す

る
な

どの
仕

組
み

は
あ

った
方

が
望

ま
しい

の
で

は
な

い
か

と考
え

る
。（

上
沼

主
査

代
理

）
・詳

細
な

理
由

の
表

示
を

す
る

こと
ま

で
は

困
難

とし
て

も
、一

定
の

理
由

明
示

は
再

申
請

の
検

討
時

に
も

必
要

で
あ

り、
対

応
い

た
だ

き
た

い
。

少
な

くと
も

「権
利

侵
害

で
は

な
い

と判
断

に
至

った
」等

の
説

明
で

は
不

十
分

と考
え

る
。（

清
水

構
成

員
）

・申
請

ご
とに

事
情

が
大

き
く異

な
る

こと
、大

量
の

申
請

が
な

され
る

可
能

性
が

あ
る

こと
を

考
慮

す
れ

ば
、個

別
に

理
由

を
伝

え
る

の
は

事
業

者
の

負
担

が
大

き
す

ぎ
て

現
実

的
で

は
な

い
か

も
しれ

ま
せ

ん
。ま

た
、申

請
時

に
判

明
す

る
情

報
の

少
な

さを
考

え
て

も
、有

意
義

な
理

由
の

伝
達

が
で

き
る

可
能

性
は

低
く、

そ
の

意
味

で
は

申
請

者
に

とっ
て

も
意

味
の

あ
る

結
果

に
は

な
らな

い
の

で
は

な
い

か
と危

惧
しま

す
。（

藤
原

構
成

員
）

・申
告

者
が

置
き

去
りに

され
な

い
よ

うな
配

慮
が

必
要

。（
山

根
構

成
員

）

21
プ

ラッ
トフ

ォー
ム

事
業

者
が

コン
テ

ン
ツ

モ
デ

レ
ー

シ
ョン

を
実

施
した

場
合

に
、発

信
者

に
対

して
、コ

ン
テ

ン
ツ

モ
デ

レ
ー

シ
ョン

を
実

施
した

事
実

及
び

そ
の

理
由

を
説

明
す

る
こと

に
つ

い
て

、ど
う考

え
る

か
。と

りわ
け

、ア
カウ

ン
トの

停
止

・凍
結

や
ア

カウ
ン

トの
再

作
成

の
制

限
等

に
つ

い
て

は
、コ

ン
テ

ン
ツ

モ
デ

レ
ー

シ
ョン

の
中

で
も

特
に

将
来

の
投

稿
を

制
限

す
る

点
で

影
響

が
大

き
い

と考
え

られ
る

が
、こ

れ
らの

措
置

の
実

施
に

あ
た

って
発

信
者

に
対

す
る

手
続

的
保

障
に

つ
い

て
、ど

う考
え

る
か

。

・上
記

の
とお

り異
議

申
立

の
手

続
き

は
必

要
と考

え
る

。（
上

沼
主

査
代

理
）

・手
続

保
障

の
観

点
か

ら、
少

な
くと

も
どの

投
稿

が
、ど

の
条

項
等

に
抵

触
した

か
程

度
は

説
明

す
る

必
要

が
あ

る
。な

お
、詳

細
理

由
を

説
明

す
る

こ
とで

、再
度

同
種

の
行

為
を

巧
妙

に
行

うよ
うに

な
る

リス
クも

高
い

こと
に

留
意

す
る

必
要

が
あ

る
。（

清
水

構
成

員
）

・個
々

の
ユ

ー
ザ

ー
に

対
す

る
理

由
告

知
とい

う点
で

は
、も

っと
も

ダメ
ー

ジ
が

大
き

い
ア

カウ
ン

ト停
止

や
再

作
成

制
限

な
どの

場
合

に
、手

続
き

保
障

を
充

実
す

べ
き

で
あ

る
。（

水
谷

構
成

員
）

22
（

３
）

コン
テ

ン
ツ

モ
デ

レ
ー

シ
ョン

に
関

す
る

苦
情

処
理

コン
テ

ン
ツ

モ
デ

レ
ー

シ
ョン

の
申

請
等

が
認

め
られ

な
か

った
被

害
者

等
や

、コ
ン

テ
ン

ツ
モ

デ
レ

ー
シ

ョン
が

行
わ

れ
た

投
稿

の
発

信
者

に
対

して
、苦

情
申

出
の

機
会

を
設

け
る

た
め

、処
理

手
続

や
窓

口
に

つ
い

て
開

示
す

る
とと

も
に

、こ
うし

た
苦

情
へ

の
誠

実
な

対
応

を
プ

ラッ
トフ

ォー
ム

事
業

者
に

求
め

る
こと

に
つ

い
て

、ど
う考

え
る

か
。

・苦
情

処
理

を
適

切
に

行
って

い
た

だ
き

た
い

（
Jリ

ー
グ

)
・間

違
った

対
応

を
す

る
こと

も
あ

り得
る

以
上

、異
議

や
苦

情
申

出
の

窓
口

を
設

け
て

、そ
れ

に
対

応
す

る
こと

は
必

要
（

清
水

構
成

員
）

23
そ

の
他

、個
別

具
体

の
措

置
申

請
や

措
置

に
関

す
る

手
続

の
適

正
性

を
確

保
す

る
観

点
か

ら、
透

明
性

・ア
カウ

ン
タビ

リテ
ィの

確
保

が
必

要
な

事
項

とし
て

、何
が

あ
る

か
。

・コ
ン

テ
ン

ツ
モ

デ
レ

ー
シ

ョン
の

実
態

を
客

観
的

に
評

価
す

る
た

め
、デ

ジ
タル

サ
ー

ビス
法

40
条

の
規

定
を

参
考

に
、政

府
や

研
究

者
に

よ
る

プ
ラッ

ト
フォ

ー
ム

デ
ー

タへ
の

ア
クセ

ス
確

保
の

あ
り方

に
つ

い
て

も
検

討
す

る
余

地
が

あ
る

の
で

は
な

い
か

。（
生

貝
構

成
員

）
24

２
－

６
　取

組
状

況
の

共
有

等
の

継
続

的
な

実
施

プ
ラッ

トフ
ォー

ム
サ

ー
ビス

に
関

す
る

研
究

会
で

は
、こ

れ
ま

で
、個

別
の

プ
ラッ

トフ
ォー

ム
事

業
者

や
個

別
の

サ
ー

ビス
の

み
な

らず
、日

本
の

ユ
ー

ザ
に

関
連

す
る

違
法

・有
害

情
報

の
全

体
の

流
通

状
況

を
俯

瞰
す

る
とと

も
に

、プ
ラッ

トフ
ォー

ム
事

業
者

を
は

じめ
とす

る
各

ス
テ

ー
クホ

ル
ダー

に
お

け
る

取
組

状
況

の
共

有
を

行
って

き
た

とこ
ろ

、こ
うし

た
取

組
に

つ
い

て
、引

き
続

き
、産

官
学

民
が

協
力

して
、継

続
的

に
実

施
す

る
こと

に
つ

い
て

、ど
う

考
え

る
か

。

産
官

学
民

で
の

取
組

状
況

の
共

有
の

継
続

的
な

実
施

に
大

賛
成

で
あ

る
（

音
事

協
)

・違
法

・有
害

情
報

の
被

害
低

減
へ

の
取

組
に

つ
い

て
は

、プ
ラッ

トフ
ォー

ム
事

業
者

間
の

競
争

領
域

で
は

な
く、

協
調

領
域

で
あ

る
。よ

って
、ア

ー
キ

テ
クチ

ャ上
の

⼯
夫

な
どの

取
組

状
況

に
つ

い
て

は
、ベ

ス
トプ

ラク
テ

ィス
とし

て
情

報
共

有
す

る
こと

が
適

当
で

あ
る

（
SM

AJ
)

・継
続

的
な

モ
ニ

タリ
ン

グ
等

は
で

き
た

方
が

よ
い

が
、そ

の
実

施
主

体
を

どう
す

る
か

に
つ

い
て

は
、上

記
運

用
評

価
に

対
す

る
第

三
者

機
関

と同
様

、
資

金
や

運
用

方
法

の
問

題
が

あ
る

と考
え

る
。（

上
沼

主
査

代
理

）
・情

報
共

有
の

場
は

必
要

で
しょ

うが
、現

在
の

研
究

会
や

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
を

永
続

的
な

組
織

に
す

る
の

は
難

しい
と推

測
す

る
た

め
、類

似
の

構
成

員
に

よ
る

組
織

を
（

現
在

の
も

の
とは

別
に

、任
務

を
限

定
して

）
設

置
して

も
良

い
よ

うな
気

が
しま

す
。（

藤
原

構
成

員
）
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３

．
プ

ラッ
トフ

ォー
ム

事
業

者
が

果
た

す
べ

き
積

極
的

な
役

割
プ

ラッ
トフ

ォー
ム

サ
ー

ビス
上

で
は

、ひ
とた

び
被

害
を

生
じさ

せ
る

情
報

の
送

信
や

拡
散

が
行

わ
れ

た
場

合
、被

害
が

即
時

か
つ

際
限

な
く拡

大
し、

甚
大

に
な

りや
す

く、
現

に
、誹

謗
中

傷
等

の
被

害
が

発
生

し続
け

て
い

る
。こ

うし
た

点
を

踏
ま

え
、表

現
の

自
由

を
確

保
しつ

つ
、プ

ラッ
トフ

ォー
ム

事
業

者
の

よ
り積

極
的

な
役

割
を

検
討

す
る

。具
体

的
に

は
、問

題
とな

る
投

稿
の

検
知

、削
除

の
要

請
・請

求
、削

除
の

実
施

とい
った

各
フェ

ー
ズ

に
応

じて
、以

下
の

とお
り検

討
を

行
う。

・世
間

の
耳

目
を

集
め

や
す

い
芸

能
人

に
関

して
根

も
葉

も
な

い
こと

を
言

って
い

る
人

が
大

勢
い

る
。プ

ラッ
トフ

ォー
ム

に
とっ

て
は

広
告

収
入

を
得

る
手

段
で

あ
る

か
ら、

責
任

を
取

り、
プ

ラッ
トフ

ォー
ム

事
業

者
に

は
コン

テ
ン

ツ
モ

デ
レ

ー
シ

ョン
に

関
す

る
透

明
性

や
ア

カウ
ン

タビ
リテ

ィの
確

保
は

当
然

の
こと

とし
て

、被
害

の
防

止
や

回
復

の
た

め
の

積
極

的
な

関
与

も
して

い
た

だ
き

た
い

（
音

事
協

)
・日

本
の

慣
習

や
法

律
を

踏
ま

え
た

コン
テ

ン
ツ

モ
デ

レ
ー

シ
ョン

の
実

施
を

行
って

い
た

だ
き

た
い

（
Jリ

ー
グ

)
・モ

デ
レ

ー
シ

ョン
を

行
うた

め
に

は
、セ

ー
フハ

ー
バ

ー
原

則
（

通
知

が
あ

った
際

に
違

法
な

コン
テ

ン
ツ

を
削

除
して

い
れ

ば
プ

ラッ
トフ

ォー
ム

が
法

的
に

保
護

され
る

とい
うも

の
）

と、
よ

き
サ

マ
リア

人
の

保
護

（
コン

テ
ン

ツ
の

削
除

に
関

して
プ

ラッ
トフ

ォー
ム

が
法

的
に

保
護

され
る

とい
うも

の
）

の
2つ

が
重

要
で

あ
る

（
Go

og
le

、M
et

a)

・事
業

者
に

対
して

質
問

を
差

し上
げ

た
とこ

ろ
で

は
あ

る
が

、日
本

法
に

お
い

て
「よ

き
サ

マ
リア

人
の

保
護

」が
な

され
て

い
な

い
と考

え
る

具
体

的
理

由
が

不
明

で
あ

る
。（

上
沼

主
査

代
理

）
・セ

ー
フハ

ー
バ

ー
原

則
に

して
も

、通
知

が
あ

った
だ

け
で

対
象

の
コン

テ
ン

ツ
を

削
除

して
よ

い
とす

る
か

どう
か

は
、事

業
者

の
利

用
規

約
で

一
定

程
度

対
応

可
能

な
の

で
は

な
い

か
。（

上
沼

主
査

代
理

）
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３

－
１

　投
稿

の
モ

ニ
タリ

ン
グ

の
フェ

ー
ズ

（
１

）
権

利
侵

害
情

報
の

流
通

の
網

羅
的

な
モ

ニ
タリ

ン
グ

プ
ラッ

トフ
ォー

ム
事

業
者

に
対

し権
利

侵
害

情
報

の
流

通
を

網
羅

的
に

モ
ニ

タリ
ン

グ
す

る
こと

を
法

的
に

義
務

づ
け

る
場

合
、検

閲
に

近
い

行
為

を
強

い
る

こと
とな

り、
表

現
の

自
由

や
検

閲
の

禁
止

の
観

点
か

ら問
題

が
生

じう
る

と考
え

られ
、ま

た
、事

業
者

に
よ

って
は

、実
際

に
は

権
利

侵
害

情
報

で
は

な
い

疑
わ

しい
情

報
を

全
て

削
除

す
る

こと
に

つ
な

が
りか

ね
ず

、表
現

の
自

由
に

著
しい

萎
縮

効
果

を
も

た
らす

可
能

性
が

あ
る

こと
に

つ
い

て
、ど

う考
え

る
か

。

・検
閲

は
、権

力
者

が
行

って
き

た
も

の
で

あ
る

が
、プ

ラッ
トフ

ォー
ム

事
業

者
は

権
力

者
に

近
い

。し
た

が
って

、自
主

規
制

の
よ

うな
こと

は
望

む
べ

き
で

な
い

の
か

も
しれ

な
い

が
、A

I等
に

よ
り、

も
う少

し事
前

の
モ

ニ
タリ

ン
グ

は
で

き
る

と思
う（

音
事

協
)

・違
法

も
しく

は
不

適
切

な
文

言
を

AI
技

術
で

自
動

検
出

して
投

稿
前

に
警

告
を

発
す

る
よ

うな
仕

組
み

が
で

き
な

い
か

と考
え

て
い

る
（

Jリ
ー

グ
)

・プ
ラッ

トフ
ォー

ム
事

業
者

側
が

継
続

モ
ニ

タリ
ン

グ
の

対
象

とし
て

い
る

こと
が

、当
該

権
利

侵
害

情
報

を
投

稿
す

る
者

に
伝

わ
った

場
合

、別
の

ア
カウ

ン
トを

作
成

した
り、

手
段

を
変

え
て

投
稿

を
行

うこ
とが

想
定

され
、権

利
侵

害
情

報
の

流
通

の
抑

制
効

果
が

薄
くな

る
も

の
と考

え
られ

る
（

LI
N

E)

・網
羅

的
な

モ
ニ

タリ
ン

グ
を

法
的

に
義

務
付

け
る

こと
は

避
け

る
べ

き
と考

え
る

。同
時

に
、(

1)
「網

羅
的

な
・網

羅
的

で
は

な
い

モ
ニ

タリ
ン

グ
」は

具
体

的
に

どの
よ

うな
も

の
か

、(
2)

プ
ラッ

トフ
ォー

ム
事

業
者

が
「自

主
的

」に
AI

等
を

利
用

した
広

範
な

モ
ニ

タリ
ン

グ
を

行
うこ

とへ
の

政
府

や
各

ス
テ

イク
ホ

ル
ダー

の
関

与
の

あ
り方

に
つ

い
て

は
精

査
す

る
余

地
が

あ
る

と考
え

る
。（

生
貝

構
成

員
）

・一
律

網
羅

的
な

モ
ニ

タリ
ン

グ
を

義
務

づ
け

る
こと

は
、表

現
の

自
由

な
どの

観
点

か
ら賛

成
で

き
な

い
。（

上
沼

主
査

代
理

）
・義

務
の

書
き

方
に

よ
って

国
が

モ
ニ

タリ
ン

グ
の

方
針

を
決

め
る

こと
が

で
き

て
しま

う可
能

性
が

あ
り、

検
閲

に
類

す
る

効
果

が
生

じう
る

こと
を

考
え

る
と、

事
前

の
モ

ニ
タリ

ン
グ

に
よ

る
コン

テ
ン

ツ
モ

デ
レ

ー
シ

ョン
は

法
的

義
務

に
基

づ
くも

の
で

は
な

くあ
くま

で
事

業
者

が
必

要
に

応
じて

任
意

に
行

う行
為

と整
理

す
べ

き
よ

うに
思

い
ま

す
。（

藤
原

構
成

員
）

・所
属

の
芸

能
事

務
所

が
削

除
の

手
続

を
代

行
で

き
る

よ
うな

法
整

備
が

な
され

る
と有

り難
い

（
音

事
協

)
・窓

口
の

自
体

が
誹

謗
中

傷
の

抑
止

力
とな

る
の

で
、窓

口
の

所
在

を
分

か
りや

す
く公

表
して

い
た

だ
き

た
い

（
音

事
協

)
・被

害
者

側
が

適
切

な
申

請
を

行
え

る
環

境
の

整
備

が
必

要
。具

体
的

に
は

、誰
が

見
て

も
わ

か
る

よ
うに

、申
請

窓
口

を
一

箇
所

に
ま

とめ
る

こと
、

及
び

、何
を

選
択

・記
載

す
べ

き
か

、わ
か

りや
す

い
よ

うに
す

る
こと

が
望

ま
しい

（
UU

UM
)

・文
字

数
の

制
限

や
ファ

イル
の

制
限

、形
式

の
制

限
、デ

ー
タ容

量
の

制
限

とい
うよ

うな
様

々
な

制
限

等
が

な
され

て
い

る
ケ

ー
ス

が
あ

り、
必

要
な

事
実

を
十

分
に

説
明

で
き

な
い

こと
が

あ
る

。こ
の

よ
うな

形
式

上
の

課
題

を
解

決
す

べ
き

で
あ

る
（

UU
UM

)
・複

数
の

権
利

侵
害

が
な

され
て

い
る

場
合

に
、複

眼
的

に
判

断
され

る
申

請
窓

口
を

設
け

る
等

、被
害

者
に

寄
り添

った
窓

口
設

計
が

され
る

こと
が

望
ま

しい
（

UU
UM

)
・申

請
等

の
受

付
に

関
す

る
通

知
が

行
わ

れ
る

必
要

が
あ

る
。コ

ン
テ

ン
ツ

モ
デ

レ
ー

シ
ョン

が
実

施
され

な
か

った
とき

に
次

の
手

が
打

ち
や

す
くな

る
（

UU
UM

)
・加

害
者

側
に

被
害

者
の

情
報

が
通

知
され

て
しま

う等
の

恐
怖

感
、危

機
感

が
あ

る
。そ

うい
った

も
の

を
伝

え
て

しま
うこ

とが
あ

れ
ば

、そ
れ

を
だ

しに
した

二
次

的
被

害
を

生
む

恐
れ

も
あ

り、
被

害
者

側
が

申
請

を
行

うこ
とを

委
縮

又
は

断
念

せ
ざ

る
を

得
な

い
とい

うこ
とに

な
らな

い
よ

うな
配

慮
が

必
要

（
UU

UM
)

・オ
ー

プ
ン

か
つ

迅
速

に
対

応
す

る
窓

口
の

設
置

を
義

務
づ

け
て

も
よ

い
の

で
は

な
い

か
（

Jリ
ー

グ
)

・違
法

・有
害

情
報

を
目

撃
した

場
合

の
通

報
と、

権
利

侵
害

に
あ

った
被

害
者

か
らの

削
除

申
請

とい
った

目
的

別
に

、複
数

の
フォ

ー
ム

を
設

け
て

お
くこ

とも
有

効
で

あ
る

（
LI

N
E)

・単
に

申
請

フォ
ー

ム
か

ら申
請

が
行

わ
れ

、そ
れ

に
対

す
る

返
信

を
行

った
こと

を
も

って
、「

プ
ラッ

トフ
ォー

ム
事

業
者

が
当

該
申

請
等

の
受

付
に

関
す

る
通

知
を

行
った

とき
に

は
、申

請
等

に
係

る
情

報
の

流
通

に
つ

い
て

プ
ラッ

トフ
ォー

ム
事

業
者

に
認

識
が

あ
った

も
の

とみ
な

す
こと

」は
、実

務
的

に
困

難
と想

定
され

る
（

LI
N

E)

（
１

）
コン

テ
ン

ツ
モ

デ
レ

ー
シ

ョン
の

措
置

申
請

窓
口

プ
ラッ

トフ
ォー

ム
事

業
者

に
よ

る
適

切
な

対
応

に
つ

な
げ

る
た

め
、被

害
者

等
が

プ
ラッ

トフ
ォー

ム
事

業
者

の
ポ

リシ
ー

に
基

づ
くコ

ン
テ

ン
ツ

モ
デ

レ
ー

シ
ョ

ン
の

申
請

や
法

的
な

削
除

請
求

（
以

下
「コ

ン
テ

ン
ツ

モ
デ

レ
ー

シ
ョン

の
申

請
等

」と
い

う。
）

を
行

うに
あ

た
って

、申
請

や
請

求
の

理
由

を
容

易
か

つ
十

分
に

説
明

で
き

る
よ

う手
続

を
整

備
す

る
こと

に
つ

い
て

、ど
う考

え
る

か
。

例
え

ば
、コ

ン
テ

ン
ツ

モ
デ

レ
ー

シ
ョン

の
申

請
等

の
窓

口
の

所
在

を
分

か
りや

す
く公

表
す

る
こと

に
つ

い
て

、ど
う考

え
る

か
。ま

た
、コ

ン
テ

ン
ツ

モ
デ

レ
ー

シ
ョン

の
申

請
等

を
受

け
た

場
合

に
、プ

ラッ
トフ

ォー
ム

事
業

者
が

当
該

申
請

等
を

行
った

者
に

申
請

等
の

受
付

に
関

す
る

通
知

を
行

うこ
とに

つ
い

て
、ど

う考
え

る
か

。プ
ラッ

トフ
ォー

ム
事

業
者

が
当

該
申

請
等

の
受

付
に

関
す

る
通

知
を

行
った

とき
に

は
、申

請
等

に
係

る
情

報
の

流
通

に
つ

い
て

プ
ラッ

トフ
ォー

ム
事

業
者

に
認

識
が

あ
った

も
の

とみ
な

す
こと

に
つ

い
て

、ど
う考

え
る

か
。

・デ
ジ

タル
サ

ー
ビス

法
16

条
各

項
の

規
定

を
念

頭
に

、申
請

窓
口

に
求

め
られ

る
要

件
を

整
理

す
る

こと
が

望
ま

しい
。（

生
貝

構
成

員
）

・窓
口

を
明

示
し、

か
つ

、請
求

方
法

を
分

か
りや

す
くす

る
こと

は
当

然
に

必
要

と考
え

る
。日

本
語

で
の

申
請

が
で

き
な

か
った

り、
申

請
の

根
拠

が
日

本
法

ベ
ー

ス
に

な
って

い
な

い
な

どは
、日

本
に

お
い

て
事

業
を

展
開

して
い

る
以

上
、適

切
に

対
応

す
る

必
要

が
あ

る
と考

え
る

。な
お

、通
知

に
関

す
る

認
識

に
つ

い
て

は
、申

請
を

受
け

付
け

た
か

否
か

は
本

来
事

業
者

が
明

確
に

す
べ

き
事

項
で

あ
り、

この
よ

うな
「み

な
し」

が
必

要
な

の
で

は
な

い
か

と
い

う意
見

が
な

ぜ
出

て
い

る
か

に
つ

い
て

は
考

え
て

も
らい

た
い

。(
上

沼
主

査
代

理
)

・窓
口

が
分

か
りづ

らい
場

合
は

少
な

か
らず

あ
る

た
め

、す
ぐに

辿
り着

け
る

よ
うな

⼯
夫

を
して

い
た

だ
き

た
い

。申
請

が
本

当
に

届
い

て
い

る
の

か
、審

査
され

て
い

る
の

か
も

不
明

な
こと

が
あ

る
た

め
、受

け
付

け
た

場
合

に
は

そ
の

旨
の

連
絡

は
して

い
た

だ
き

た
い

。（
清

水
構

成
員

）
・窓

口
を

わ
か

りや
す

くす
る

の
は

望
ま

しい
取

り組
み

で
あ

る
と思

い
ま

す
し、

受
け

付
け

た
時

点
で

何
らか

の
反

応
が

あ
る

よ
うに

した
方

が
良

い
と思

い
ま

す
が

、大
量

の
（

場
合

に
よ

って
は

そ
の

多
くは

理
由

が
な

い
）

申
請

が
な

され
る

可
能

性
を

考
え

る
と、

自
動

返
信

等
を

も
って

認
識

が
あ

った
とみ

な
す

の
は

少
し厳

しす
ぎ

る
か

も
しれ

ま
せ

ん
。（

藤
原

構
成

員
）

・わ
か

りや
す

い
申

請
窓

口
の

必
要

性
は

、本
W

Gの
親

会
で

も
度

々
指

摘
され

て
い

る
。(

山
口

構
成

員
)

・例
え

ば
、特

に
未

成
年

者
へ

の
対

応
に

つ
い

て
、各

機
関

の
相

談
窓

口
の

入
り口

とな
る

い
わ

ば
＜

ワ
ン

ス
トッ

プ
の

連
絡

先
＞

が
あ

り、
そ

こか
ら相

談
内

容
に

応
じて

関
係

窓
口

に
円

滑
に

つ
な

が
る

よ
うに

な
れ

ば
望

ま
しい

。各
機

関
の

権
限

等
の

違
い

も
あ

り、
難

しい
点

も
あ

る
とこ

ろ
、利

用
者

の
視

点
か

ら見
れ

ば
ぜ

ひ
ご

検
討

を
お

願
い

した
い

（
本

W
Gの

親
会

、第
32

回
、令

和
4年

2月
21

日
開

催
）

。(
山

口
構

成
員

)

18
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N
o.

検
討
ア
ジ
ェン
ダ

第
２
回
及
び
第
３
回
W
G
で
の
ご
発
表
者
に
よ
る
ご
意
見

構
成
員
か
ら
の
ご
意
見

27
（

２
）

繰
り返

し多
数

の
権

利
侵

害
情

報
を

投
稿

す
る

ア
カウ

ン
トの

モ
ニ

タリ
ン

グ
イン

ター
ネ

ット
上

の
権

利
侵

害
は

、ス
ポ

ット
的

な
投

稿
に

よ
って

な
され

る
ケ

ー
ス

も
多

い
一

方
で

、そ
の

よ
うな

投
稿

を
繰

り返
し行

う者
に

よ
って

な
さ

れ
て

い
る

ケ
ー

ス
も

多
い

との
指

摘
が

あ
る

。権
利

侵
害

情
報

の
流

通
を

網
羅

的
に

モ
ニ

タリ
ン

グ
す

る
こと

を
プ

ラッ
トフ

ォー
ム

事
業

者
に

対
し法

的
に

義
務

づ
け

る
こと

に
は

前
述

した
問

題
が

あ
る

とし
て

も
、繰

り返
し多

数
の

権
利

侵
害

情
報

を
投

稿
す

る
ア

カウ
ン

トに
対

象
を

限
定

した
上

で
これ

を
継

続
的

に
モ

ニ
タリ

ン
グ

す
る

こと
は

、権
利

侵
害

情
報

の
流

通
を

効
果

的
に

抑
制

す
る

上
で

有
効

と考
え

られ
る

か
。そ

の
際

、そ
うし

た
ア

カウ
ン

トに
よ

る
投

稿
に

つ
い

て
は

、プ
ロバ

イダ
責

任
制

限
法

第
３

条
が

定
め

る
責

任
制

限
の

要
件

に
関

して
、プ

ラッ
トフ

ォー
ム

事
業

者
に

情
報

流
通

の
認

識
が

あ
った

とみ
な

す
こと

で
、プ

ラッ
トフ

ォー
ム

事
業

者
自

身
に

よ
る

適
切

な
投

稿
の

削
除

の
促

進
に

資
す

る
と考

え
られ

る
か

。そ
の

一
方

で
、限

定
され

た
ア

カウ
ン

トを
対

象
とす

る
場

合
で

あ
って

も
、プ

ラッ
トフ

ォー
ム

事
業

者
に

対
し個

別
の

権
利

侵
害

情
報

の
流

通
を

モ
ニ

タリ
ン

グ
す

る
こと

を
法

的
に

義
務

づ
け

た
場

合
、表

現
の

自
由

に
萎

縮
効

果
を

も
た

らす
可

能
性

が
あ

る
こと

に
つ

い
て

、対
象

とな
る

発
信

者
の

プ
ライ

バ
シ

ー
へ

の
影

響
も

踏
ま

え
つ

つ
、ど

う考
え

る
か

。さ
らに

、悪
質

な
侵

害
者

は
次

々
に

ア
カウ

ン
トを

作
成

す
る

こと
で

モ
ニ

タリ
ン

グ
を

逃
れ

る
こと

が
可

能
で

あ
り、

ま
た

、モ
ニ

タリ
ン

グ
の

対
象

とす
る

ア
カウ

ン
トの

範
囲

を
法

律
で

明
確

に
規

定
す

る
こと

も
困

難
で

あ
る

こと
を

踏
ま

え
て

、ど
う考

え
る

か
。

・プ
ロバ

イダ
責

任
制

限
法

第
３

条
の

侵
害

情
報

の
認

識
が

あ
った

とみ
な

す
こと

は
、プ

ラッ
トフ

ォー
ム

事
業

者
に

よ
る

適
切

な
違

法
・有

害
情

報
の

削
除

促
進

に
な

る
（

音
事

協
)

・大
量

投
稿

を
繰

り返
す

者
に

つ
い

て
は

、プ
ラッ

トフ
ォー

ム
事

業
者

側
に

お
い

て
も

更
な

る
対

応
が

可
能

と考
え

る
。一

度
権

利
侵

害
が

認
め

られ
た

投
稿

内
容

に
つ

い
て

は
、同

一
の

投
稿

や
類

似
の

投
稿

が
投

稿
の

時
点

で
制

限
され

る
べ

き
で

あ
る

（
音

制
連

)
・通

信
ログ

や
本

人
確

認
ツ

ー
ル

な
どを

用
い

て
ア

カウ
ン

トの
再

作
成

（
モ

ニ
タリ

ン
グ

逃
れ

）
を

防
ぐこ

とが
可

能
で

あ
る

（
音

事
協

)
・ア

カウ
ン

トの
取

得
に

対
して

は
一

定
程

度
の

制
約

を
課

して
い

た
だ

き
た

い
（

音
制

連
)

・違
法

・有
害

情
報

を
継

続
的

に
投

稿
す

る
よ

うな
悪

質
な

発
信

者
に

対
して

は
、被

害
者

が
プ

ラッ
トフ

ォー
ム

事
業

者
に

対
して

直
接

是
正

措
置

を
求

め
る

こと
が

で
き

る
よ

うな
法

律
が

あ
れ

ば
よ

い
（

音
事

協
)

・繰
り返

し権
利

侵
害

を
行

う者
に

対
して

は
、プ

ラッ
トフ

ォー
ム

事
業

者
に

お
い

て
、警

告
を

送
る

か
、本

人
確

認
情

報
を

把
握

して
い

た
だ

き
た

い
（

Jリ
ー

グ
)

・繰
り返

し多
数

の
権

利
侵

害
情

報
を

投
稿

す
る

投
稿

者
で

あ
って

も
、「

ア
カウ

ン
トの

停
止

・凍
結

や
ア

カウ
ン

トの
再

作
成

の
制

限
等

に
つ

い
て

は
、

将
来

の
投

稿
を

制
限

す
る

点
に

お
い

て
そ

の
影

響
が

非
常

に
大

き
く」

、法
令

に
よ

る
義

務
付

け
に

つ
い

て
は

慎
重

な
検

討
を

要
す

る
（

LI
N

E)

・問
題

発
言

を
繰

り返
す

ユ
ー

ザ
ー

を
自

らの
PF

内
に

留
め

る
こと

は
事

業
者

が
リス

クを
負

うこ
とに

も
な

る
の

で
、こ

れ
を

どう
扱

うか
に

つ
い

て
事

業
者

に
判

断
を

委
ね

て
も

あ
る

程
度

合
理

的
な

対
応

が
期

待
され

る
と思

わ
れ

る
（

した
が

って
、法

的
な

義
務

付
け

ま
で

は
不

要
と考

え
る

）
。（

上
沼

主
査

代
理

）
・モ

ニ
タリ

ン
グ

を
義

務
づ

け
る

こと
ま

で
は

、（
検

閲
で

は
な

い
も

の
の

、そ
れ

に
近

い
も

の
で

あ
る

とし
て

）
難

しい
と思

わ
れ

る
。（

清
水

構
成

員
）

・も
っと

も
、繰

り返
し投

稿
す

る
者

は
、個

別
に

見
る

と権
利

侵
害

が
非

常
に

弱
い

も
の

を
繰

り返
し投

稿
して

い
る

ケ
ー

ス
も

多
い

よ
うに

感
じら

れ
、

現
在

の
裁

判
実

務
に

お
い

て
必

ず
しも

法
的

措
置

に
馴

染
ま

な
い

こと
も

多
い

。そ
の

た
め

、た
とえ

ば
、モ

ニ
タリ

ン
グ

を
して

い
る

とい
うこ

と自
体

を
通

知
す

る
、と

い
う方

法
で

発
信

者
へ

の
自

制
を

促
す

こと
も

考
え

られ
る

の
で

は
な

い
か

。（
清

水
構

成
員

）

28
そ

の
他

、繰
り返

し多
数

の
権

利
侵

害
情

報
を

投
稿

す
る

ア
カウ

ン
トへ

の
対

応
とし

て
、ア

カウ
ン

トの
停

止
・凍

結
等

を
行

うこ
とは

、将
来

の
権

利
侵

害
の

抑
止

に
有

効
と考

え
られ

る
か

。こ
の

よ
うな

ケ
ー

ス
で

は
、同

一
人

が
複

数
の

ア
カウ

ン
トを

用
い

て
権

利
侵

害
情

報
の

投
稿

を
行

う場
合

も
考

え
られ

る
こと

か
ら、

繰
り返

し多
数

の
権

利
侵

害
情

報
を

投
稿

す
る

ア
カウ

ン
トの

保
有

者
が

新
た

な
ア

カウ
ン

トを
作

成
す

る
こと

や
別

の
ア

カウ
ン

ト
を

用
い

た
投

稿
を

す
る

こと
を

制
限

す
る

措
置

を
とる

こと
は

有
効

と考
え

られ
る

か
。一

方
で

、ア
カウ

ン
トの

停
止

・凍
結

や
ア

カウ
ン

トの
再

作
成

の
制

限
等

に
つ

い
て

は
、将

来
の

投
稿

を
制

限
す

る
点

に
お

い
て

そ
の

影
響

が
非

常
に

大
き

く、
繰

り返
し多

数
の

権
利

侵
害

情
報

を
投

稿
す

る
ア

カウ
ン

ト
へ

の
対

応
で

あ
って

も
、公

法
上

義
務

付
け

る
こと

に
つ

い
て

は
極

め
て

慎
重

で
あ

る
べ

き
とも

考
え

られ
る

が
、ど

うか
。

・上
記

の
とお

り問
題

発
言

を
繰

り返
す

ユ
ー

ザ
ー

に
対

す
る

対
応

は
事

業
者

自
身

に
判

断
を

委
ね

て
も

、あ
る

程
度

合
理

的
な

対
応

が
期

待
され

る
の

で
は

な
い

か
と思

わ
れ

る
。一

方
、公

法
的

に
これ

を
義

務
づ

け
る

こと
は

表
現

の
自

由
な

どの
観

点
か

ら賛
成

で
き

な
い

。（
上

沼
主

査
代

理
）

・公
法

上
の

義
務

づ
け

は
難

しい
と思

料
す

る
も

の
の

、自
主

的
な

取
り組

み
とし

て
、ヤ

フー
の

ヤ
フコ

メに
お

け
る

取
り組

み
が

参
考

に
な

る
の

で
は

な
い

か
。す

な
わ

ち
、ア

カウ
ン

ト登
録

時
の

電
話

番
号

の
登

録
を

す
る

こと
は

検
討

に
値

す
る

と思
わ

れ
る

。（
清

水
構

成
員

）
・要

件
を

定
め

る
こと

が
困

難
で

す
し、

そ
の

決
め

方
に

よ
って

は
国

が
表

現
者

を
選

別
す

る
よ

うな
効

果
が

生
じう

る
と思

い
ま

す
の

で
、こ

れ
も

あ
くま

で
事

業
者

が
任

意
に

行
う行

為
と整

理
す

べ
き

よ
うに

思
い

ま
す

。（
藤

原
構

成
員

）

30
ま

た
、営

業
権

な
どの

排
他

性
を

有
しな

い
財

産
上

の
権

利
を

侵
害

す
る

投
稿

も
見

受
け

られ
る

との
指

摘
が

あ
り、

こう
した

権
利

を
侵

害
す

る
情

報
に

つ
い

て
、削

除
を

求
め

る
権

利
を

創
設

す
る

こと
は

有
効

と考
え

られ
る

か
。そ

の
一

方
で

、こ
うし

た
投

稿
の

削
除

を
求

め
る

権
利

が
一

般
に

認
め

ら
れ

る
か

に
つ

い
て

は
、実

務
上

あ
る

い
は

学
説

上
も

明
らか

で
は

な
く、

こう
した

権
利

の
創

設
に

は
慎

重
な

検
討

を
要

す
る

と考
え

られ
る

こと
に

つ
い

て
、ど

う考
え

る
か

。

・事
業

者
が

対
応

しな
い

場
合

事
業

者
自

身
が

責
任

を
負

い
うる

こと
の

裏
返

しと
して

削
除

義
務

を
認

め
る

とい
うこ

とな
ら、

賛
成

で
あ

る
。た

だ
し、

特
定

の
権

利
・利

益
に

つ
い

て
差

止
（

≒
削

除
請

求
）

が
認

め
られ

る
か

どう
か

は
、当

該
権

利
・利

益
の

内
容

や
他

の
権

利
・利

益
の

調
整

等
で

判
断

され
て

き
て

い
る

こと
に

鑑
み

れ
ば

、そ
の

よ
うな

調
整

が
で

き
な

くな
る

よ
うな

形
で

の
削

除
請

求
権

を
明

文
化

す
る

こと
に

つ
い

て
は

慎
重

で
あ

る
べ

き
と考

え
る

（
上

沼
主

査
代

理
）

・3
/2

8の
会

議
に

お
い

て
、人

格
権

侵
害

以
外

の
不

法
行

為
で

あ
って

も
削

除
を

認
め

る
潮

流
とな

って
い

る
とい

うこ
とで

あ
り、

そ
の

観
点

か
らし

て
も

権
利

を
創

設
す

る
こと

に
支

障
は

な
い

と思
料

され
る

。（
清

水
構

成
員

）
・営

業
権

を
射

程
に

入
れ

る
場

合
、ソ

ー
シ

ャル
メデ

ィア
上

の
投

稿
以

外
に

も
、G

oo
gl

eM
ap

上
で

の
飲

食
店

に
対

す
る

口
コミ

評
価

や
、

Am
az

on
の

レ
ビュ

ー
な

どに
も

射
程

を
広

げ
な

け
れ

ば
実

効
性

を
欠

くよ
うに

思
わ

れ
る

。こ
の

点
に

つ
い

て
は

、継
続

的
に

議
論

され
る

こと
が

望
ま

し
い

と思
わ

れ
る

が
、本

W
Gで

の
議

論
で

そ
こま

で
対

象
範

囲
を

拡
大

しう
る

の
か

、慎
重

を
期

す
必

要
が

あ
る

よ
うに

思
わ

れ
る

。（
水

谷
構

成
員

）

31
さら

に
、個

々
の

投
稿

に
違

法
性

は
な

い
も

の
の

全
体

とし
て

人
格

権
を

侵
害

して
い

る
投

稿
群

の
事

案
（

い
わ

ゆ
る

「炎
上

事
案

」）
が

あ
る

とこ
ろ

、
この

よ
うな

事
案

に
つ

い
て

、現
行

法
で

は
削

除
請

求
で

き
る

か
必

ず
しも

明
らか

で
は

な
い

た
め

、炎
上

事
案

に
お

い
て

も
削

除
請

求
を

可
能

とす
る

規
定

を
定

め
る

こと
は

有
効

と考
え

られ
る

か
。そ

の
一

方
で

、削
除

で
き

る
投

稿
の

範
囲

、個
別

に
は

違
法

性
が

な
い

投
稿

の
削

除
の

可
否

に
つ

い
て

、
この

よ
うな

投
稿

を
行

った
者

の
被

害
拡

大
へ

の
甚

大
な

影
響

を
考

慮
しつ

つ
も

表
現

の
自

由
との

関
係

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

と考
え

られ
、検

討
す

べ
き

課
題

は
多

く慎
重

な
検

討
を

要
す

る
と考

え
られ

る
こと

に
つ

い
て

、ど
う考

え
る

か
。

・炎
上

案
件

は
個

々
の

表
現

自
体

は
表

現
の

自
由

の
対

象
とし

て
守

られ
る

べ
き

も
の

も
あ

り得
る

た
め

、こ
れ

に
対

して
一

律
に

削
除

請
求

を
規

定
す

る
こと

に
は

賛
成

で
き

な
い

。（
上

沼
主

査
代

理
）

・投
稿

対
象

の
特

定
性

や
、投

稿
数

の
急

激
な

拡
大

な
ど、

表
現

の
内

容
とは

別
の

側
面

を
考

慮
して

の
対

応
は

可
能

か
も

しれ
な

い
とは

思
うが

、
そ

れ
を

義
務

づ
け

る
とす

る
か

どう
か

は
疑

問
。（

上
沼

主
査

代
理

）
・ど

ち
らか

とい
うと

攻
撃

の
対

象
者

の
側

面
か

ら、
自

分
を

守
る

た
め

の
仕

組
み

の
具

備
（

ミュ
ー

ト・
ブ

ロッ
ク等

）
の

充
実

を
求

め
る

方
が

優
先

で
は

な
い

か
。（

上
沼

主
査

代
理

）
・3

/2
8の

会
議

に
お

い
て

示
唆

され
た

よ
うに

、殺
到

す
る

中
傷

等
を

放
置

した
とい

うプ
ロバ

イダ
側

の
不

作
為

を
も

って
、全

体
の

削
除

を
認

め
る

とい
う構

成
は

あ
り得

る
と考

え
る

。（
清

水
構

成
員

）
・個

別
の

行
為

を
ま

とめ
る

とな
る

と、
共

同
不

法
行

為
の

理
論

を
用

い
る

しか
な

く、
違

法
性

の
な

い
投

稿
を

い
か

に
扱

うか
とい

う問
題

が
生

じる
こと

か
ら、

上
記

の
構

成
の

方
が

対
応

しや
す

い
の

で
は

な
い

か
と思

料
す

る
。（

清
水

構
成

員
）

・も
っと

も
、ヤ

フコ
メや

掲
示

板
の

ス
レ

ッド
な

どで
あ

れ
ば

構
成

しや
す

い
が

、T
w

itt
er

で
個

別
に

投
稿

が
され

て
い

る
とい

った
ケ

ー
ス

で
の

対
応

は
難

しい
と思

料
され

、そ
の

よ
うな

も
の

を
含

め
て

どの
よ

うな
対

応
が

で
き

る
の

か
、法

的
構

成
が

あ
り得

る
か

、さ
らに

検
討

が
必

要
で

あ
る

。（
清

水
構

成
員

）

・事
業

者
が

対
応

しな
い

場
合

事
業

者
自

身
が

責
任

を
負

い
うる

こと
の

裏
返

しと
して

削
除

義
務

を
認

め
る

とい
うこ

とな
ら、

賛
成

で
あ

る
。た

だ
し、

特
定

の
権

利
・利

益
に

つ
い

て
差

止
（

≒
削

除
請

求
）

が
認

め
られ

る
か

どう
か

は
、当

該
権

利
・利

益
の

内
容

や
他

の
権

利
・利

益
の

調
整

等
で

判
断

され
て

き
て

い
る

こと
に

鑑
み

れ
ば

、そ
の

よ
うな

調
整

が
で

き
な

くな
る

よ
うな

形
で

の
削

除
請

求
権

を
明

文
化

す
る

こと
に

つ
い

て
は

慎
重

で
あ

る
べ

き
と考

え
る

（
上

沼
主

査
代

理
）

・要
件

を
どう

す
る

か
に

つ
い

て
は

さて
お

き
、プ

ロバ
イダ

責
任

制
限

法
に

お
い

て
定

め
れ

ば
、裁

判
手

続
で

開
示

請
求

と削
除

請
求

を
併

せ
て

す
る

こと
が

で
き

る
点

で
、依

頼
者

の
負

担
が

減
る

こと
に

な
る

た
め

、定
め

る
こと

に
意

味
は

あ
る

。（
清

水
構

成
員

）
・要

件
とし

て
は

、判
例

法
理

を
明

確
化

す
る

とし
て

も
各

権
利

の
内

容
に

よ
り要

件
が

異
な

る
こと

か
ら、

そ
れ

を
個

別
に

定
め

る
こと

は
現

実
的

で
は

な
く、

権
利

・利
益

の
侵

害
が

あ
る

場
合

とい
った

抽
象

的
な

要
件

を
定

め
る

こと
が

必
要

と思
わ

れ
る

。（
清

水
構

成
員

）
・な

お
、人

格
権

侵
害

に
つ

い
て

は
、そ

の
投

稿
が

存
在

して
い

る
こと

に
よ

って
生

じる
も

の
で

、不
法

行
為

の
よ

うに
故

意
過

失
が

要
求

され
な

い
こと

か
ら、

プ
ラッ

トフ
ォー

マ
ー

の
認

識
の

有
無

は
要

求
され

る
べ

き
で

は
な

い
。そ

の
た

め
、次

の
項

目
の

よ
うに

、営
業

権
侵

害
等

に
つ

い
て

の
削

除
を

認
め

る
とし

て
も

、民
法

70
9条

の
成

立
を

前
提

とす
る

よ
うな

定
め

方
は

され
る

べ
き

で
は

な
い

。（
清

水
構

成
員

）
・換

言
す

れ
ば

、故
意

過
失

を
要

求
す

る
よ

うな
定

め
方

、あ
る

い
は

解
説

を
す

れ
ば

、現
状

よ
りも

削
除

請
求

に
関

す
る

救
済

が
後

退
す

る
こと

に
な

る
た

め
、そ

の
よ

うな
事

態
は

避
け

られ
る

必
要

が
あ

る
。（

清
水

構
成

員
）

・判
例

理
論

を
明

文
化

す
る

こと
しか

で
き

ず
、さ

らに
要

件
を

詳
細

に
決

め
て

い
くの

は
難

しい
の

で
は

な
い

か
と推

測
しま

す
の

で
、純

粋
に

法
律

的
に

は
あ

ま
り意

味
が

な
い

か
も

しれ
ま

せ
ん

が
、具

体
的

条
文

に
基

づ
く請

求
と整

理
す

る
こと

に
よ

って
、特

に
外

国
事

業
者

等
に

お
い

て
権

利
行

使
に

対
して

無
視

しづ
らく

な
る

とい
った

事
実

上
の

効
果

は
期

待
で

き
る

か
も

しれ
ま

せ
ん

。（
藤

原
構

成
員

）
・削

除
請

求
権

の
明

文
化

を
検

討
す

る
に

あ
た

り、
特

に
憲

法
上

の
表

現
の

自
由

に
か

か
わ

る
争

点
を

め
ぐっ

て
は

、人
格

権
に

関
す

る
最

高
裁

判
例

の
解

釈
に

も
、必

ず
しも

明
確

で
な

い
部

分
が

残
され

て
い

る
。（

山
口

構
成

員
）

・本
W

Gの
検

討
に

お
い

て
、表

現
の

自
由

に
か

か
わ

る
事

項
に

つ
い

て
は

、と
りわ

け
、日

米
の

比
較

法
的

観
点

を
踏

ま
え

て
お

く必
要

が
あ

る
。（

山
口

構
成

員
）

・今
後

、日
本

に
お

い
て

、例
え

ば
、現

行
法

の
改

正
措

置
に

よ
る

削
除

請
求

権
の

明
文

化
を

検
討

す
る

際
に

は
、表

現
の

自
由

との
い

わ
ゆ

る
＜

バ
ラン

シ
ン

グ
＞

の
基

準
を

め
ぐっ

て
、現

在
の

判
例

法
理

の
下

で
の

対
抗

利
益

間
の

調
整

の
難

しさ
が

、そ
の

改
正

法
の

実
務

に
持

ち
込

ま
れ

て
さら

に
一

層
複

雑
化

す
る

とい
った

状
況

に
な

らな
い

よ
うに

、多
角

的
な

検
討

が
不

可
欠

とな
る

。（
山

口
構

成
員

）

・削
除

請
求

権
は

、明
文

化
しな

い
と世

間
に

伝
わ

らな
い

た
め

、明
文

化
を

望
む

。財
産

上
の

権
利

に
つ

い
て

も
削

除
請

求
が

認
め

られ
る

べ
き

で
あ

る
（

音
事

協
)

・受
け

取
った

本
人

が
不

快
を

感
じて

訴
え

出
た

も
の

に
つ

い
て

は
削

除
され

る
仕

組
み

が
で

き
な

い
か

と思
って

い
る

（
Jリ

ー
グ

)
・削

除
請

求
権

は
、抽

象
的

・包
括

的
な

要
件

の
ま

ま
実

体
権

を
定

め
て

も
効

果
は

薄
い

。裁
判

所
の

判
断

を
類

型
化

す
る

な
どに

よ
り、

実
体

法
上

の
要

件
を

明
確

化
して

判
断

が
容

易
に

な
る

よ
う制

度
設

計
す

る
必

要
が

あ
る

（
ヤ

フー
)

３
－

２
　要

請
・請

求
の

フェ
ー

ズ
（

１
）

削
除

請
求

権
人

格
権

を
侵

害
す

る
投

稿
の

削
除

を
プ

ラッ
トフ

ォー
ム

事
業

者
に

求
め

る
権

利
は

、判
例

法
理

に
よ

って
認

め
られ

て
い

る
とこ

ろ
、か

か
る

権
利

を
明

文
化

す
る

こと
は

、一
定

の
要

件
に

お
い

て
被

害
者

が
プ

ラッ
トフ

ォー
ム

事
業

者
に

対
して

差
止

請
求

を
行

うこ
とが

可
能

で
あ

る
とい

う事
実

を
明

確
化

し、
被

害
者

に
よ

る
削

除
請

求
に

基
づ

く権
利

侵
害

情
報

の
削

除
の

促
進

に
資

す
る

と考
え

られ
る

が
どう

か
。一

方
で

、判
例

法
理

を
明

文
化

す
る

だ
け

で
は

、現
状

とあ
ま

り変
わ

らず
、必

ず
しも

被
害

者
に

よ
る

削
除

請
求

に
基

づ
く権

利
侵

害
情

報
の

削
除

の
促

進
に

資
さな

い
可

能
性

も
あ

る
こと

に
つ

い
て

、ど
う考

え
る

か
。

29

57



N
o.

検
討
ア
ジ
ェン
ダ

第
２
回
及
び
第
３
回
W
G
で
の
ご
発
表
者
に
よ
る
ご
意
見

構
成
員
か
ら
の
ご
意
見

33
ま

た
、プ

ラッ
トフ

ォー
ム

事
業

者
に

よ
る

権
利

侵
害

性
の

有
無

の
判

断
を

支
援

す
る

た
め

の
環

境
を

整
備

す
る

こと
に

つ
い

て
、ど

う考
え

る
か

。例
え

ば
、

プ
ラッ

トフ
ォー

ム
事

業
者

の
判

断
を

支
援

す
る

た
め

の
環

境
整

備
とし

て
、公

平
中

立
な

立
場

か
らの

削
除

要
請

等
の

法
的

位
置

づ
け

や
、要

請
を

受
け

た
プ

ラッ
トフ

ォー
ム

事
業

者
に

求
め

られ
る

対
応

を
明

確
化

す
る

こと
に

つ
い

て
、ど

う考
え

る
か

。

・課
題

が
生

じた
場

合
も

意
見

交
換

が
可

能
な

場
合

は
齟

齬
を

無
くし

円
滑

な
対

処
に

繋
が

った
事

も
あ

る
た

め
、対

話
で

き
る

事
が

重
要

。被
害

者
全

部
との

対
話

が
出

来
な

い
とす

る
と、

第
三

者
機

関
と事

業
者

の
対

話
が

進
む

仕
掛

け
が

あ
って

も
良

い
（

SI
A）

・自
主

的
な

取
組

の
場

合
、民

間
ホ

ット
ライ

ン
は

、事
業

者
の

利
用

規
約

に
基

づ
く措

置
を

促
す

も
の

で
あ

り、
措

置
の

責
任

は
事

業
者

に
あ

る
た

め
、第

三
者

機
関

で
の

確
認

へ
の

期
待

は
一

定
程

度
に

留
ま

る
こと

か
ら、

迅
速

な
通

知
が

実
現

して
い

る
。時

間
の

経
過

とと
も

に
被

害
が

拡
大

す
る

こ と
に

鑑
み

る
と利

点
が

あ
る

（
SI

A)
・削

除
要

請
に

一
定

の
法

的
拘

束
力

・強
制

力
を

も
た

せ
る

とす
る

と、
削

除
要

請
発

出
の

判
断

を
よ

り慎
重

に
行

う必
要

が
生

じる
た

め
、確

実
性

が
上

が
る

反
面

、ス
ピ

ー
ドは

落
ち

る
と予

想
され

る
（

SI
A)

・上
記

の
とお

り。
な

お
、裁

判
所

とは
別

の
「公

平
中

立
な

立
場

」の
必

要
性

を
あ

ま
り感

じな
い

。（
上

沼
主

査
代

理
）

・P
F事

業
者

が
どの

くら
い

支
援

を
必

要
とし

て
い

る
か

に
よ

る
と思

わ
れ

、そ
の

ニ
ー

ズ
は

実
際

に
あ

る
の

か
、あ

る
とし

て
どの

よ
うな

サ
ポ

ー
トが

必
要

と
考

え
て

い
る

の
か

の
調

査
が

必
要

で
は

な
い

か
。（

清
水

構
成

員
）

・例
え

ば
違

法
情

報
該

当
性

に
関

す
る

専
門

的
な

意
見

照
会

を
行

う第
三

者
機

関
は

、モ
デ

レ
ー

シ
ョン

の
適

正
性

を
確

保
す

る
うえ

で
も

、重
要

で
あ

る
と考

え
る

。現
在

の
モ

デ
レ

ー
シ

ョン
の

仕
組

み
は

、各
事

業
者

が
判

断
プ

ロセ
ス

を
結

果
的

に
独

占
して

しま
って

お
り、

そ
こに

不
透

明
さが

生
じて

い
る

こと
を

踏
ま

え
て

、モ
デ

レ
ー

シ
ョン

の
一

部
を

外
部

化
す

る
こと

は
適

正
性

確
保

の
方

策
とし

て
検

討
す

べ
き

で
あ

る
。（

水
谷

構
成

員
）

・削
除

要
請

が
法

的
に

位
置

づ
け

られ
支

援
体

制
が

整
え

ば
、違

法
性

の
判

断
が

迅
速

に
行

え
る

よ
うに

な
る

の
で

は
な

い
か

。（
山

根
構

成
員

）

34
そ

の
ほ

か
、か

か
る

公
平

中
立

な
立

場
か

らの
要

請
に

対
して

、そ
の

実
効

性
を

高
め

る
た

め
、例

え
ば

、応
答

義
務

を
課

す
こと

や
、要

請
され

た
投

稿
を

削
除

した
場

合
の

免
責

を
定

め
る

こと
に

つ
い

て
、ど

う考
え

る
か

。一
方

で
、要

請
の

実
効

性
を

担
保

す
る

仕
組

み
、要

請
を

す
る

者
の

判
断

の
確

か
らし

さや
中

立
性

を
担

保
す

る
た

め
の

要
件

や
仕

組
み

、要
請

を
す

る
者

の
運

営
に

関
す

る
事

項
、要

請
に

法
的

効
果

を
与

え
る

場
合

の
根

拠
な

ど、
検

討
す

べ
き

課
題

は
多

く慎
重

な
検

討
を

要
す

る
と考

え
られ

る
こと

に
つ

い
て

、ど
う考

え
る

か
。

・事
業

者
が

自
らの

費
用

と判
断

で
か

か
る

仕
組

み
を

構
築

す
る

こと
に

は
反

対
しな

い
が

、こ
れ

を
裁

判
所

の
判

断
に

換
え

る
こと

に
は

反
対

す
る

。
（

上
沼

主
査

代
理

）
・請

求
を

受
領

した
か

どう
か

、受
領

した
とし

て
結

果
が

どう
な

った
の

か
自

体
に

つ
い

て
の

回
答

は
い

た
だ

き
た

い
。そ

れ
が

な
い

と、
次

の
行

動
に

い
つ

移
る

か
に

つ
い

て
の

判
断

が
しづ

らい
。

投
稿

され
た

記
事

の
削

除
を

した
場

合
の

免
責

は
、プ

ロ責
3条

2項
が

あ
り、

新
た

に
設

け
る

必
要

は
な

い
。（

清
水

構
成

員
）

36
（

３
）

行
政

庁
か

らの
削

除
要

請
を

受
け

た
プ

ラッ
トフ

ォー
ム

事
業

者
の

対
応

の
明

確
化

現
状

、法
務

省
の

人
権

擁
護

機
関

や
警

察
庁

の
委

託
事

業
で

あ
る

イン
ター

ネ
ット

・ホ
ット

ライ
ン

セ
ン

ター
等

の
行

政
庁

か
らプ

ラッ
トフ

ォー
ム

事
業

者
に

対
して

、違
法

・有
害

情
報

の
削

除
要

請
が

行
わ

れ
て

お
り、

一
定

の
実

効
性

が
認

め
られ

る
とこ

ろ
、か

か
る

削
除

要
請

を
受

け
た

プ
ラッ

ト
フォ

ー
ム

事
業

者
が

取
る

こと
が

求
め

られ
る

対
応

を
明

確
化

す
る

こと
は

、更
な

る
実

効
性

の
向

上
を

図
る

上
で

有
効

と考
え

られ
る

か
。

・行
政

庁
か

らの
削

除
要

請
を

受
け

た
プ

ラッ
トフ

ォー
ム

事
業

者
の

対
応

を
明

確
化

す
る

とし
て

も
、削

除
を

実
行

す
る

か
どう

か
に

つ
い

て
は

、最
終

的
に

個
別

の
事

業
者

の
内

部
基

準
が

相
当

程
度

に
尊

重
され

る
べ

き
で

あ
る

。ま
た

、明
確

な
理

由
が

あ
って

削
除

要
求

や
削

除
要

請
に

応
じて

い
な

い
場

合
も

あ
る

た
め

、個
別

の
ケ

ー
ス

に
応

じた
対

応
が

必
要

で
は

な
い

か
と考

え
られ

る
（

LI
N

E)

・行
政

庁
か

らの
削

除
請

求
に

対
す

る
対

応
の

義
務

化
は

憲
法

的
観

点
か

ら賛
成

で
き

な
い

。（
上

沼
主

査
代

理
）

・法
的

義
務

を
課

す
とい

う前
提

とす
れ

ば
、検

閲
等

の
問

題
を

生
じる

こと
か

ら、
あ

くま
で

も
任

意
の

協
力

を
求

め
る

形
を

取
らざ

る
を

え
な

い
の

で
は

な
い

か
。（

清
水

構
成

員
）

・行
政

庁
の

申
請

を
特

別
扱

い
す

る
の

は
行

政
に

よ
る

検
閲

の
権

利
を

作
る

の
と同

様
に

な
る

可
能

性
が

あ
る

の
で

慎
重

で
あ

る
べ

き
よ

うに
思

い
ま

す
。現

在
行

政
庁

の
申

請
の

多
くが

認
め

られ
て

い
る

とす
れ

ば
、そ

れ
は

そ
の

内
容

が
適

切
だ

か
らで

あ
り、

今
後

も
そ

の
よ

うに
整

理
す

れ
ば

良
い

の
で

は
な

い
で

しょ
うか

。（
藤

原
構

成
員

）
37

一
方

、こ
の

要
請

に
応

じる
こと

を
プ

ラッ
トフ

ォー
ム

事
業

者
に

義
務

付
け

る
こと

は
、検

閲
の

禁
止

の
規

定
の

趣
旨

や
表

現
の

自
由

へ
の

影
響

を
踏

ま
え

る
と困

難
で

あ
る

と考
え

られ
る

が
、ど

うか
。さ

らに
、行

政
庁

か
らの

削
除

要
請

に
つ

い
て

は
、そ

の
要

請
に

強
制

力
は

伴
わ

な
い

とし
て

も
、プ

ラッ
ト

フォ
ー

ム
事

業
者

に
対

し何
らか

の
対

応
を

求
め

る
の

で
あ

れ
ば

、さ
らな

る
透

明
性

の
確

保
が

求
め

られ
る

と考
え

られ
る

が
、ど

うか
。そ

の
た

め
に

は
、

どの
よ

うな
制

度
的

対
応

が
考

え
られ

る
か

。

・行
政

庁
か

らの
削

除
請

求
に

対
す

る
対

応
の

義
務

化
は

憲
法

的
観

点
か

ら賛
成

で
き

な
い

。（
上

沼
主

査
代

理
）

・行
政

庁
か

らの
要

請
は

検
閲

等
の

問
題

を
生

じさ
せ

る
た

め
、義

務
づ

け
や

、事
実

上
義

務
づ

け
る

よ
うな

こと
は

問
題

が
あ

る
。要

請
を

受
け

た
事

業
者

の
自

主
的

判
断

に
委

ね
る

以
外

に
な

い
と考

え
る

（
清

水
構

成
員

）
・違

法
情

報
に

対
す

る
行

政
庁

か
らの

削
除

要
請

に
関

して
は

、も
しこ

れ
を

義
務

化
す

る
場

合
は

、判
例

上
の

「検
閲

」の
定

義
に

仮
に

該
当

しな
い

とし
て

も
、事

業
者

を
「検

閲
代

理
人

」化
す

る
リス

クが
高

く、
諮

問
機

関
の

関
与

な
ど、

行
政

庁
（

お
よ

び
政

府
・政

治
家

）
側

の
濫

用
可

能
性

を
低

減
し、

ま
た

事
後

的
に

要
請

の
適

正
性

を
判

断
可

能
とす

る
た

め
に

、そ
の

透
明

性
を

確
保

す
る

こと
が

強
く求

め
られ

る
と考

え
られ

る
。例

え
ば

要
請

内
容

を
き

ち
ん

とリ
ス

ト化
し、

削
除

要
請

の
濫

用
が

な
か

った
か

を
事

後
的

に
監

督
す

る
仕

組
み

を
設

け
る

べ
き

で
あ

る
。い

ず
れ

に
せ

よ
、こ

うし
た

手
段

は
、違

法
情

報
対

策
に

お
い

て
表

現
の

自
由

に
対

す
る

リス
クが

低
い

手
段

を
実

装
して

も
な

お
、効

果
的

な
状

況
が

見
られ

な
い

場
合

に
、検

討
され

る
べ

き
も

の
と考

え
る

。例
え

ば
、義

務
化

以
外

に
も

、ト
ラス

テ
ッド

・フ
ラッ

ガ
ー

とし
て

、行
政

庁
が

協
力

を
行

う方
向

性
を

よ
り積

極
的

に
検

討
す

べ
き

で
あ

る
。（

水
谷

構
成

員
）

・侵
害

され
た

権
利

の
内

容
に

か
か

わ
らず

、N
ot

ic
e 

& 
Ta

ke
do

w
n的

な
仕

組
み

を
設

け
る

こと
に

つ
い

て
は

賛
成

で
き

な
い

。（
上

沼
主

査
代

理
）

・情
報

流
通

に
関

す
る

事
業

に
従

事
して

い
る

事
業

者
は

、特
に

、利
用

規
約

の
整

備
な

どで
一

定
の

裁
量

が
与

え
られ

て
い

る
こと

を
考

慮
す

れ
ば

、
該

当
す

る
情

報
の

削
除

の
可

否
に

つ
い

て
自

らの
責

任
で

判
断

す
る

の
が

原
則

で
は

な
い

か
と考

え
る

。（
上

沼
主

査
代

理
）

・上
記

は
、事

例
集

積
な

どに
よ

る
ガ

イド
ライ

ン
の

充
実

を
否

定
す

る
も

の
で

は
な

い
。（

上
沼

主
査

代
理

）
・真

実
性

の
判

断
が

難
しい

こと
は

否
定

しな
い

が
、一

定
程

度
の

確
か

らし
さの

確
認

を
す

る
余

地
は

あ
る

。証
拠

等
の

提
出

が
な

い
の

で
あ

れ
ば

侵
害

の
判

断
が

で
き

な
い

とい
うの

で
あ

れ
ば

仕
方

が
無

い
が

、そ
も

そ
も

証
拠

提
出

が
し得

な
い

場
合

も
あ

り（
海

外
SN

S等
）

、そ
の

よ
うな

体
制

整
備

も
せ

ず
に

対
応

が
困

難
で

あ
る

とい
う態

度
を

取
る

こと
を

許
す

べ
き

で
は

な
い

。（
清

水
構

成
員

）
・他

方
で

、ノ
ー

テ
ィス

ア
ン

ドテ
イク

ダウ
ン

の
手

続
き

は
、濫

用
の

リス
クが

高
い

。発
信

者
が

面
倒

が
って

異
議

申
立

ま
で

は
しな

い
ケ

ー
ス

も
考

え
られ

る
。（

清
水

構
成

員
）

・削
除

請
求

に
対

して
理

由
が

あ
る

こと
が

明
確

で
な

い
場

合
の

扱
い

に
つ

い
て

原
則

と例
外

を
どち

らに
す

る
か

（
原

則
維

持
とし

て
理

由
が

あ
る

こと
が

分
か

った
とき

に
削

除
す

る
か

、原
則

削
除

とし
て

理
由

が
な

い
こと

が
分

か
った

とき
に

元
に

戻
す

か
）

の
違

い
で

あ
り、

どち
らに

も
メリ

ット
デ

メリ
ット

が
あ

る
と思

い
ま

す
が

、あ
え

て
これ

を
逆

に
す

る
必

要
が

あ
る

ほ
どの

立
法

事
実

は
な

い
よ

うに
思

い
ま

す
。（

藤
原

構
成

員
）

・事
実

の
適

示
に

よ
る

名
誉

毀
損

に
関

して
は

、事
業

者
が

調
査

能
力

を
持

た
な

い
以

上
、困

難
で

あ
る

こと
は

確
か

で
あ

る
。こ

れ
に

関
して

は
、通

常
とは

別
の

手
続

き
が

必
要

とな
る

可
能

性
が

あ
る

が
、む

しろ
現

在
、問

題
とな

って
い

る
誹

謗
中

傷
の

内
容

の
多

くは
、刑

事
上

の
侮

辱
、民

事
上

の
名

誉
感

情
侵

害
、論

評
に

よ
る

名
誉

毀
損

とい
った

も
の

で
あ

る
と思

わ
れ

る
。こ

れ
らに

つ
い

て
は

、判
例

や
事

例
の

蓄
積

が
あ

る
た

め
、外

形
的

に
判

断
基

準
を

満
た

す
か

どう
か

の
判

断
は

可
能

で
あ

り、
可

及
的

速
や

か
に

対
処

す
る

こと
が

望
ま

しい
と考

え
られ

る
た

め
、ま

ず
は

こち
らに

注
力

して
は

どう
か

。（
水

谷
構

成
員

）
・外

形
的

な
判

断
基

準
か

らみ
て

削
除

相
当

で
あ

る
も

の
は

、速
や

か
に

削
除

され
る

べ
き

。そ
の

上
で

、異
議

申
し立

て
等

が
あ

った
とき

は
、別

途
対

応
出

来
れ

ば
よ

い
の

で
は

な
い

か
。（

山
根

構
成

員
）

・判
例

集
や

事
例

集
等

、削
除

請
求

を
受

け
た

際
の

判
断

に
資

す
る

事
例

が
整

理
され

た
も

の
が

あ
れ

ば
、プ

ラッ
トフ

ォー
ム

事
業

者
に

よ
る

削
除

の
判

断
が

しや
す

くな
る

も
の

と考
え

られ
る

（
LI

N
E)

・プ
ラッ

トフ
ォー

ム
事

業
者

は
、各

当
事

者
に

証
拠

の
提

出
を

求
め

、事
実

を
認

定
し、

プ
ロセ

ス
に

基
づ

い
て

法
律

を
適

用
す

る
、裁

判
所

の
よ

うな
権

限
を

有
して

い
な

い
た

め
、多

くの
場

合
、そ

の
表

現
が

真
実

で
あ

る
か

どう
か

、ひ
い

て
は

名
誉

毀
損

に
該

当
す

る
か

どう
か

、分
か

らな
い

（
Go

og
le

)

（
２

）
プ

ラッ
トフ

ォー
ム

事
業

者
に

よ
る

権
利

侵
害

性
の

有
無

の
判

断
の

支
援

プ
ラッ

トフ
ォー

ム
事

業
者

は
、被

害
者

か
ら投

稿
の

削
除

の
請

求
を

受
け

た
際

に
、投

稿
内

容
の

権
利

侵
害

性
に

つ
い

て
一

定
の

判
断

を
行

うこ
とが

求
め

られ
る

も
の

の
、プ

ラッ
トフ

ォー
ム

事
業

者
は

、特
定

の
情

報
が

真
実

か
どう

か
、ひ

い
て

は
権

利
侵

害
性

が
あ

る
か

どう
か

を
判

断
す

る
こと

に
困

難
を

伴
うこ

とが
多

い
こと

に
つ

い
て

、ど
う考

え
る

か
。こ

れ
に

関
して

、削
除

の
判

断
の

迅
速

化
を

図
る

た
め

、例
え

ば
、プ

ラッ
トフ

ォー
ム

事
業

者
に

お
い

て
、削

除
請

求
や

苦
情

が
あ

った
場

合
は

、外
形

的
な

判
断

基
準

を
満

た
して

い
る

とき
は

、い
た

ず
らや

嫌
が

らせ
と判

断
で

き
る

も
の

で
な

い
限

り、
可

及
的

速
や

か
に

削
除

の
処

置
を

行
うこ

とと
し、

発
信

者
に

削
除

の
対

象
に

な
った

こと
を

通
知

し、
発

信
者

か
ら異

議
の

申
立

て
な

どを
受

け
付

け
た

場
合

に
は

再
表

示
す

る
環

境
を

整
備

す
る

こと
に

つ
い

て
、ど

う考
え

る
か

。

・A
D

Rの
利

用
を

法
的

に
義

務
付

け
る

べ
き

か
否

か
は

別
とし

て
、本

分
野

で
有

効
に

機
能

す
る

AD
Rの

育
成

や
利

用
の

普
及

を
支

援
す

る
施

策
は

積
極

的
に

検
討

を
進

め
る

価
値

が
あ

る
の

で
は

な
い

か
。（

生
貝

構
成

員
）

・裁
判

所
とは

別
の

AD
Rの

必
要

性
を

感
じな

い
。上

記
の

とお
り、

事
業

者
は

、削
除

の
可

否
の

判
断

を
自

ら行
え

る
状

況
で

あ
り、

そ
れ

に
も

か
か

わ
らず

、裁
判

所
の

判
断

が
必

要
な

ケ
ー

ス
とい

うの
は

そ
れ

な
りに

争
い

が
あ

る
ケ

ー
ス

と予
想

され
る

。だ
とす

れ
ば

、そ
れ

は
裁

判
所

の
判

断
が

必
要

な
ケ

ー
ス

で
あ

る
と思

わ
れ

る
。な

お
、削

除
と発

信
者

情
報

開
示

請
求

を
同

じ手
続

き
で

行
うこ

とが
実

効
的

で
あ

る
と考

え
る

。（
上

沼
主

査
代

理
）

・A
D

Rを
創

設
して

も
、以

下
の

理
由

か
ら迅

速
な

判
断

が
で

き
る

とは
思

え
な

い
。（

清
水

構
成

員
）

-相
手

方
の

反
論

の
機

会
を

与
え

る
必

要
が

あ
る

以
上

、反
論

の
た

め
の

一
定

の
準

備
期

間
が

必
要

-反
論

に
対

す
る

再
反

論
に

も
一

定
の

準
備

期
間

が
必

要
-最

終
的

に
納

得
で

き
る

結
論

で
な

け
れ

ば
、決

定
が

出
て

も
従

わ
な

い
とい

うこ
とに

な
りえ

る
。

-A
D

Rの
決

定
に

法
的

効
果

を
持

た
せ

る
こと

が
で

き
な

い
とす

れ
ば

、従
わ

な
い

場
合

に
は

裁
判

手
続

に
移

行
せ

ざ
る

を
得

な
い

。
-特

に
海

外
事

業
者

が
応

じる
動

機
が

乏
しい

・上
記

を
考

慮
す

れ
ば

、最
初

か
ら裁

判
手

続
を

選
択

す
る

の
が

合
理

的
（

清
水

構
成

員
）

・現
在

の
手

続
き

が
遅

い
一

つ
の

理
由

は
、裁

判
所

の
リソ

ー
ス

の
問

題
で

あ
り、

これ
を

解
決

す
る

の
が

本
来

的
な

順
番

で
あ

る
（

清
水

構
成

員
）

・A
D

Rが
本

当
に

裁
判

手
続

き
よ

り簡
易

で
迅

速
に

な
る

の
か

、そ
の

コス
トを

誰
が

持
つ

の
か

は
考

え
た

ほ
うが

良
い

よ
うに

思
い

ま
す

。当
事

者
が

AD
Rを

利
用

す
る

こと
に

合
意

しな
け

れ
ば

AD
Rに

よ
る

終
局

的
な

解
決

は
期

待
で

き
な

い
とこ

ろ
、外

国
の

事
業

者
を

中
心

に
ポ

リシ
ー

とし
て

裁
判

所
の

判
決

を
求

め
る

事
業

者
も

多
い

と想
像

され
ま

す
し、

有
用

な
AD

R手
続

を
設

計
し運

営
す

る
の

は
か

な
り大

変
だ

ろ
うと

想
像

して
い

ま
す

。む
し

ろ
、裁

判
手

続
を

合
理

化
して

、審
理

の
二

重
化

を
回

避
しつ

つ
迅

速
に

判
断

で
き

る
手

続
を

創
設

す
る

ほ
うが

効
果

的
な

の
で

は
な

い
か

とい
う気

が
しま

す
。（

藤
原

構
成

員
）

・通
信

分
野

に
特

化
した

AD
Rが

、ト
ラブ

ル
の

迅
速

な
解

決
や

被
害

者
の

泣
き

寝
入

りを
な

くす
こと

に
寄

与
す

る
と期

待
す

る
面

も
あ

る
の

で
、議

論
や

調
査

は
継

続
して

ほ
しい

。（
山

根
構

成
員

）

・A
D

Rの
創

設
に

は
大

賛
成

だ
が

、大
手

の
海

外
事

業
者

の
参

加
は

確
保

して
い

た
だ

き
た

い
（

音
事

協
)

・A
D

Rは
、判

断
事

例
の

蓄
積

を
通

じた
各

事
業

者
の

判
断

の
ブ

レ
の

縮
小

に
も

つ
な

が
る

。裁
判

手
続

と比
較

して
簡

易
迅

速
な

解
決

が
可

能
と

考
え

られ
、前

向
き

な
検

討
を

す
べ

き
（

ヤ
フー

)

さら
に

、削
除

の
仮

処
分

手
続

に
つ

い
て

、申
立

て
か

ら発
令

ま
で

数
ヶ月

を
要

す
る

こと
が

通
例

で
あ

り、
そ

の
間

に
被

害
が

拡
大

して
しま

うと
の

課
題

が
考

え
られ

る
とこ

ろ
、民

事
保

全
手

続
よ

りも
簡

易
・迅

速
な

、削
除

に
特

化
した

手
続

（
裁

判
外

紛
争

解
決

手
続

（
Ａ

Ｄ
Ｒ

）
等

）
を

創
設

す
る

こと
に

つ
い

て
、ど

う考
え

る
か

。一
方

で
、Ａ

Ｄ
Ｒ

の
制

度
設

計
に

よ
って

は
、プ

ラッ
トフ

ォー
ム

事
業

者
が

手
続

に
参

加
しな

け
れ

ば
実

効
性

が
伴

わ
な

い
との

課
題

が
考

え
られ

る
が

、Ａ
Ｄ

Ｒ
の

有
効

性
に

つ
い

て
、ど

う考
え

る
か

。
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N
o.

検
討
ア
ジ
ェン
ダ

第
２
回
及
び
第
３
回
W
G
で
の
ご
発
表
者
に
よ
る
ご
意
見

構
成
員
か
ら
の
ご
意
見
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　削
除

等
の

判
断

・実
施

の
フェ

ー
ズ

（
１

）
プ

ラッ
トフ

ォー
ム

事
業

者
に

よ
る

削
除

等
の

義
務

付
け

プ
ラッ

トフ
ォー

ム
事

業
者

に
対

して
、権

利
侵

害
な

ど一
定

の
条

件
を

満
た

す
投

稿
に

つ
い

て
削

除
等

の
措

置
を

行
うこ

とを
公

法
上

義
務

付
け

る
こと

は
、こ

の
義

務
を

背
景

とし
て

、当
該

プ
ラッ

トフ
ォー

ム
事

業
者

に
よ

って
、実

際
に

は
権

利
侵

害
情

報
で

は
な

い
疑

わ
しい

情
報

を
全

て
削

除
す

る
な

ど投
稿

の
過

度
な

削
除

等
が

行
わ

れ
表

現
の

自
由

へ
の

著
しい

萎
縮

効
果

を
も

た
らす

お
そ

れ
が

あ
る

こと
か

ら、
極

め
て

慎
重

で
あ

る
べ

き
と考

え
られ

る
が

、ど
うか

。

・削
除

に
あ

た
って

は
、ユ

ー
ザ

ー
か

らの
削

除
申

請
の

真
偽

や
表

現
の

自
由

の
観

点
も

含
め

た
総

合
的

な
判

断
が

必
要

とな
る

た
め

、プ
ラッ

トフ
ォー

ム
事

業
者

に
削

除
等

を
義

務
付

け
る

こと
は

慎
重

で
あ

る
べ

き
と考

え
る

（
LI

N
E)

・公
法

的
な

違
法

情
報

は
本

来
流

通
が

許
され

な
い

情
報

で
あ

る
か

ら削
除

を
公

法
的

に
義

務
づ

け
る

こと
も

理
論

的
に

は
考

え
得

る
。た

だ
し、

判
断

の
誤

りに
つ

い
て

公
法

的
責

任
を

課
す

とな
る

と表
現

の
自

由
へ

の
著

しい
萎

縮
的

効
果

が
生

じる
と思

わ
れ

る
。（

上
沼

主
査

代
理

）
・公

法
上

の
義

務
を

持
た

せ
る

こと
ま

で
は

行
き

す
ぎ

と思
わ

れ
る

うえ
、投

稿
等

の
監

視
を

義
務

づ
け

る
こと

に
つ

な
が

り、
事

業
者

に
過

度
な

負
担

を
強

い
る

こと
に

な
り、

プ
ロバ

イダ
責

任
制

限
法

の
考

え
方

か
らも

齟
齬

して
い

る
。（

清
水

構
成

員
）

・義
務

の
書

き
方

に
よ

って
は

過
度

な
削

除
が

行
わ

れ
る

可
能

性
が

あ
りま

す
し、

事
前

検
閲

を
義

務
付

け
る

効
果

を
も

つ
リス

クも
あ

りま
す

の
で

、慎
重

に
考

え
る

べ
き

と思
い

ま
す

。（
藤

原
構

成
員

）
・法

的
な

義
務

付
け

は
な

くと
も

、違
法

性
が

高
く誰

が
見

て
も

悪
質

な
も

の
は

、迅
速

に
削

除
され

な
け

れ
ば

な
らな

い
。（

山
根

構
成

員
）

39
（

２
）

裁
判

外
の

請
求

へ
の

誠
実

な
対

応
プ

ラッ
トフ

ォー
ム

事
業

者
に

よ
って

は
、裁

判
外

で
の

投
稿

の
法

的
な

削
除

請
求

に
応

じな
い

ケ
ー

ス
も

あ
る

とこ
ろ

、裁
判

外
の

削
除

請
求

や
削

除
要

請
に

関
して

権
利

侵
害

性
の

有
無

の
真

摯
な

検
討

な
どの

誠
実

な
対

応
を

行
うこ

とを
プ

ラッ
トフ

ォー
ム

事
業

者
に

求
め

る
こと

は
有

効
と考

え
られ

る
か

。

・情
報

の
流

通
サ

ー
ビス

を
業

とし
て

い
る

の
で

あ
る

か
ら、

これ
に

対
して

誠
実

な
対

応
を

行
うこ

とは
必

要
。「

被
害

者
」の

泣
き

寝
入

りは
放

置
され

る
べ

き
で

は
な

い
が

、上
記

の
「第

三
者

機
関

」や
「A

D
R」

な
どに

つ
い

て
、「

裁
判

所
で

は
時

間
が

か
か

る
か

ら」
とい

う理
由

に
基

づ
く要

求
は

、事
業

者
が

誠
実

な
対

応
を

行
うこ

とで
解

決
され

る
ケ

ー
ス

が
多

い
の

で
は

な
い

か
と考

え
る

。（
上

沼
主

査
代

理
）

・真
摯

な
対

応
を

す
る

べ
き

とい
うこ

とを
要

請
す

る
こと

自
体

は
賛

成
。（

清
水

構
成

員
）

・利
用

者
の

安
全

・安
心

や
、健

全
な

情
報

社
会

の
発

展
の

た
め

に
必

要
な

”誠
実

な
対

応
”を

お
ろ

そ
か

に
す

る
事

業
者

に
は

、厳
しく

対
処

す
べ

き
。

（
山

根
構

成
員

）

40
４

．
　そ

の
他

４
－

１
　検

討
対

象
とな

る
情

報
の

範
囲

受
信

者
の

属
性

や
文

脈
に

よ
って

評
価

が
変

化
し、

法
律

上
の

定
義

が
一

義
的

に
定

ま
らな

い
有

害
情

報
に

つ
い

て
は

、プ
ラッ

トフ
ォー

ム
事

業
者

や
発

信
者

、受
信

者
との

間
の

権
利

義
務

関
係

の
変

動
を

とも
な

う措
置

や
行

政
庁

か
らの

強
制

力
を

伴
う削

除
要

請
等

に
よ

って
対

応
す

る
こと

に
は

極
め

て
慎

重
で

あ
る

べ
き

で
あ

り、
ま

ず
は

、プ
ラッ

トフ
ォー

ム
事

業
者

に
よ

る
ポ

リシ
ー

の
策

定
及

び
そ

の
運

用
と、

そ
れ

らの
透

明
性

・ア
カウ

ン
タビ

リ
テ

ィの
確

保
を

通
じた

対
応

の
適

正
性

を
担

保
す

る
仕

組
み

に
よ

って
対

応
され

る
こと

が
必

要
と考

え
られ

る
が

、ど
うか

。

・有
害

情
報

の
定

義
が

明
らか

で
は

な
い

。規
制

を
進

め
て

い
くの

で
あ

れ
ば

、ス
テ

ー
クホ

ル
ダー

全
て

に
とっ

て
満

⾜
の

い
くよ

う な
定

義
で

あ
る

こと
を

担
保

す
べ

き
で

あ
る

（
Go

og
le

)
・「

有
害

情
報

」 に
つ

い
て

は
PF

事
業

者
の

利
用

規
約

等
で

対
応

して
い

る
の

が
実

際
で

あ
り、

そ
れ

が
適

切
だ

と思
わ

れ
る

。事
業

者
が

何
を

「有
害

情
報

」と
して

削
除

対
象

に
して

い
る

か
は

公
表

す
べ

き
で

は
あ

る
が

、そ
れ

は
透

明
性

の
対

象
とし

て
含

ま
れ

て
い

る
事

項
と考

え
る

。（
上

沼
主

査
代

理
）

・違
法

と評
価

で
き

な
い

情
報

の
扱

い
に

つ
い

て
は

や
は

り慎
重

に
す

べ
き

と思
い

ま
す

。ど
うし

て
も

削
除

す
べ

き
と考

え
られ

る
有

害
情

報
が

あ
れ

ば
、そ

れ
は

も
は

や
違

法
と評

価
され

る
場

合
が

多
い

の
で

は
な

い
で

しょ
うか

。（
藤

原
構

成
員

）
・有

害
情

報
に

つ
い

て
は

、ま
ず

は
リス

クが
高

い
と考

え
られ

る
も

の
を

ピ
ック

ア
ップ

して
定

義
した

うえ
で

、透
明

性
とア

カウ
ン

タビ
リテ

ィを
高

め
た

うえ
で

、前
述

した
とお

り、
ア

ー
キ

テ
クチ

ャや
ア

ル
ゴ

リズ
ム

の
介

在
に

よ
る

シ
ス

テ
ミッ

ク・
リス

クを
把

握
・公

表
す

る
こと

を
検

討
す

べ
き

で
あ

る
。（

水
谷

構
成

員
）

41
４

－
２

　行
政

の
体

制
や

手
続

２
.や

３
.に

記
載

され
た

事
項

に
つ

い
て

プ
ラッ

トフ
ォー

ム
事

業
者

に
対

応
を

求
め

る
に

当
た

って
、行

政
の

体
制

や
手

続
に

つ
い

て
留

意
す

べ
き

点
が

あ
る

か
。

42
４

－
３

　相
談

対
応

の
充

実
イン

ター
ネ

ット
上

の
違

法
・有

害
情

報
に

よ
る

被
害

の
救

済
に

関
して

、イ
ン

ター
ネ

ット
上

の
違

法
・有

害
情

報
に

関
す

る
相

談
対

応
の

充
実

を
図

る
こと

が
重

要
で

あ
る

と考
え

られ
る

が
、ど

うか
。相

談
対

応
の

充
実

を
図

る
に

あ
た

って
、改

善
す

べ
き

現
状

の
課

題
や

留
意

す
べ

き
点

は
あ

る
か

。

・相
談

者
が

た
らい

回
しと

な
らな

い
よ

う、
相

談
機

関
及

び
そ

の
対

象
とな

る
相

談
な

どの
情

報
の

周
知

に
つ

い
て

は
よ

り必
要

と考
え

られ
る

。（
上

沼
主

査
代

理
）

・3
/2

8の
会

議
で

、相
談

体
制

とし
て

電
話

で
話

した
い

とい
う要

望
が

あ
った

こと
を

踏
ま

え
た

対
応

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

の
で

は
な

い
か

。（
清

水
構

成
員

）
・情

報
通

信
問

題
に

詳
しい

専
門

家
、相

談
員

の
育

成
、増

員
は

必
要

。（
山

根
構

成
員

）
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４
－

４
　発

信
者

情
報

開
示

請
求

D
M

（
ダイ

レ
クト

メッ
セ

ー
ジ

）
な

ど一
対

一
の

通
信

に
お

け
る

侮
辱

、差
別

表
現

、暴
力

的
表

現
、脅

迫
に

よ
り権

利
侵

害
が

生
じた

際
に

、こ
うし

た
情

報
の

発
信

者
が

不
明

で
あ

る
こと

を
踏

ま
え

、こ
れ

らの
対

象
に

つ
い

て
も

発
信

者
情

報
開

示
請

求
を

可
能

とす
る

こと
に

つ
い

て
、ど

う考
え

る
か

。
一

方
で

、現
行

の
発

信
者

情
報

開
示

制
度

は
、情

報
が

拡
散

され
被

害
が

際
限

な
く拡

大
す

る
お

そ
れ

が
あ

る
こと

に
着

目
して

不
特

定
の

者
に

受
信

され
る

こと
を

目
的

とす
る

通
信

を
対

象
とし

て
い

る
こと

や
、仮

に
そ

の
よ

うに
した

場
合

に
、開

示
請

求
を

受
け

た
事

業
者

に
お

い
て

、開
示

の
可

否
を

判
断

す
る

た
め

に
、公

に
な

って
い

な
い

一
対

一
の

通
信

の
内

容
に

つ
い

て
確

認
す

る
こと

とな
る

こと
に

つ
い

て
、ど

う考
え

る
か

。ま
た

、D
M

な
どの

機
能

に
つ

い
て

は
、プ

ラッ
トフ

ォー
ム

事
業

者
の

中
に

は
、受

信
す

る
側

の
ア

カウ
ン

トに
お

い
て

、受
信

す
る

範
囲

を
選

択
す

る
こと

が
で

き
る

機
能

（
例

：
友

達
の

友
達

以
外

の
者

か
らの

D
M

は
受

け
取

らな
い

よ
うに

設
定

可
能

とす
る

等
）

を
設

け
る

な
どの

⼯
夫

を
講

じ て
い

る
こと

に
つ

い
て

、ど
う考

え
る

か
。

・D
M

等
の

一
対

一
の

通
信

に
つ

い
て

も
開

示
請

求
を

可
能

に
して

い
た

だ
き

た
い

（
音

事
協

・J
リー

グ
)

・憲
法

に
お

い
て

、通
信

の
秘

密
は

個
人

とし
て

生
き

て
い

く上
で

必
要

不
可

欠
な

権
利

とし
て

保
障

され
て

い
る

こと
は

も
とよ

り、
通

信
の

秘
密

の
保

障
に

は
、通

信
の

内
容

だ
け

で
な

くそ
の

存
在

の
秘

密
が

確
保

され
る

こと
も

含
む

とさ
れ

て
い

る
こと

か
ら、

一
対

一
の

通
信

に
お

け
る

発
信

者
情

報
開

示
請

求
を

可
能

とす
る

こと
に

つ
い

て
は

極
め

て
慎

重
とす

べ
き

で
あ

る
（

LI
N

E)

・損
害

賠
償

等
民

事
上

の
請

求
に

つ
い

て
、警

察
を

関
与

しな
い

と請
求

が
で

き
な

い
とい

う現
状

に
つ

い
て

は
改

善
の

余
地

が
あ

る
とは

思
うが

、民
事

的
手

続
き

で
の

開
示

の
可

否
や

そ
の

要
件

等
に

つ
い

て
は

十
分

な
議

論
が

必
要

。な
お

、受
信

者
側

に
コン

トロ
ー

ル
権

を
与

え
る

こと
は

積
極

的
に

進
め

る
こと

に
つ

い
て

賛
成

す
る

。（
上

沼
主

査
代

理
）

・D
M

に
よ

る
中

傷
に

つ
い

て
の

相
談

は
実

際
相

当
数

あ
り、

しか
も

も
っぱ

ら海
外

SN
Sの

も
の

で
あ

る
た

め
、警

察
が

捜
査

す
る

こと
も

事
実

上
不

可
能

な
こと

が
多

い
。そ

の
た

め
、D

M
に

つ
い

て
も

開
示

請
求

が
で

き
る

よ
う検

討
を

進
め

る
べ

き
。（

清
水

構
成

員
）

・匿
名

性
に

隠
れ

た
中

傷
を

許
容

す
る

べ
き

で
は

な
い

。（
清

水
構

成
員

）
・開

示
可

否
の

判
断

に
関

して
、請

求
者

側
が

提
示

す
る

通
信

内
容

を
確

認
す

る
こと

は
や

む
を

得
な

い
も

の
とし

て
許

容
され

る
べ

き
。他

方
で

、そ
れ

以
外

の
通

信
内

容
を

調
査

す
る

とい
うこ

とは
許

され
る

べ
き

で
な

い
。（

清
水

構
成

員
）

・Ｄ
Ｍ

に
関

して
は

、被
害

が
問

題
とな

る
とい

う点
に

つ
い

て
は

理
解

で
き

る
も

の
の

、公
然

性
の

あ
る

表
現

とい
うよ

りも
や

は
り通

信
に

該
当

す
る

も
の

と考
え

られ
る

。そ
うで

あ
る

以
上

、こ
の

点
に

関
す

る
発

信
者

情
報

開
示

請
求

は
、通

信
の

秘
密

との
抵

触
も

考
え

れ
ば

き
わ

め
て

慎
重

に
な

る
べ

き
と

思
わ

れ
る

。む
しろ

、大
量

に
送

られ
て

くる
Ｄ

Ｍ
を

被
害

者
が

み
な

い
で

済
む

よ
うな

、ア
ー

キ
テ

クチ
ャの

実
装

を
支

援
す

る
こと

の
方

が
、有

効
で

あ
る

よ
うに

思
わ

れ
る

。（
水

谷
構

成
員

）
44

上
記

の
い

ず
れ

に
も

該
当

しな
い

事
項

・損
害

回
復

が
困

難
な

事
案

や
二

次
的

被
害

の
発

生
が

予
見

され
る

も
の

に
つ

い
て

は
、プ

ラッ
トフ

ォー
ム

事
業

者
側

に
お

い
て

優
先

順
位

を
上

げ
て

処
理

して
い

た
だ

き
た

い
（

UU
UM

)
・プ

ラッ
トフ

ォー
ム

事
業

者
の

理
解

の
み

な
らず

、イ
ン

ター
ネ

ット
の

利
用

者
に

向
け

た
注

意
喚

起
や

意
識

啓
蒙

等
の

情
報

発
信

も
重

要
。イ

ン
ター

ネ
ット

上
の

違
法

・有
害

情
報

に
よ

る
被

害
の

全
体

数
を

減
らす

こと
に

も
積

極
的

に
取

り組
ん

で
い

た
だ

き
た

い
（

UU
UM

）
・違

法
性

・権
利

侵
害

性
が

な
い

投
稿

に
つ

い
て

ポ
リシ

ー
で

定
め

る
場

合
、参

照
可

能
な

裁
判

例
が

乏
しく

紛
争

解
決

の
予

見
可

能
性

が
乏

しい
も

の
とな

る
。実

体
法

の
改

正
、事

業
者

の
免

責
規

定
の

拡
充

とい
った

選
択

肢
も

排
除

せ
ず

検
討

す
べ

き
（

ヤ
フー

)

・違
法

情
報

の
うち

、権
利

侵
害

情
報

と並
行

して
、主

に
「２

．
透

明
性

・ア
カウ

ン
タビ

リテ
ィの

確
保

方
策

の
在

り方
」の

記
載

事
項

に
関

して
、法

令
違

反
情

報
の

位
置

付
け

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

の
で

は
な

い
か

。（
生

貝
構

成
員

）
・S

N
Sネ

イテ
ィブ

と言
わ

れ
る

若
い

世
代

を
は

じめ
全

世
代

の
文

化
形

成
で

で
大

き
な

影
響

が
あ

る
政

策
分

野
だ

と感
じま

す
。幅

広
い

ス
テ

ー
クホ

ル
ダー

や
国

民
か

ら意
見

を
広

く聞
き

な
が

ら、
適

切
な

バ
ラン

ス
で

の
慎

重
な

ル
ー

ル
メイ

キ
ン

グ
が

必
要

だ
と思

い
ま

す
。（

伊
藤

構
成

員
）
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